
Title わが国コロナ・パンデミック危機管理前史 (三) : 感染症法制定から二〇二〇年三月特措法改正まで
Sub Title Prehistory of the corona pandemic management : 1998 to Mar. 2020 (3)
Author 藤原, 淳一郎(Fujiwara, Junichiro)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2022

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.95, No.2 (2022. 2) ,p.1- 94 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20220228-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


1

わが国コロナ・パンデミック危機管理前史（三）
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（
ハ
）　

特
措
法
案
の
国
会
審
議
（
二
〇
一
二
年
）

　

特
措
法
案
は
第
一
八
〇
回
国
会
に
上
程
後
、
衆
参
両
院
の
内
閣
委
員
会
に
か
け
ら
れ
た
。

　

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
三
月
一
六
日
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
提
案
理
由
説
明
、
同
月
二
三
・
二
八
両
日
審
議
、
二
八
日
採

決
、
三
〇
日
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
同
年
四
月
一
〇
日
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
提
案
理
由
説
明
、
同
月
一
二
日
参
考
人
質
疑（（36
（

、
一

七
日
審
議
、
二
四
日
・
採
決
、
二
七
日
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。
衆
議
院
で
一
一
項
目（（36
（

、
参
議
院
で
一
九
項
目（（36
（

に
の
ぼ
る
附
帯
決

議
が
付
さ
れ
た
。

　

ま
ず
本
法
案
の
概
要
を
、
内
閣
作
成
の
法
案
「
概
要
」「
要
綱（（36
（

」
を
簡
略
化
し
た
国
会
で
の
大
臣
の
法
案
趣
旨
説
明（（36
（

に
基
づ
い
て

一
瞥
し
（
Ａ
）、
次
い
で
、
特
措
法
が
、
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19
）
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
感
染
症
対
策
で
重
要

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と

思
わ
れ
る
特
措
法

0

0

0

（
案0

）
の
論
点

0

0

0

に
的
を
し
ぼ
っ
て
、
国
会
審
議
を
整
理
し
て
お
き
た
い
（
Ｂ
）。

（
361
）　

参
考
人
は
、
田
代
眞
人
・
国
立
感
染
症
研
究
所
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
尾
身
茂
・
名
誉
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋

地
域
事
務
局
長
、
久
保
田
政
一
・
経
団
連
専
務
理
事
、
川
本
哲
郎
・
同
志
社
大
学
（
刑
事
法
）
教
授
の
四
氏
で
あ
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
（
二
〇
二
〇
年
初
動
期
）
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1
）　

感
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症
法

　
　
（
イ
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感
染
症
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「
類
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あ
て
は
め
論

　
　
（
ロ
）　

本
感
染
症
を
「
指
定
感
染
症
」
に

　
（
2
）　

特
措
法

　
　
（
イ
）　

特
措
法
一
部
改
正
法
案

　
　
（
ロ
）　

国
会
に
お
け
る
改
正
法
案
審
議

　
　
　

Ａ　

附
則
一
条
の
二
第
一
項

　
　
　

Ｂ　

感
染
症
法
又
は
特
措
法
（
二
条
一
号
）
改
正
論

　
　
（
ハ
）　

小　

括

四　

結　

び

　
（
1
）　

感
染
症
法
及
び
特
措
法
の
構
造
上
の
問
題

　
　
　

Ａ　

特
措
法
適
用
の
第
一
関
門
（
特
措
法
二
条
一
号
）

　
　
　

Ｂ　

特
措
法
適
用
の
第
二
関
門
（
特
措
法
三
二
条
一
項
）

　
　
　

Ｃ　

特
措
法
適
用
の
第
三
関
門
（
特
措
法
四
五
条
）

　
（
2
）　

感
染
症
法
及
び
特
措
法
の
運
用
上
の
問
題

　
（
3
）　

終
わ
り
に�

（
以
上
、
九
十
五
巻
三
号
）
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（
362
）　

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
、
公
明
党
及
び
み
ん
な
の
党
の
共
同
提
案
に
よ
る
。
第
一
八
〇
回
衆
議
院

内
閣
委
員
会
会
議
録
六
号
一
二
頁
（
三
月
二
八
日
）、
同
月
三
〇
日
付
官
報
号
外
第
一
八
〇
回
国
会
衆
議
院
会
議
録
一
二
号
六
五
頁
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
四
五
七
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
363
）　

民
主
党
・
新
緑
風
会
、
公
明
党
及
び
み
ん
な
の
党
、
会
派
に
属
し
な
い
議
員
一
名
の
共
同
提
案
に
よ
る
。
第
一
八
〇
回
参
議
院
内
閣

委
員
会
会
議
録
九
号
一
頁
（
四
月
二
四
日
）、
同
月
二
七
日
付
官
報
号
外
第
一
八
〇
回
国
会
参
議
院
会
議
録
一
四
二
号
六
頁
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
四
五
八
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
364
）　

内
閣
官
房
「
国
会
提
出
法
案
」https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/houan/180.htm

l＞

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
対
策
特
別
措
置

法
案＞

「
概
要
」「
要
綱
」

（
365
）　

中
川
正
春
国
務
大
臣
に
よ
る
法
案
趣
旨
説
明
。
第
一
八
〇
回
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
四
号
一
六
頁
（
三
月
一
六
日
）、
第
一
八
〇

回
参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
五
号
一
頁
（
四
月
一
〇
日
）。
な
お
中
川
大
臣
は
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
で
あ
る
。https://

w
w
w
.m

asaharu.gr.jp/profile/

Ａ　

本
法
案
の
概
要

（
ａ
）　

本
法
案
の
提
案
理
由

　

国
会
で
の
大
臣
に
よ
る
本
法
案
の
提
案
理
由
を
み
て
み
る
。
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
散
発
的
発
生
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｈ
5
Ｎ
1
が
、
変
異
0

0

し
て
人
か
ら
人
に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
社
会
全
体
の
混
乱
も
懸
念
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
病
原
性
が
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

や
同
様
な
危
険
性
の
あ
る
新
感
染
症

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
対
し
て
、
二
〇
〇
九
年
の

教
訓
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
法
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
法
案
は
、
政
府
行
動
計
画
等
の
策
定
、
政
府

対
策
本
部
の
設
置
等
の
措
置
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
特
別
な
措
置
を
定
め
、
も
っ
て
国
民
及
び
国
民
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（（36
（

。
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（
ｂ
）　

本
法
案
の
内
容
の
概
要

　

大
臣
の
法
案
趣
旨
説
明
を
ベ
ー
ス
に
、
私
な
り
に
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
補
い
、
そ
れ
ぞ
れ
法
案
の
該
当
条
文
を
記
し
つ
つ
、

本
法
案
の
概
要
を
み
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
本
法
の
対
象
と
な
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
」（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
等
」
と
い
う
）
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

症0

（
感
染
症
法
六
条
七
項
。
本
稿
二
（
1
）（
ロ
））
と0

、「（
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
限
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）」
新
感
染
症

0

0

0

0

（
同
条
九
項
）
で
あ
る
（
法
案
二
条
一
号
）。

　

第
一
に
総
則
的
事
項
と
し
て
、
国
、
自
治
体
、「
指
定
公
共
機
関（（36
（

」
の
責
務
（
三
条
）、
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
（
四
条
）
を
定

め
、「
国
民
の
自
由
と
権
利
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
制
限
は
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施

す
る
た
め
必
要
最
小
限

0

0

0

0

0

の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
五
条
）
と
定
め
る
。

　

平
時
0

0

の
新
型
イ
ン
フ
ル
等
へ
の
備
え
は
趣
旨
説
明
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
対
策
実
施
に
関
す
る
「
政
府
行
動
計
画

0

0

0

0

0

0

」

（
六
条
）
を
、
知
事
は
「
都
道
府
県
行
動
計
画
」（
七
条
）
を
、
市
町
村
長
は
「
市
町
村
行
動
計
画
」（
八
条
）
を
定
め
る
こ
と
、
物
資

及
び
資
材
の
備
蓄
（
一
〇
条
）、
訓
練
（
一
二
条
）
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
発
生
時
の
措
置
と
し
て
、
国
及
び
都
道
府
県
に
対
策
本
部
を
設
置

0

0

0

0

0

0

0

（
一
五
、
二
二
条
）
し
、
対
策
本

部
は
、
政
府
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
へ
の
基
本
的
な
対
処
の
方
針
（
基
本
的
対
処
方
針

0

0

0

0

0

0

0

）
を
定
め
る
（
一
八
条
）。

ま
た
政
府
対
策
本
部
長
（
＝
内
閣
総
理
大
臣
。
一
六
条
一
項
）
は
、
特
定
接
種（（36
（

の
実
施
を
指
示
で
き
る
こ
と
（
二
八
条
）、
外
国
で
の
発

生
で
検
疫
件
数
増
加
等
の
と
き
の
検
疫
港
・
検
疫
空
港
の
特
定
（
特
定
検
疫
港
等
）、
停
留
施
設
不
足
の
と
き
の
停
留
施
設
の
確
保

（
二
九
条
一
、
五
項
）、
発
生
国
か
ら
の
航
空
機
等
の
運
行
制
限
要
請
（
三
〇
条
）、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
医
療
要
請
・
指
示
（
三
一

条
）
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
政
府
対
策
本
部
長
は
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
等
の
「
政
令
で
定
め
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る
」
要
件
に
該
当
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
等
が
国
内
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
「
緊
急
事
態
宣
言

0

0

0

0

0

0

」（
以
下

「
宣
言
」
と
い
う
）
を
行
い
、
そ
の
期
間
・
区
域
・
概
要
を
国
会
に
報
告
す
る
（
三
二
条
一
項
）
と
と
も
に
、
基
本
的
対
処
方
針
を
変

0

0

0

0

0

0

0

0

0

更0

し
、
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
る
こ
と
（
同
条
六
項
）、
市
町
村
も
市
町
村
対
策
本
部
を
設
置
す
る
（
三

四
条
）。

　

第
四
に
、
緊
急
事
態
措
置
実
施
の
対
象
区
域
（
三
二
条
一
項
二
号
）
内
の
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
知
事
（「
特
定
都
道
府
県
知

事
」。
三
八
条
一
項
）
は
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
「
ま
ん
延
」
防
止
措
置
と
し
て
、
住
民
に
「
生
活
の
維
持
に
必
要
な
場
合
を
除
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

み

だ
り
に
…
…
居
宅
…
…
か
ら
外
出
し
な
い
」
と
の
外
出
自
粛

0

0

0

0

を
（
（36
（

要
請
で
き
る
こ
と
（
傍
点
引
用
者
）（
四
五
条
一
項
）、
学
校
や
興
業
等

の
管
理
者
に
施
設
の
使
用
の
制
限
等
を
要
請
（
同
条
二
項
）
及
び
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
指
示

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
き
る
こ
と
（
傍
点
引
用
者
）（
同

条
三
項
）、
右
の
「
要
請
又
は
指
示
を
し
た
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
0

0

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
（
傍
点
引
用
者
）

（
同
条
四
項
）、
政
府
対
策
本
部
は
、
市
町
村
の
実
施
す
る
住
民
に
対
す
る
予
防
接
種
の
実
施
指
示
を
行
う
こ
と
（
四
六
条
一
、
三
項
）

等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
五
に
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
医
療
等
の
提
供
体
制
の
確
保
措
置
と
し
て
、
医
療
機
関
不
足
時
の
知
事
に
よ
る
臨
時
の
医
療
施
設

開
設
（
四
八
条
一
項
）
の
場
合
の
医
療
法
の
特
例
（
＝
一
部
規
定
の
適
用
除
外（

（37
（

）
と
、
土
地
、
家
屋
、
物
資
等
の
一
時
的
使
用
（
四
九

条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
六
に
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
国
民
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置
と
し
て
、
電
気
・
ガ
ス
（
五
二
条
一
項
）・
水
道
（
同
条
二
項
）

運
送
・
通
信
・
郵
便
（
五
三
条
）
事
業
者
中
、
指
定
公
共
機
関
等
は
、
事
業
実
施
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

知
事
は
、
医
薬
品
、
食
料
品
等
に
つ
い
て
売
り
渡
し
を
要
請
（
五
五
条
一
項
）
及
び
収
用
で
き
る
こ
と
（
同
条
二
項
）、
新
型
イ
ン
フ

ル
等
の
患
者
等
の
権
利
利
益
保
全
等
の
た
め
の
、
行
政
上
の
申
請
期
間
の
延
長
（
五
七
条
）
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
七
に
、
財
政
上
の
措
置
等
と
し
て
、
国
及
び
都
道
府
県
に
よ
る
特
別
な
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き
の
損
失
補
償
（
六
二
条（

（37
（

）、
医
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療
提
供
者
へ
の
損
害
補
償
（
六
三
条（

（37
（

）、
自
治
体
の
実
施
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
他
の
災
害
法
制
の
例
に
倣
い
標
準
税

収
入
に
応
じ
て
国
の
負
担
割
合
の
か
さ
上
げ
等
（
六
九
条（

（37
（

）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
罰
則
（
七
六
条
以
下（

（37
（

）
の
ほ
か
、
立
入
検
査
（
七
二
条
）、
特
別
区
適
用
規
定
（
七
三
条
）、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る

規
定
（
七
四
条
）
等
の
雑
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3６６
）　

中
川
国
務
大
臣
・
前
掲
註（
3６５
）・
法
案
趣
旨
説
明
。
目
的
規
定
（
法
案
一
条
）
に
は
、「
国
民
の
大
部
分
が
現
在
そ
の
免
疫
を
獲
得

し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度

が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
…
…
」
と
あ
る
。

（
3６７
）　
「
指
定
公
共
機
関
」
は
、
独
立
行
政
法
人
、
日
本
銀
行
、
日
本
赤
十
字
社
、
日
本
放
送
協
会
そ
の
他
の
公
共
的
機
関
及
び
医
療
・
医

薬
品
・
医
療
機
器
の
製
造
・
販
売
、
電
気
・
ガ
ス
の
供
給
、
輸
送
、
通
信
そ
の
他
の
公
益
的
事
業
を
営
む
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を

い
う
（
二
条
六
号
）。
こ
の
う
ち
電
気
・
ガ
ス
に
つ
い
て
、
前
掲
註（
17
）参
照
。

（
3６８
）　

特
定
接
種
の
対
象
者
は
、
医
療
提
供
業
務
従
事
者
、
公
益
的
事
業
従
事
者
、
対
策
実
施
公
務
員
で
（
二
八
条
一
項
一
、
二
号
）、
経

団
連
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
本
稿
二
（
2
）
Ｃ
（
ｂ
）
①
）
で
も
話
題
に
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
考
察
対
象
のCO

V
ID

-19

で
は
0

0

、

そ
も
そ
も
ワ
ク
チ
ン
開
発
自
体
が
見
通
せ
な
か
っ
た
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
問
題
は
先
送
り
さ
れ
て
き
た
。

（
3６９
）　

法
案
趣
旨
説
明
は
、
法
文
と
は
異
な
り
「
不
要
不
急

0

0

0

0

の
外
出
の
自
粛
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
す
で
に
二
〇
〇
九
年
の
「
基

本
的
対
処
方
針
」
に
も
登
場
し
て
お
り
（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））、
本
法
成
立
後
の
逐
条
書
も
「
い
わ
ゆ
る
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
」
と

あ
た
か
も
同
義
語
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
五
九
頁
）。
し
か
し
私
に

は
個
々
人
の
行
動
判
断
基
準
と
し
て
両
者
の
語
感
（
ニ
ュ
ア
ン
ス
）
は
若
干
異
な
る
よ
う
に
思
え
る
。

（
3７０
）　
「
臨
時
の
医
療
施
設
」
は
医
療
法
第
四
章
、
典
型
的
に
は
施
設
の
開
設
許
可
、
構
造
設
備
基
準
等
の
適
用
除
外
で
あ
る
（
特
措
法
案

四
八
条
五
項
）。
既
設
の
病
院
及
び
研
修
未
終
了
医
が
開
設
の
診
療
所
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ル
等
へ
の
（
六
月
以
内
の
）
医
療
提
供
期
間

に
限
り
、
病
床
等
の
変
更
許
可
（
医
療
法
七
条
二
項
）
を
適
用
し
な
い
（
特
措
法
案
四
八
条
六
項
）
と
し
て
い
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
八
四
―
一
八
五
頁
参
照
。
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（
3７１
）　

検
疫
の
た
め
の
停
留
施
設
と
し
て
の
病
院
・
宿
泊
所
等
の
使
用
（
二
九
条
五
項
）、
臨
時
の
医
療
施
設
の
た
め
の
土
地
等
の
使
用

（
四
九
条
二
項
）、
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
に
必
要
な
医
薬
品
・
食
品
等
（
以
下
「
特
定
物
資
」
と
い
う
）
の
収
用
（
五
五
条
二
項
）、
保

管
命
令
（
同
条
三
項
）
に
つ
い
て
「
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
」
す
る
。
医
療
関
係
者
へ
の
医
療
実
施
要
請
（
三
一
条
一
項
）・
特
定

接
種
実
施
へ
の
協
力
要
請
（
同
条
二
項
）
の
右
二
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
の
指
示
（
同
条
三
項
）、
住
民
に
対
す
る
予
防
接
種
実
施
へ
の

協
力
要
請
・
指
示
（
四
六
条
六
項
に
よ
る
三
一
条
読
み
替
え
準
用
）
に
つ
い
て
「
そ
の
実
費
を
弁
償
」
と
あ
る
。

（
372
）　

発
症
リ
ス
ク
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
特
別
な
事
情
に
鑑
み
て
設
け
ら
れ
規
定
で
、
対
象
は
要
請
（
三
一
条
一
項
）
又
は
指
示

（
同
条
三
項
）
に
も
と
づ
き
医
療
を
行
っ
た
医
療
関
係
者
の
死
亡
・
負
傷
・
疾
病
・
障
害
へ
の
損
害
補
償
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
二
四
八
頁
。

（
373
）　

六
五
条
は
「
実
施
者
支
弁
の
原
則
」
を
定
め
る
が
、
六
九
条
は
、
自
治
体
が
支
弁
す
る
費
用
の
う
ち
、
一
部
の
措
置
に
要
す
る
費
用

の
一
定
割
合
を
国
が
負
担
す
る
と
と
も
に
、「
全
国
的
に
ま
ん
延
し
て
数
十
万
人
規
模
の
死
者
が
発
生
し
う
る
と
い
う
点
で
大
規
模
災
害

と
類
似
す
る
た
め
、
自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
か
さ
上
げ
の
財
政
負
担
も
講
じ
る
」
規
定
を
お
い
た
も
の
と
い
う
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
二
六
四
―
二
六
五
頁
。

（
374
）　

本
法
の
罰
則
は
、
特
定
物
資
に
つ
い
て
保
管
命
令
等
に
違
反
し
て
「
特
定
物
資
を
隠
匿
し
、
損
壊
し
、
破
棄
し
、
又
は
搬
出
し
た
」

者
（
七
六
条
）、
七
七
条
一
も
し
く
は
二
項
の
「
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ

ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
」
者
（
七
七
条
）、
右
二
か
条
に
つ
い
て
行
為
者
と
法
人
と
の
両
罰
規
定
（
七
八
条
）
と
極
め
て
限

ら
れ
て
い
る
。

Ｂ　

重
要
論
点
に
関
す
る
審
議
概
要

　

国
会
に
上
程
さ
れ
た
特
措
法
案
に
つ
い
て
、
第
一
八
〇
回
国
会
・
衆
参
両
院
の
内
閣
委
員
会
及
び
本
会
議
の
会
議
録
か
ら
、
重
要

論
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
審
議
内
容
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

本
稿
二
（
2
）（
ハ
）
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
閣
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
衆
議
院
は
二
〇
一
二
年
三
月
、
参
議
院
は
同

年
四
月
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
会
議
録
の
引
用
に
際
し
て
本
稿
Ｂ
に
限
っ
て
は
、
国
会
名
（
第
一
八
〇
回
）、
衆
参
の
別
、
委
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員
会
名
（
内
閣
委
員
会
）、
会
議
録
号
数
を
省
略
し
て
、
会
議
日
付
と
会
議
録
の
該
当
頁
数
の
み
を
記
す
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
ａ
）　

本
法
案
提
案
の
理
由
及
び
経
緯

①　

特
措
法
案
提
案
の
理
由

　

本
法
案
提
案
の
動
機
と
し
て
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
5
Ｎ
1
）
へ
の
恐
怖
と
並
ん
で
既
述
（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））

の
よ
う
に
二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
1
Ｎ
1
。
以
下
「
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
の
流
行
の
体
験
が
根
強
く
存

在
す
る（（37
（

。
政
府
は
、
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
対
応
に
お
い
て
、
水
際
対
策
で
機
動
的
・
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
縮
小
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、

医
療
関
係
者
へ
の
補
償
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
、
予
防
接
種
の
実
施
主
体
・
費
用
負
担
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
、
学
校
休
業
の
法

的
根
拠
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
反
省
か
ら
、
法
案
に
お
い
て
諸
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で（（37
（

、
大
臣
は
「
危
機
管
理
法
制
」
と

認
識
し
て
い
る
と
い
う（（37
（

。

　

参
考
人
質
疑
で
田
代
参
考
人
（
国
立
感
染
症
研
究
所
）
は
、
法
的
基
盤
に
立
っ
た
危
機
管
理
体
制
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
パ0

ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の
目
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
第
一
に
健
康
被
害
の
最
小
化

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
第
二
に
社
会
機
能
経
済
活
動
の
破
綻
を
防
ぐ
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
と
い
う（（37
（

。

内
閣
委
員
会
委
員
で
は
な
い
が
舛
添
議
員
（
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
時
の
厚
生
労
働
大
臣
）
は
、
委
員
外
の
議
員
と
し
て
の
内
閣
委
員
会
で

の
発
言
で
「
国
民
の
命
を
守
る
の
が
最
優
先
」
と
強
調
し
て
い
る（（37
（

。

　

議
員
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
「
行
動
計
画
」
や
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
あ
る
の
に
、
敢
え
て
特
措
法
法
制
化
の
必
要

が
あ
る
の
か（（38
（

と
い
う
初
歩
的
な
質
疑（（38
（

も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、「
国
民
の
大
部
分
が
現
在
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い

こ
と
等
か
ら
、
…
…
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
の
症
状
が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
」
る
と

い
う
法
目
的
規
定
（
法
案
一
条
）
や
、
緊
急
事
態
措
置
の
要
件
で
あ
る
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
…
…
が
国
内
で
発
生
し
、
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
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を
及
ぼ
す
」（
三
二
条
一
項
柱
書
）
と
い
う
法
案
の
前
提（（38
（

で
あ
る
「
短
期
間
に
数
十
万
人
死
亡
と
い
う
…
…
ス
ペ
イ
ン
風
邪
並
み（（38
（

の
予

測
」
が
「
想
像
出
来
な
い
Ｓ
Ｆ
映
画
み
た
い（（38
（

」
と
の
疑
念
や
批
判
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
第
一
に
、
二
〇
〇
四
年
八
月
の
厚
生
労
働
省
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
検
討
小
委
員
会

報
告
書（（38
（

」
が
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
患
者
数
・
死
亡
者
数
を
挙
げ
た
う
え
で
、
医
療
供
給
体
制
の
質
量
と
も
に
改
善
・
衛
生
環
境
向
上

が
み
ら
れ
る
反
面
、
高
齢
人
口
急
増
・
基
礎
疾
患
者
増
加
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
・
世
界
的
大
量
交
通
機
関
の
飛
躍
的
発
達
に
よ
り

感
染
症
対
策
上
好
ま
し
く
な
い
方
向
へ
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
二
〇
一
一
年
九
月
策
定
の
政
府
行
動
計
画（（38
（

が
、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
死
亡
率
等
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
い
る
こ

と
（
（38
（

等
か
ら
、「
被
害
想
定
上
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
最
大
値（（38
（

」
で
「
致
死
率
は
二
％
と
い
う
ふ
う
に
想
定
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る（（
（
（38
（3
（38
（

。

　

ま
た
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
」（
三
二
条
一
項
柱
書
）
の
根
拠
・
前
提
と
し
て
、
多
臓

器
不
全
・
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
・
脳
症
等
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異
な
る
重
症
症
例
が
み
ら
れ
る
「
高
病
原
性
」
と
、
確
認

さ
れ
た
患
者
が
多
数
の
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
行
動
を
取
っ
た
場
合
に
多
数
の
患
者
が
発
生
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
く
と
い
う
「
波
及
性
」
が
あ
る
と
い
う（（39
（

。

（
375
）　

〇
九
年
イ
ン
フ
ル
に
つ
い
て
は
、
本
稿
二
（
2
）（
イ
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
幸
運
が
重
な
っ
て
い
る
。
田
代
眞
人
参
考
人
・
四

月
一
二
日
一
―
二
頁
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
弱
毒
型
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
過
去
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
及
び
ソ
連
型
ウ
イ
ル
ス
へ
の
免

疫
が
交
差
防
御
反
応
と
し
て
働
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
メ
キ
シ
コ
に
続
い
て
米
国
で
発
病
し
た
た
め
ワ
ク
チ
ン
開
発
、
診
断
方
法
が
効
率

良
く
対
応
出
来
た
こ
と
、
第
四
に
、
多
く
の
国
が
Ｈ
5
Ｎ
1
へ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
、
第
五
に
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
性
が
殆
ど
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
、
第
六
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
が
強
く
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
第
七
に
、
タ
ミ
フ
ル
等
抗
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
尾
身
茂
参
考
人
・
同
右
・
三
頁

は
、
日
本
で
死
亡
率
が
低
か
っ
た
の
は
、
第
一
に
、
医
療
体
制
が
他
国
に
比
べ
て
や
や
良
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、（
手
洗
い
等
）
国
民
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の
意
識
が
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
流
行
初
期
に
学
校
閉
鎖
等
を
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
や
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

（
376
）　

後
藤
斉
副
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
頁
。

（
377
）　

中
川
正
春
大
臣
・
三
月
二
三
日
八
頁
。

（
378
）　

田
代
参
考
人
・
四
月
一
二
日
二
、
三
頁
。

（
379
）　

舛
添
要
一
議
員
・
四
月
一
七
日
三
一
頁
。

（
380
）　

糸
数
慶
子
委
員
・
四
月
一
七
日
二
五
頁
。

（
381
）　

法
案
は
、
行
動
計
画
等
の
実
効
性
を
高
め
、
国
・
自
治
体
の
危
機
管
理
権
限
を
明
確
に
し
、
発
生
時
の
対
策
本
部
を
法
定
化
し
、
指

定
公
共
機
関
、
予
防
接
種
法
・
医
療
法
の
特
例
、
国
民
生
活
国
民
経
済
安
定
確
保
の
仕
組
み
等
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
、
と
い
う
の
が
政
府

答
弁
で
あ
る
。
中
川
大
臣
・
三
月
二
三
日
八
頁
、
四
月
一
七
日
二
五
頁
。

（
382
）　

法
案
が
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
想
定
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
に
お
い
て
正
面

か
ら
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
383
）　

山
谷
え
り
子
委
員
・
四
月
一
七
日
六
―
七
頁
。
山
谷
委
員
は
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
並
み

0

0

0

0

0

0

0

0

の
六
四
万
人

0

0

0

0

が
短
期
間

0

0

0

で
死
亡
」（
傍
点
引
用

者
。
同
右
・
七
頁
）
と
い
う
が
、
一
九
二
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
前
後
三
回
流
行
の
わ
が
国
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
患
者
総
数
二
三
八
〇
万

余
名
、
死
者
総
数
三
八
万
余
名
と
い
う
（
内
務
省
衛
生
局
・
前
掲
註（
6
）・
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
）。
同
旨
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
関
す
る
検
討
小
委
員
会
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書
」
六
頁
（
二
〇
〇
四
年
）。http://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/topics/�

2004/09/dl/tp0903-1c.pdf　

ま
た
速
水
・
前
掲
註（
6
）・
四
二
六
頁
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る
死
者
を
内
務
省
よ
り
も
多
く
、「
内

地
四
五
・
三
万
人
、
外
地
二
八
・
七
万
人
で
合
計
七
四
万
人
（
た
だ
し
関
東
州
は
除
く
）
の
生
命
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
は
『
日
本
帝
国
』

の
人
口
の
〇
・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
［
で
］
…
…
平
常
年
の
『
帝
国
日
本
』
の
死
亡
者
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
」
と
推
定
す
る
。

　

山
谷
委
員
が
い
う
死
者
「
六
四
万
人
」
と
い
う
数
字
は
、
私
の
調
査
で
は
、
小
泉
内
閣
・
川
崎
厚
生
労
働
大
臣
時
代
の
厚
生
労
働
省

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
が
、
人
口
の
二
五
％
罹
患
、
死
亡
者
一
七
万
～
六
四
万
人
と
想
定
し

た
こ
と
と
混
同
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
内
閣
官
房
「
過
去
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」

https://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku_archive.htm

l＞

平
成
一
七
年
一
一
月
一
五
日
概
要
。

（
384
）　

古
川
俊
治
委
員
・
四
月
一
七
日
一
一
～
一
二
頁
。
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（
385
）　

小
泉
内
閣
・
坂
口
厚
生
労
働
大
臣
時
代
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
383
）・
六
～
七
頁
。

（
386
）　

野
田
内
閣
時
代
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
閣
僚
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
五
～
六
頁
（
二
〇
一
一
年
九

月
二
〇
日
）
は
、
流
行
規
模
及
び
被
害
想
定
と
し
て
、
重
度
ケ
ー
ス
を
ス
ペ
イ
ン
風
邪
並
み
（
致
死
率
二
％
）
と
し
て
、
入
院
患
者
上
限

約
二
〇
〇
万
人
・
死
亡
者
上
限
約
六
四
万
人
と
推
計
し
て
い
る
。https://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku_archive.htm

l
＞

平
成
二
三
年
九
月
二
〇
日
全
体
版
。

（
387
）　

中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
七
頁
。

（
388
）　

後
藤
副
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
二
頁
。
川
田
龍
平
委
員
・
同
日
同
頁
は
、「
全
く
前
提
が
科
学
的
で
は
な
い
」
と
批
判
す
る
。

（
389
）　

中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
一
二
頁
。

（
389
の
2
）　

単
純
に
死
者
数
や
死
亡
率
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
は
あ
る
が
、
ち
な
み
に
本
稿
考
察
対
象
の
本
感
染
症

（CO
V
ID

-19

）
に
よ
る
わ
が
国
の
死
者
数
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
時
点
で
千
人
強
で
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
死
者
数
の
一
％
に
満
た
な
い
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
死
者
は
、
百
万
人
当
り
二
三
・
五
名
で
、
本
感
染
症
の
三
・
二
倍
に
の

ぼ
る
（
厚
生
労
働
省
調
査
）。https://new

s.yahoo.co/articles/36c6192f257af2a08a44340aac4c6e586f7e947d　

こ
れ
と
は
対

照
的
に
米
国
Ｎ
Ｙ
市
で
は
、
本
感
染
症
に
よ
る
死
者
は
、
三
月
一
一
日
か
ら
の
六
一
日
間
で
三
万
三
千
余
名
に
の
ぼ
り
、
ス
パ
イ
ン
風
邪

ピ
ー
ク
時
の
三
万
千
余
名
並
み
と
い
う
（
二
〇
二
〇
年
八
月
一
五
日
付
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
三
面
）。
そ
の
後
二
〇
二
一
年
五
月
五
日
現

在
の
デ
ー
タ
で
み
る
と
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
調
査
で
全
米
の
累
計
感
染
者
数
は
三
二
五
一
万
二
九
三
四
名
、
累
計
死
者
数
は

五
七
万
八
四
九
九
名
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
で
日
本
国
内
の
累
計
感
染
者
数
は
六
一
万
七
六
二
二
名
、
累
計
死
者
数
は
一
万
五
四
七
名
（
こ
の
ほ

か
横
浜
寄
港
の
ク
ル
ー
ズ
船
感
染
者
七
一
二
名
、
死
亡
者
一
三
名
）
で
あ
る
。https://w

w
w
3.nhk.or.jp/new

s/special/coronavirus/
w
orld-data

及
びhttps://w

w
w
3.nhk.or.jp/new

s/special/coronavirus/data-all

（
390
）　

中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
一
二
頁
。

②　

法
案
上
程
に
至
る
経
緯

　

国
会
審
議
に
お
い
て
、
全
国
知
事
会
、
医
療
関
係
者
、
経
団
連
等
か
ら
の
提
言
・
意
見
聴
取
が
本
法
案
に
ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か（（39
（

、
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ま
た
自
民
・
公
明
両
党
が
与
党
時
代
の
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
知
事
に
必
要
な
権
限
を
与
え
る
旨
を
提
言
し
て
い
た
が
、

本
法
案
作
成
に
お
い
て
、
現
場
の
自
治
体
と
ど
う
調
整
し
て
き
た
か（（39
（

が
、
質
問
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
知
事
会
か
ら
は
、
α
・
社
会
経
済
活
動
の
制
限
等
の
対
策
の
実
効
性
確
保
の
た
め
、
法
的
根
拠
の
明
確
化
と
知
事
へ
の
権
限

付
与
（
→
四
五
条
、
五
〇
条
か
ら
六
一
条
）、
β
・
自
動
車
免
許
更
新
期
間
延
長
等
の
行
政
手
続
き
の
特
例
措
置
（
→
五
七
条
）
が
要
望

さ
れ
て
い
た
。
日
本
医
師
会
か
ら
は
、
γ
・
診
察
に
応
じ
る
医
療
従
事
者
へ
の
十
分
な
補
償
（
→
六
三
条
一
項
）、
δ
・
ワ
ク
チ
ン
優

先
接
種
対
象
の
医
療
従
事
者
の
範
囲
の
検
討
（
→
六
条
二
項
三
号
）
が
要
望
さ
れ
て
い
た
。
日
本
経
済
団
体
連
合
会
か
ら
は
、
ε
・

政
府
の
指
揮
命
令
系
統
、
窓
口
の
一
本
化
（
→
一
五
条
一
項
、
一
八
条
一
項
、
二
〇
条
一
項
）、
ζ
・
平
時
の
訓
練
の
必
要
性
（
→
一
二

条
一
項
）
が
要
望
さ
れ
て
い
た
。
政
府
は
、
本
稿
で
各
項
目
の
括
弧
内
に
「
→
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
提
言
が
法
案
に
織
り
込
ま
れ

た
と
答
弁
し
た（（39
（

。

　

ま
た
自
治
体
と
の
調
整
と
し
て
、
自
治
体
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
検
討
協
議
会
、
知
事
会
と
大
臣
・
副
長
官
と
の
意
見
交
換
等
を
重

ね
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
法
案
を
作
成
し
た
と
答
弁
し
た（（39
（

。

　

さ
ら
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
総
括
会
議
報
告
書
」（
二
〇
一
〇
年（

（39
（

）
が
法
案
作
成
に
役
立
て
ら
れ
た
か
を
問
わ
れ（（39
（

、
上
記

報
告
書
は
、
α
・
水
際
対
策
実
施
に
つ
い
て
、
病
原
性
等
を
踏
ま
え
て
専
門
家
の
意
見
を
も
と
に
機
動
的
に
縮
小
な
ど
の
見
直
し
を

可
能
と
す
べ
き
こ
と
、
β
・
学
校
等
の
休
業
要
請
は
、
国
が
一
定
の
目
安
を
示
し
自
治
体
が
運
用
を
判
断
す
べ
き
こ
と
、
γ
・
医
療

従
事
者
の
協
力
を
確
保
す
る
た
め
に
死
亡
・
後
遺
症
の
補
償
制
度
、
δ
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
主
体
・
費
用
負
担
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
等
を
提
言
し
て
お
り
、
法
案
で
は
、
右
の
α
と
β
と
は
国
が
「
基
本
的
対
処
方
針
」［
一
八
条
］
で
示
す
こ
と
、

γ
δ
と
は
条
文
化
［
医
療
従
事
者
の
補
償
制
度
は
六
三
条
一
項
、
予
防
接
種
は
二
八
条
］
さ
れ
て
い
る
と
答
弁
し
た（（39
（

。

　

政
府
は
、
上
記
に
代
表
さ
れ
る
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
の
ほ
か
、
与
野
党
の
勉
強
会
等
の
場
で
も
議
論
を
重
ね
た
と
い
う（（39
（

。
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（
391
）　

江
田
康
幸
委
員
・
三
月
二
三
日
二
頁
。

（
392
）　

竹
本
直
一
委
員
・
三
月
二
三
日
七
～
八
頁
。
竹
本
委
員
が
援
用
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
与
党
（
当
時
・
自
公
）「
鳥
由
来
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
提
言
」
の
全
文
を
検
索
で
き
な
か
っ
た
。
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症

課
長
梅
田
珠
実
「
政
府
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
概
要
」
ス
ラ
イ
ド
九
頁
は
、
八
項
目
の
箇
条
書
き
で
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
い

る
。https://w

w
w
.boj.or.jp/announcem

ents/release-2009/data/fsc0902a4.pdf

ま
た
松
山
か
の
子
「
連
立
与
党
：［
タ
ミ
フ
ル

等
の
］
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
備
蓄
、
人
口
の
半
分
ま
で
拡
大
を
提
言
」http://w

w
w
.bloom

berg.co.jp/new
s/articles/2008-06-20/

K
2R6U

X
07SX

K
W

01

（
二
〇
〇
八
年
六
月
二
〇
日
）
参
照
。

（
393
）　

後
藤
副
大
臣
・
三
月
二
三
日
二
頁
。
各
団
体
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
Ｃ
（
ｂ
）、
Ｄ
（
ｂ
）
参
照
。

（
394
）　

園
田
康
博
大
臣
政
務
官
・
三
月
二
三
日
八
頁
。

　

自
治
体
実
務
者
と
の
協
議
会
は
、
本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
Ｄ
（
ｂ
）
②
、
④
、
⑥
参
照
。

（
395
）　

本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
Ｂ
参
照
。

（
396
）　

竹
本
委
員
・
三
月
二
三
日
八
頁
。

（
397
）　

園
田
大
臣
政
務
官
・
三
月
二
三
日
八
頁
。

（
398
）　

園
田
大
臣
政
務
官
・
三
月
二
三
日
一
七
頁
、
中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
頁
。

（
ｂ
）　

国
内
感
染
対
策
の
体
制

①　

水
際
対
策

（
α
）　

水
際
対
策
関
連
法
令
及
び
法
案
の
関
連
規
定

　

国
会
委
員
会
審
議
の
検
討
に
入
る
前
に
、
他
国
か
ら
の
感
染
症
の
伝
播
を
阻
止
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
水
際
対
策
」
の
関
連
法

令
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
「
表
3
・
非
常
時
に
お
け
る
各
種
『
措
置
』
対
照
表
そ
の
1
」
に
お
け
る
論
点
項
目
「
停
留
施
設
の
確
保
」
欄
に
あ
る
出
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入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法（
以
下「
入
管
法

0

0

0

」と
い
う
）五
条
一
項
が
あ
る
。
同
項
一
号
は
、感
染
症
法
の
一
類
感
染
症
、二
類
感
染
症
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
若
し
く
は
指
定
感
染
症
の
患
者
…
…
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
」
に
つ
い
て
上
陸
を
拒
否

で
き
る
と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
危
険
度
の
高
い
特
定
の
国
・
地
域
か
ら
の
入
国
者
に
い
わ
ば
広
く
網
を
か
け
て
入

国
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
入
管
法
で
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る（（
（
（39
（3
（39
（

。

　

第
二
に
検
疫
法
が
あ
り
、
検
疫
感
染
症（（40
（

の
う
ち
、
感
染
症
法
一
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
関
し
て
は
、

病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
の
停
留
（
検
疫
法
一
四
条
一
～
二
号
、
一
六
条
）、
隔
離
（
同
法
一
五
条
）
が
可
能
で
あ
っ
た（（40
（

。

　

本
稿
二
（
2
）（
ハ
）
Ａ
（
ｂ
）
で
も
略
記
し
た
が
、
本
法
案
の
第
三
章
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
」

の
カ
タ
ロ
グ
に
、「
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
使
用
」
と
題
し
て
、「
検
疫
の
た
め
に
病
院
若
し
く
は
診
療
所
若
し
く
は
宿
泊
施
設

の
管
理
者
が
…
…
委
託
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
…
…
同
意
を
し
な
い
と
き
は
…
…
委
託
を
せ
ず
、
又
は
…
…
同
意
を
得
な
い
で
、
当

該
特
定
病
院
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
法
案
・
二
九
条
）。
厚
生
労
働
大
臣
は
、
右
規
定
に
よ
る
停
留
を
行
う
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
、
病
原
体
が
船
舶
又
は
航
空
機
を
介
し
て
国
内
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
政
府
対
策

本
部
長
（
＝
内
閣
総
理
大
臣
。
法
案
一
六
条
一
項
）
に
報
告
し
、
政
府
対
策
本
部
長
は
、「
運
行
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
当
該
特
定

船
舶
等
の
来
航
を
制
限
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
法
案
・
三
〇
条
一
～
三
項
）
と
の
規
定
が
あ
る
。

（
β
）　

水
際
対
策
に
つ
い
て
の
委
員
会
審
議

　

水
際
対
策
は
主
と
し
て
検
疫
法
、
稀
に
入
管
法
等
が
関
係
す
る
こ
と
は
（
α
）
で
み
た
通
り
だ
が
、
本
法
案
に
関
し
て
は
、
検
疫

法
の
「
停
留
」
が
主
た
る
争
点
に
な
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
対
策
で
「
検
疫
法
に
基
づ
く
停
留
措
置
が
、
余
り
効
果
が
な
い
の
に
人
権
を
過
度
に
侵
害
す

る
も
の
と
し
て
問
題
」
と
し
て
、
水
際
対
策
は
国
内
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
も
、

人
権
制
限
に
つ
な
が
る
「
停
留
」
の
措
置
は
、
科
学
的
知
見
に
も
と
づ
き
必
要
最
小
限
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見（（40
（

で
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あ
る
と
か
、
元
々
無
症
状
の
人
も
多
く
、
し
か
も
感
染
症
の
潜
伏
時
期
も
あ
り
、「
停
留
」
の
措
置
は
人
権
侵
害
で
あ
る
た
め
、
水

際
対
策
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
何
か
と
の
質
問（（40
（

が
あ
っ
た
。

　

参
議
院
委
員
会
で
の
参
考
人
は
、
水
際
対
策
は
、
必
要
最
小
限
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
限
る
こ
と
、
水
際
対

策
で
完
全
に
国
内
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
期
待
出
来
な
い
が
、
流
行
の
広
が
り
の
時
間
稼
ぎ
や
医
療
対
応
能
力
を
超
え

る
重
症
患
者
が
多
数
出
る
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
は
必
要
で
あ
り（（40
（

、
水
際
作
戦
が
ど
う
い
う
条
件
で
ど
の
程
度
必
要
か
、

予
め
数
個
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要（（40
（

と
述
べ
た
。

　

政
府
は
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
で
は
、
検
疫
の
実
施
国
に
お
い
て
、
国
内
感
染
を
あ
る
程
度
の
期
間
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
っ
た

可
能
性
を
示
唆
す
る
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
し
、
あ
わ
せ
て
二
〇
一
二
年
一
月
の
厚
生
労
働
省
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門

家
会
議
」
意
見
書
に
お
い
て
も
、
水
際
対
策
開
始
時
期
に
日
本
へ
の
感
染
者
の
到
着
数
が
少
数
と
考
え
ら
れ
る
場
合
等
に
侵
入
遅
延

に
有
効
と
な
る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る（（40
（

の
で
、
入
国
す
る
感
染
者
数
が
極
め
て
少
な
い
段
階
で
は
、「
合
理
的
な
範

囲
で
」
水
際
対
策
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
と
し
、
実
際
に
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
は
海
外
及
び
国
内
の
発
生
状
況
を
勘

案
し
て
合
理
的
な
措
置
を
と
る
、
と
答
弁
し
た（（40
（

。
な
お
舛
添
議
員
（
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
当
時
の
厚
生
労
働
大
臣
で
、
本
法
案
時
は
野

党
議
員
）
は
、「
医
学
的
に
は
意
味
が
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
国
民
感
情
を
考
え
て
、
社
会
心
理
学
的
要
因
を
入
れ
［
水

際
対
策
を
］
実
施
し
た
」
と
い
さ
さ
か
不
穏
当
な
述
懐
で
あ
る（（40
（

。

（
399
）　

本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
に
関
し
て
、
中
国
・
湖
北
省
に
滞
在
歴
の
あ
る
外
国
人
に
限
っ
て
、
入
管
法
五
条
一
項
一
四
号
「
日
本

国
の
利
益
又
は
公
安
を
害
す
る
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
」
該
当
と
し
て
入
国
制
限
を
始

め
た
が
、
果
た
し
て
同
号
の
法
解
釈
の
限
界
を
超
え
な
い
か
ど
う
か
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
維
新
の
会
は
「
感
染
症
が
発
生

し
た
国
・
地
域
か
ら
の
外
国
人
の
入
国
を
拒
否
で
き
る
こ
と
を
［
入
管
法
に
］
明
確
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
提
言
し
た
。
日
本
維
新
の

会
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
提
言
」
第
四
項
（
二
〇
二
〇
年
二
月
三
日
）http://o-ishin.jp/new

s/covid19-
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m
easures/pdf/n-pdf01.pdf

（
399
の
2
）　

本
稿
執
筆
時
の
現
状
は
、
法
務
省
出
入
国
在
留
管
理
庁
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
係
る
上
陸
拒
否
に
つ
い

て
」（
二
〇
〇
一
年
四
月
二
二
日
現
在
）http://w

w
w
.m

oj.go.jp/isa/hisho06_00099.htm
l　

参
照
。

（
400
）　

検
疫
法
の
対
象
と
な
る
検
疫
感
染
症
は
、
感
染
症
法
の
一
類
感
染
症
（
二
条
一
号
）、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
同
条
二

号
）、「
そ
の
病
原
体
が
国
内
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
そ
の
病
原
体
の
検
査
が
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」

（
同
条
三
号
）
の
三
範
疇
で
あ
る
。

（
401
）　

本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
は
、
当
初
二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る

等
の
政
令
」（
令
和
二
、
政
令
一
一
号
）
一
条
に
よ
り
「
指
定
感
染
症
」（
現
・
感
染
症
法
六
条
八
項
）
に
指
定
し
た
が
、
同
令
三
条
は
、

感
染
症
法
の
「
二
類
感
染
症
」
の
規
定
の
準
用
に
と
ど
め
た
た
め
、
検
疫
法
に
よ
る
停
留
・
隔
離
規
定
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。

　

同
年
二
月
二
日
、
東
京
都
は
、
三
一
福
保
健
感
一
八
〇
〇
号
小
池
百
合
子
都
知
事
発
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
宛
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
第
三
項
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
検
疫
法
上
の
隔
離
・
停

留
の
措
置
が
行
え
ず
、
ま
た
、
流
行
地
域
か
ら
の
渡
航
者
で
あ
っ
て
も
無
症
状
の
者
に
対
す
る
検
査
等
が
行
え
な
い
。
本
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
者
が
国
内
で
発
症
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
同
様
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
」
を
要
請
し
た
。http://w

w
w
.m

etro.
lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/02/04/docum

ents/40-01.pdf　

翌
二
月
三
日
の
日
本
維
新
の
会
・
前
掲
註（
399
）・
提
言
第

三
項
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
旨
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
同
年
二
月
一
三
日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
検
疫
法
第
三
四
条
の
感
染
症
の
種
類
と
し
て
指
定
す
る
等

の
政
令
」（
令
和
二
政
令
二
八
号
）
が
発
せ
ら
れ
、
三
条
に
よ
り
、
停
留
・
隔
離
等
の
規
定
の
適
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

（
402
）　

糸
数
慶
子
委
員
・
四
月
一
七
日
二
六
頁
、
同
月
一
二
日
一
二
頁
、
同
月
一
七
日
二
八
頁
。

（
403
）　

古
川
俊
治
委
員
・
四
月
一
七
日
一
三
頁
。

（
404
）　

田
代
眞
人
参
考
人
・
四
月
一
二
日
一
二
頁
。

（
405
）　

尾
身
茂
参
考
人
・
四
月
一
二
日
七
頁
。

（
406
）　

本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
Ｄ
（
ｂ
）
③
で
若
干
言
及
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
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ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
係
る
意
見
書
」（
二
〇
一
二
年
一
月
三
一
日
）
三
頁
。https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240206gakushiki/

sidai.htm
l＞

参
考
資
料
2
―
2

（
407
）　

外
山
千
也
・
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・
四
月
一
七
日
一
三
、
二
六
、
二
八
頁
。

（
408
）　

委
員
外
の
舛
添
要
一
議
員
・
四
月
一
七
日
三
〇
頁
。

②　

国
内
対
策
実
施
体
制

　

国
会
委
員
会
審
議
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
へ
の
国
内
の
対
策
実
施
の
体
制
が
論
点
に
な
っ
た
。

　

国
家
の
危
機
管
理
の
問
題
と
し
て
、
国
及
び
自
治
体
が
総
力
を
上
げ
て
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
自
治

体
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
り
国
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
確
保
の
努
力
が
必
要
だ
っ
た
と
思
う
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
感
染
症
に
対
し

て
の
自
治
体
と
国
と
の
関
係
を
問
う
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た（（40
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
政
府
か
ら
国
内
対
策
実
施
体
制
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　

す
な
わ
ち
、
国
は
政
府
行
動
計
画
［
六
条
］
を
事
前
に
確
定
し
、
ま
た
［
一
五
条
に
よ
る
政
府
対
策
本
部
を
設
置
し
た
と
き
に

は
］
基
本
的
対
処
方
針
［
一
八
条
］
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
自
治
体
が
対
策
を
講
じ
る
と
き
の
方
針
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
そ

し
て
都
道
府
県
は
国
の
方
針
に
基
づ
き
広
域
自
治
体
と
し
て
、
感
染
防
止
の
た
め
の
協
力
要
請
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
物
資
の

確
保
等
、
住
民
の
生
活
、
地
域
経
済
の
安
定
に
関
す
る
措
置
を
や
っ
て
い
く
。
市
町
村
は
、
国
及
び
都
道
府
県
の
方
針
に
基
づ
い
て
、

予
防
接
種
、
生
活
安
定
に
関
す
る
措
置
を
実
施
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
政
府
対
策
本
部
長
は
、
知
事
・
指
定
公
共
機
関
等
に
対
し
て
、
都
道
府
県
対
策
本
部
長
は
、
市
町
村
長
・
指
定
地
方
公
共

機
関
等
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
総
合
調
整
や
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
「
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
が
一
体

と
な
っ
て
相
互
に
連
携
を
し
て
対
策
に
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す（（41
（

」。
政
府
対
策
本
部
及
び
政
府
対
策
本
部
長
に
「
一
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元
化
を
し
…
…
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
て
、
初
動
体
制
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
」
と
結
ん
で
い
る（（41
（

。

　

参
議
院
委
員
会
の
参
考
人
は
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の
反
省
と
し
て
、
国
内
に
お
け
る
「
健
康
危
機
対
応
の
体
制
」
に
法
的
な

根
拠
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
責
任
体
制
・
責
任
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
は
、
厚
生

労
働
省
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
ず
「
縦
割
り
行
政
を
克
服
」
し
て
、
政
府
全
体
で
対
応
す
る
の
が
法
案
の
大
き
な
目
的
と
思
う
が
、

十
分
に
克
服
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
十
分
な
説
明
が
な
い
。
ま
た
、
い
く
ら
緊
急
対
応
の
体
制
を
取
っ
て
も
事
前
準
備
が
な
け
れ
ば
何

も
で
き
な
い
。
事
前
準
備
の
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
も
法
案
で
対
応
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る（（41
（

。
ま
た
別
の
参
考
人
は
、
二
〇

〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の
経
験
と
し
て
、「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
て
最
終
的
に
一
つ
の
と
こ
ろ
に
集
約
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
。

専
門
家
が
充
分
議
論
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
最
終
的
決
断
を
す
る
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
重

要
と
述
べ
る
。
ま
た
現
場
の
意
見
を
聞
く
と
き
に
は
、
行
政
官
、
知
事
、
市
［
町
村
］
長
、
議
会
議
員
と
同
時
に
、
実
際
に
従
事
す

る
人
、
さ
ら
に
客
観
的
に
見
ら
れ
る
専
門
家
を
巻
き
込
む
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
・
メ
ー
キ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
と
す
る（（41
（

。
さ
ら
に
別

の
参
考
人
は
、
法
案
を
「
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
法
的
な
基
盤
を
与
え
る
も
の
」
と
評
価
す
る
一
方
で
、「
政
府
の
指
揮
命
令
系

統
の
一
元
化
、
適
時
適
切
な
情
報
発
信
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る（（41
（

。

　

法
案
に
お
け
る
「
政
府
対
策
本
部

0

0

0

0

0

0

」
の
廃
止
0

0

（
二
一
条

0

0

0

）
に
関
す
る
質
疑
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
「
政
府
対
策
本
部
」
に
つ
い

て
補
足
説
明
し
て
お
く
と
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
又
は
新
感
染
症
が
発
生
し
た（（41
（

旨
及
び
発
生
地
域
を
公
表

（
感
染
症
法
四
四
条
の
二
第
一
項
、
四
四
条
の
六
第
一
項
）
し
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
発
生
の
状
況
、
病
状
の
程
度
等
を
報
告
す

る
（
法
案
一
四
条
）。
そ
し
て
病
状
の
程
度
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
感
染
症
法
六
条
六
項
一
号
）
と
同
程
度
以
下
の
場
合
を
除

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

き0

、
臨
時
に
内
閣
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
を
設
置
し
て（（41
（

、
国
会
に
報
告
す
る
（
法
案
一
五
条
）。
こ
れ
が
本
部
長
内
閣

総
理
大
臣
（
同
一
六
条
一
項
）
の
「
政
府
対
策
本
部
」
で
あ
る
。
こ
の
対
策
本
部
設
置
後
に
、
病
状
の
程
度
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
以
下
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
、
ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
が
（
国
民
の
大
多
数
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
獲
得
に
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よ
り
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
旨
を
公
表
（
感
染
症
法
四
四
条
の
二
第
三
項
）
も
し
く
は
新
感
染

症
指
定
の
政
令
を
廃
止
し
た
と
き
（
同
法
五
三
条
第
一
項
）
に
は
、
政
府
対
策
本
部
を
廃
止
し
、
国
会
に
報
告
す
る
（
法
案
二
一
条
）

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

右
の
法
案
へ
の
質
問
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
と
同
程
度
以
下
に
な
れ
ば
、
対
策
本
部
は
な
く
な
り
今
ま
で
の
行
動
計
画
も
何
も
で

き
な
く
な
る
が
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
は
、
病
状
が
ほ
と
ん
ど
季
節
性
イ
ン
フ
ル
と
同
じ
で
、［
法
案
で
は
］
そ
の
と
き
の
反
省

が
何
も
生
か
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、「
数
千
万
人
に
広
が
る
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、［
た
と
え

0

0

0

］
軽
症
で
あ
っ
て
も
何
ら
か
の
対
策
は
生
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
る
べ
き

0

0

0

0

0

」
と
い
う
趣
旨
の
質
問
で
あ
る（（41
（

。
政
府
は
、
病
原
性
が
明
ら
か
に
な
る
に
は
相
当
の
時
間
が
必
要
な
の
で
、
対
策
本
部

が
即
座
に
廃
止
さ
れ
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
［
措
置
法
か
ら
外
れ
て
も
］
感
染
症
法
等
に
お
い

て
適
切
に
対
策
も
講
じ
て
い
く
と
答
弁
し
て
い
る（（41
（

。

（
409
）　

竹
本
直
一
委
員
・
三
月
二
三
日
八
頁
。

（
410
）　

中
川
正
春
大
臣
・
三
月
二
三
日
八
～
九
頁
。

（
411
）　

園
田
康
博
大
臣
政
務
官
・
三
月
二
三
日
一
八
頁
。

（
412
）　

田
代
眞
人
参
考
人
・
四
月
一
二
日
二
、
六
～
七
頁
。

（
413
）　

尾
身
茂
参
考
人
・
四
月
一
二
日
七
、
一
〇
頁
。

（
414
）　

久
保
田
政
一
参
考
人
・
四
月
一
二
日
四
～
五
頁
。

（
415
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
六
三
頁
は
「
こ
の
場
合
の
『
発
生
』
と
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

、
海
外
を

0

0

0

含
め
0

0

」
る0

（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る
が
、
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
九
〇
頁
に
は
言
及
が
な
い
。

（
416
）　

ち
な
み
に
二
〇
〇
九
年
の
豚
イ
ン
フ
ル
の
時
は
、
海
外
で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
発
生
を
受
け
同
年
四
月
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
本
部
」（
二
〇
〇
七
年
閣
議
決
定
に
よ
る
）
が
設
置
さ
れ
、
同
年
五
月
以
降
の
国
内
感
染
を
経
て
、
翌
二
〇
一
〇
年
三
月
に
対
策
本
部

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
稿
二
（
2
）（
イ
）
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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（
417
）　

古
川
俊
治
委
員
・
四
月
一
七
日
一
五
頁
。

（
418
）　

田
河
慶
太
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）・
四
月
一
七
日
一
五
頁
。

（
ｃ
）　

緊
急
事
態
宣
言

①　

本
法
案
に
お
け
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

　

本
稿
二
（
2
）（
ハ
）
Ａ
（
ｂ
）「
本
法
案
の
内
容
の
概
要
」
及
び
Ｂ
（
ｂ
）「
国
内
感
染
対
策
の
体
制
①
水
際
対
策
及
び
②
国
内
対

策
実
施
体
制
」
の
記
述
と
一
部
重
複
す
る
が
、
本
法
案
の
目
玉

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」、「
緊
急
事
態
措
置
」
に
至
る
本
法
案
の

骨
子
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

本
法
案
の
法
典
名
に
も
あ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
」
は
、「
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

ザ
等
感
染
症

0

0

0

0

0

及
び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症

0

0

0

0

（
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
限
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）」（
傍
点
引
用
者
。

定
義
規
定
・
法
案
二
条
一
号
）。

　

本
法
案
の
目
的
規
定

0

0

0

0

に
よ
れ
ば
、
本
法
案
は
、「
国
民
の
大
部
分
が
現
在
そ
の
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
ま
た
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の

実
施
に
関
す
る
計
画
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
そ
の
他

0

0

0

0

0

0

0

0

0

新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
定
め

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
感
染
症
法
そ
の
他

0

0

0

0

0

0

0

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の

予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
法
律
と
相
ま
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
対
す
る
対
策
の
強
化

0

0

0

0

0

を
図
り
、
も
っ
て
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
い
て
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が

最
小
0

0

と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
（
傍
点
引
用
者
。
一
条
）。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
（
法
案
三
章
）
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発

生
に
関
す
る
情
報
を
公
表
（
感
染
症
法
四
四
条
の
二
第
一
項
、
四
四
条
の
六
第
一
項
）
す
る
と
き
に
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
（
法
案
一
四

条
）
―
→
内
閣
総
理
大
臣
は
内
閣
に
「
政
府
対
策
本
部

0

0

0

0

0

0

」
を
設
置
（
同
・
一
五
条
）・
知
事
は
「
都
道
府
県
対
策
本
部
」
を
設
置

（
同
・
二
二
条
）
―
→
政
府
対
策
本
部
は
、
政
府
行
動
計
画
（
同
・
六
条
）
に
も
と
づ
き
「
基
本
的
対
処
方
針

0

0

0

0

0

0

0

」
を
定
め
公
示
す
る

（
一
八
条
）。
医
療
提
供
業
務
・
登
録
を
受
け
た
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
安
定
に
寄
与
す
る
事
業
者
（
登
録
事
業
者
）・
公
務
員
等
へ

の
予
防
接
種
（「
特
定
接
種
」。
同
・
二
八
条
）、
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
使
用
（
同
・
二
九
条
）・
運
行
の
制
限
の
要
請
（
同
・
三

〇
条
）、
医
療
の
提
供
の
実
施
へ
の
要
請
（
同
・
三
一
条
）
等
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
都
道
府
県
対

0

0

0

0

0

策
本
部
長

0

0

0

0

（
＝
知
事
0

0

。
同
・
二
三
条
一
項
）
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
公
私
の
団
体
又
は
個
人
に
対
し
、
そ
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
し
必
要
な
協
力
0

0

の
要
請
を

0

0

0

0

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
（
同
条
九
項
）。
右
の
協
力
要
請
は
、
次
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
協
力
要
請

（
四
五
条
）
と
比
較
し
つ
つ
、
次
項
の
「（
ｄ
）
ま
ん
延
防
止
措
置
」
で
言
及
す
る
。

　

本
法
案

0

0

0

の
い
わ
ば
目
玉
0

0

で
あ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置

0

0

0

0

0

0

」（
法
案
第
四
章
）
に
移
る
。
大
枠
と
し
て
、
政
府
対

策
本
部
長
に
よ
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言

0

0

0

0

0

0

」（
同
・
三
二
条
）
―
→
ま
ん
延
防
止
措
置
（
法
案
第
四
章
第
二
節
）

と
し
て
、
住
民
へ
の
協
力
要
請
（
同
・
四
五
条
）、
住
民
に
対
す
る
予
防
接
種
（
同
・
四
六
条
）、
医
療
等
の
確
保
措
置
（
同
・
四
七
条
）、

臨
時
の
医
療
施
設
開
設
（
同
・
四
八
条
）
及
び
同
施
設
開
設
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
（
同
・
四
九
条
）、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の

安
定
に
関
す
る
措
置
（
同
・
五
〇
～
六
一
条
）
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

肝
心
の
緊
急
事
態
宣
言
（
以
下
単
に
「
宣
言
0

0

」
と
い
う
）
に
至
る
流
れ
は
、「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
の
国
内
発
生

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
。

三
二
条
一
項
柱
書
）
―
→
「
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
り
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
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そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
」（
傍
点
引
用
者
。
同
項
柱
書
）

―
→
措
置
実
施
の
期
間
（
二
年
以
内
。
同
項
一
号
及
び
同
条
二
～
四
項
）・
区
域
（
同
条
一
項
二
号
、
三
項
）
を
公
示
し
、
国
会
に
報
告

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

右
の
緊
急
事
態
措
置
に
関
す
る
国
会
委
員
会
審
議
で
は
、
宣
言
下
の
措
置
が
人
権
制
約
の
色
合
い
を
帯
び
る
と
し
て
、
宣
言
の
要

件
（
三
二
条
）
と
、
宣
言
下
の
「
ま
ん
延
防
止
措
置
」（
こ
と
に
四
五
条
）
に
議
論
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、
次
の

（
ｄ
）
で
検
討
す
る
。

②　

宣
言
の
要
件　

そ
の
1
―
―
被
害
想
定

　

国
会
委
員
会
で
、
医
師
で
も
あ
る
委
員
か
ら
、
法
案
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
」
が
「
一
体
ど
う
い
う
も
の
を
想
定
し
て
い

る
の
か
」「［
百
年
以
上
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
や
五
〇
年
以
上
前
の
ア
ジ
ア
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
風
邪
当
時
と
は
医
療
体
制
・
公
衆
衛

生
状
態
等
］
全
く
事
情
が
違
」
う
た
め
、「
一
体
ど
う
い
う
立
法
事
実
を
考
え
て
」
い
る
の
か
、「
単
に
想
像
だ
け
の
こ
と
で
こ
れ
だ

け
基
本
的
人
権
を
制
約
す
る
よ
う
な
法
律
を
本
当
に
作
っ
て
い
い
の
か
…
…
基
本
的
な
こ
と
が
疑
問
」
で
あ
り
、「
科
学
的
に
…
…

今
ど
の
よ
う
な
疾
患
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
致
死
率
は
何
％
ぐ
ら
い
の
も
の
が
あ
る
の
か
」
と
の
質
問（（41
（

、
ま
た
他
の
委
員

か
ら
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
致
死
率
を
単
純
に
当
て
は
め
た
死
亡
者
六
四
万
人
と
い
う
も
の
以
外
の
被
害
想
定
は
あ
る
…
…
か
。
高
齢

化
、
高
速
交
通
の
発
達
な
ど
被
害
増
大
要
素
…
…
医
療
環
境
改
善
な
ど
の
プ
ラ
ス
要
素
を
両
方
踏
ま
え
た
現
代
日
本
に
お
け
る
被
害

想
定
」
が
質
問
さ
れ
た（（42
（

。
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
は
、
二
（
2
）（
ハ
）
Ｂ
「（
ａ
）
①
特
措
法
案
提
案
の
理
由
」
で
紹
介
し
た
の
で
繰

返
し
を
避
け
る
。
答
弁
に
つ
い
て
質
問
者
は
、「
全
く
前
提
が
科
学
的
で
は
な
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る（（42
（

。

　

感
染
症
法
の
一
類
感
染
症
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
ペ
ス
ト
（
同
法
六
条
二
項
五
号
）
の
よ
う
に
、
多
く
の
犠
牲
者
（
死
者
）
を
と
も

な
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
過
去
に
存
在
し
た
し
、
今
後
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
過
去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
か

ら
、
暫
定
的
に
被
害
予
測
を
立
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
人
類
が
未
来
の
感
染
症
を
全
て
完
全
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に
予
測
す
る
こ
と
は
、
実
に
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
想
定
外
の
新
種
の
感
染
症
及
び
当
該
感
染
症
の
ウ
イ
ル
ス
の
想
像
以
上

の
変
異
株
が
登
場
す
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
森
羅
万
象
、
な
ん
で
も
予
測
や
想
定
が
科
学
的
に
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
ら
に
基
づ
く
被
害
想
定
が
な
い
か
ぎ
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
の
本
法
案
を
認
め
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
人
間
の
「
お

ご
り
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い
前
提
か
ら
出
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
正
当
性
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
今
ま

さ
に
我
々
が
直
面
し
て
い
る
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
は
、
目
の
前
で
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
と
犠
牲
者
（
死
者
）
が
続
出
す
る
も
の
で
は

な
く
、
長
い
潜
伏
期
間
に
加
え
て
無
症
状
で
感
染
を
広
げ
る
キ
ャ
リ
ア
も
お
り
、
ま
た
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
回
復
者
も
多
い
。
原

因
ウ
イ
ル
ス
は
、
次
々
と
多
様
な
変
異
を
繰
り
返
し
「
生
き
延
び
る
」
知
恵
を
も
っ
た
「
賢
い
」
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
感

染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息
は
な
か
な
か
み
え
て
こ
ず
に
長
期
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
単
な
る
犠
牲
者
（
死

者
）
の
数
（
の
予
測
）
は
、
決
定
的
な
要
素
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。

　

予
測
が
不
可
能
な
「
万
一
に
備
え
る
」
危
機
管
理
法
制
に
お
い
て
、「
万
一
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
」
に
つ
い
て
の
厳
密
な
科

学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
や
科
学
的
被
害
想
定
を
求
め
る
非
生
産
的
問
答
よ
り
も
、「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」（
法
案
五
条
）
の
観
点
か
ら
も
、

ま
た
い
か
に
必
要
最
小
限
の
措
置
で
効
果
的
に
危
機
（
最
た
る
も
の
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
乗
り
切
る
か
の
観
点
か
ら
も
、「
運
用
方

0

0

0

法0

」
や
そ
の
「
歯
止
め

0

0

0

」
こ
そ
が
、
鍵
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

③　
「
宣
言
」
の
要
件　

そ
の
2
―
―
対
象
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
等
」

　

宣
言
の
対
象
と
な
る
新
型
イ
ン
フ
ル
等
は
、
①
で
引
用
の
よ
う
に
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』」（
傍
点
引
用
者
。
三
二
条
一
項
柱
書
）
に

限
ら
れ
る
（
法
案
二
条
一
号
）。

　

国
会
委
員
会
で
「
宣
言
は
、
致
死
率
六
〇
％
と
さ
れ
る
Ｈ
5
Ｎ
1
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
同
程
度
の
致
死
率
の
感
染
症
の
み
に
適

用
」
す
る
の
か
否
か
問
わ
れ（（42
（

、
大
臣
は
「
致
死
率
の
数
字
の
み
…
…
「
の
」
判
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
的
に
、
病
原
性
の
高
さ
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…
…
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
性
…
…
、
そ
れ
か
ら
…
…
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
型
あ
る
い
は
多
臓
器
不
全
等
の
重
症
症
例
の
多
さ
等
に
よ
り
判

断
」
と
答
弁
す
る（（42
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、「
致
死
率
で
は
難
し
く
総
合
的
な
判
断
と
し
て
い
ま
す
が
、［
宣
言
に
よ
る
人
権
制
約
が
課
さ

れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
］
そ
れ
で
は
余
り
に
漠
然
…
…
［
と
し
て
い
る
の
で
］
致
死
率
を
明
記
す
る
な
ど
、
詳
細
な
要
件
を
法
律

に
定
め
る
べ
き
」
と
の
反
論（（42
（

、「
政
令
に
丸
投
げ
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
批
判（（42
（

が
あ
っ
た
。
政
府
は
、「
最
新
の
科
学
的
な
治
験
を
踏

ま
え
て
…
…
随
時
中
身
を
変
更
し
て
い
き
た
い
…
…
見
直
し
て
い
く
と
い
う
方
法
が
大
切
」
と
し
、
ま
た
後
段
の
政
令
委
任
は
「
要

す
る
に
は
っ
き
り
し
な
い
形
と
、
い
わ
ゆ
る
政
令
に
落
と
し
て
い
く
と
い
う
形
で
法
律
の
組
立
て
が
あ
る
と
い
う
の
は
こ
の
法
律
に

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
て
、
た
と
え
ば
水
質
汚
濁
防
止
法
…
…
あ
る
い
は
原
子
力
関
係
の
規
定
［
が
あ
り
］
…
…
そ
の
意
味
で
技
術

的
な
要
件
と
い
う
の
は
政
令
で
規
定（（42
（

」
と
か
「
あ
る
程
度
総
体
の
…
…
内
容
［
は
、
法
律
に
書
き
］
…
…
具
体
の
も
の
に
つ
き
…
…

政
令
に
任
せ
…
…
速
や
か
な
事
態
へ
の
対
応
…
…
技
術
的
な
対
応
の
必
要
性
…
…
を
踏
ま
え
た
上
で
現
在
の
［
法
案
の
］
よ
う
な
書

き
ぶ
り
…
…
［
で
］
法
文
と
し
て
は
問
題
は
な
い
」
と
答
弁
す
る（（42
（

。

　

ち
な
み
に
法
案
成
立
後
、
右
規
定
を
受
け
た
政
令
は
、「
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
肺
炎
、
多

臓
器
不
全
又
は
脳
症
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
重
篤
で
あ
る
症
例
の
発
生
頻
度
が
、
感
染
症
法
第
六
条
六
項
一
号
に
掲
げ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
に
比
し
て
相
当
程
度
高
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と（（42
（

」
と
あ
る
。
た
か
が
こ
の
程
度
の
政
令
の
規
定

な
ら
ば
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
法
文
に
織
り
込
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、「
立
法
技
術
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一

種
の
保
険
を
か
け
る
と
い
う
意
味
で
、
右
法
案
の
規
定
を
概
括
条
項
化
し
て
、
右
の
政
令
の
規
定
を
そ
の
例
示
規
定
化
す
る
と
い
う

慎
重
な
取
り
扱
い
を
す
れ
ば
こ
と
足
れ
り
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

④　
「
宣
言
」
の
要
件　

そ
の
3
―
―
宣
言
の
実
体
的
要
件

　

宣
言
の
実
体
的
要
件
は
、
①
で
引
用
の
よ
う
に
「［
国
内
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
等
］
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ

り
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
」（
傍
点
引
用
者
。
法
案
三
二
条
一
項
柱
書
）
で
あ
る
。

　

国
会
委
員
会
で
は
、「
例
え
ば
、
確
認
さ
れ
た
患
者
が
多
数
の
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
行
動
を
取
っ
て
い
た
場
合
な
ど
、

多
数
の
患
者
が
発
生
す
る
蓋
然
性
が
見
込
ま
れ
る
状
況
」
と
答
弁
す
る（（42
（

。
具
体
的
に
過
去
の
感
染
症
の
う
ち
、
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
及
び
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
が
、
現
時
点
で
み
て
本
法
案
に
照
ら
し
て
宣
言
の
対
象
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か（（43
（

を
問
わ
れ
て
、

前
者
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
「
重
症
化
す
る
…
…
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
し
、
後
者
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
は
「
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状
」
の
た
め
、
い
ず
れ
も
宣
言
に
該
当
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
と
答
弁
し
て
い
る（（43
（

。

　

後
段
の
政
令
委
任
の
論
点
へ
の
答
弁
は
③
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
法
案
成
立
後
、
右
規
定
を
受
け
た
政
令
は
、

「
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
て
、「
一
・
感
染
症
法
一
五
条
一
項
又
は
二
項
の
規
定
に
よ
る
質

問
又
は
調
査
の
結
果
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
…
…
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
…
…
無
症
状
病
原
体
保
有
者
…
…
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
て
い
た
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
…
…
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
よ
り

死
亡
し
た
者
…
…
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
感
染
0

0

し
、
又
は
感
染
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
経
路
が
特
定
で
き
な
い
場
合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点

引
用
者
）、「
二
・
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
感
染
症
法
一
五
条
一
項
又
は
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
調
査
の
結
果
、
同
号

に
規
定
す
る
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
動

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
と
っ
て
い
た
場
合
そ
の
他
…
…
感
染
0

0

が
拡
大
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
場
合（（43
（

」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
り
、
こ
れ
ま
た
ダ
イ
レ
ク
ト
に
法
文
に
織
り

込
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

委
員
会
審
議
で
は
格
別
争
点
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
不
可
解
な
の
は
、
法
案
一
条
の
法
目
的
に
も
登
場
す
る
「
全
国
0

0

的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
文
言
で
、
格
別
の
定
義
規
定
は
な
い
。
感
染
症
が
発
生
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
全
国
的
に
ま
ん
延

す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
（
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
に
は
一
部
そ
の
傾
向
が
あ
っ
た
が
）
一
部
地
域
で
の
流
行
に
と
ど
ま
る
も
の

な
の
か
を
判
断
し
て
、
前
者
に
該
当
と
「
認
め
る
と
き
」
に
の
み
宣
言
す
る
と
い
う
の
は
、
宣
言
の
判
断
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
厄



27

わが国コロナ・パンデミック危機管理前史（三）

介
で
酷
な
要
件
を
課
す
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
感
染
が
都
道
府
県
・
市
町
村
の
区
域
を
越
境
し
て
全
国
的
に
ひ
ろ
が
る
兆

候
を
見
定
め
て
で
な
け
れ
ば
動
け
な
い
よ
う
で
は
、
宣
言
が
時
宜
を
逸
し
て
手
遅
れ
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
い
う
の
は
「
ウ
イ
ル
ス

に
は
国
境
も
都
道
府
県
・
市
町
村
境
も
な
い

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

」
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
注
釈
書
に
よ
れ
ば
、「
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

事
態
0

0

」
で
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
逆
算
し
て
「
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
」
と
認
定
さ
れ
る
と
い
う
の
が
本
条
の
読
み
方
で
あ
り（（43
（

、

そ
う
な
ら
ば
私
の
疑
問
は
杞
憂
に
終
わ
る
。
ま
だ
釈
然
と
し
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
判
断
者
は
迷
う
必
要
も
な
い
は
ず
で
あ
る（（43
（

。

⑤　
「
宣
言
」
の
要
件　

そ
の
4
―
―
宣
言
の
手
続
き
要
件

　

法
案
は
、
政
府
対
策
本
部
長
（
＝
内
閣
総
理
大
臣
）
は
、
宣
言
の
（
二
年
を
超
え
な
い
）
実
施
期
間
・
実
施
区
域
・
緊
急
事
態
の
概

要
を
公
示
の
の
ち
「
そ
の
旨
及
び
当
該
事
項
を
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
（
三
二
条
一
～
二
項
）、（
一
年
を
超
え
な

い
）
期
間
延
長
・
区
域
変
更
の
と
き
も
公
示
し
国
会
に
報
告
（
同
条
三
～
四
項
）
し
、
ま
た
宣
言
の
解
除
の
と
き
は
「
解
除
宣
言

（
緊
急
事
態
が
終
了
し
た
旨
の
公
示
を
い
う
）」
を
し
て
国
会
に
報
告
す
る
（
同
条
五
項
）
と
規
定
す
る
。

　

国
会
委
員
会
で
、
ま
ず
期
間
に
つ
い
て
、
最
長
二
年
と
あ
る
が
最
初
は
月
単
位
で
短
く
し
て
「
必
要
が
あ
れ
ば
国
会
承
認
を
得
て

延
長
」
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見（（43
（

が
あ
る
。
大
臣
は
、「
何
度
も
延
長
し
て
い
く
と
し
た
場
合
に
は
、
国
民
や
事
業
者
に
と
っ
て
も

国
民
生
活
や
い
わ
ゆ
る
社
会
活
動
の
見
通
し
が
立
た
な
い
…
…
あ
る
程
度
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
そ
れ
か
ら
縮
め
て
い
く
…
…
方

が
国
民
に
と
っ
て
は
見
通
し
が
利
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
…
…
こ
う
い
う
規
定
に
し
て
い
る
」
と
答
弁
す
る（（43
（

。
ち
な
み
に
本

感
染
症
（CO
V
ID

-19

）
第
一
波
の
と
き
の
安
倍
晋
三
本
部
長
に
よ
る
「
宣
言
」
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で

七
都
道
府
県
対
象
に
一
か
月
間
と
し
、
次
い
で
五
月
三
一
日
ま
で
延
長
し
た
が
、
段
階
的
に
区
域
毎
に
解
除
し
て
い
き
、
五
月
二
五

日
に
は
全
都
道
府
県
で
い
っ
た
ん
解
除
さ
れ
て
い
る
（
（
（
（43
（

。

　

さ
ら
に
宣
言
も
宣
言
の
解
除
も
、
手
続
き
的
に
は
「
事
前
の
承
認
は
無
理
と
し
て
も
、［
国
会
へ
の
］
事
後
の
承
認
が
必
要
と
規

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
あ
る（（43
（

。
ま
ず
解
除
の
実
体
要
件
と
し
て
、
大
臣
は
「
具
体
的
に
は
、
患
者
の
数
、
そ
れ
か
ら



28

法学研究 95 巻 2 号（2022：2）

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
数
等
か
ら
、
国
民
の
多
く
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ

れ
か
ら
新
規
参
入
感
染
者
数
、
重
症
化
、
死
亡
す
る
患
者
数
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
場
合
、
そ
れ
か
ら
感
染
者
数

が
減
少
し
て
通
常
の
社
会
経
済
活
動
が
営
ま
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
言
い
換
え
れ
ば
、
国
内
の
流
通
状
況
、
国
民
生
活
あ
る
い

は
国
民
経
済
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
」
す
る
も
の
で
、
手
続
き
的
に
は
「
専
門
家
の
知
見
…
…
を
尊
重
し
た
形
で
［
政
府
対

策
］
本
部
長
が
最
終
的
に
は
決
断
し
て
解
除
し
…
…
、
国
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
緯
を
確
か
め
て
も
ら
う
意
味
で
承
認
と
い
う
よ

り
も
御
報
告
と
い
う
こ
と
で
い
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
う
」
と
答
弁
す
る（（43
（

。
こ
れ
に
対
し
て
「
宣
言
を
す
る
際
の
要
件
に
欠
く
よ

う
に
な
っ
た
ら
解
除
と
い
う
の
が
普
通
で
…
…
宣
言
を
す
る
際
の
基
準
と
解
除
す
る
基
準
が
違
う
…
…
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
」「
宣
言
を
す
る
際
の
具
体
的
要
件
に
つ
い
て
も
政
令
に
お
任
せ
で
、
政
治
家
が
、
国
会
が
ど
う
す
る
か
方
針
も
決
ま
ら
な
い
ま

ま
に
、
全
て
官
僚
や
政
府
お
抱
え
の
専
門
家
に
丸
投
げ
し
て
し
ま
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の
追
加
質
問（（43
（

に
対
し
て
大
臣

は
、「
委
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
専
門
家
と
し
て
の
知
見
、
参
考
に
な
る
意
見
［
を
］
…
…
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
上
で
最
終
的
に
判
断
す
る
の
は
政
治
が
判
断
す
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
）
と
答
え
る（（44
（

。
右
の
質
疑
で

「
政
治
家
」
と
「
政
治
」
概
念
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
前
者
は
「
国
会
議
員
」、
後
者
は
「
本
部
長
た
る
内
閣

総
理
大
臣
」
の
政
治
的
決
断
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
宣
言
の
「
決
定
に
至
る
記
録
に
つ
い
て
は
会
議
録
等
の
経
過
記
録
等
、
科
学
的
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
は
完
全
に
保
存
し

て
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
」
と
の
委
員
の
指
摘（（44
（

で
結
ん
で
お
こ
う
。

（
419
）　

古
川
俊
治
委
員
・
四
月
一
七
日
一
一
～
一
二
頁
。
古
川
委
員
が
援
用
す
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
案
に
反
対
す
る
会
長
声
明
」
は
、「
こ
の
被
害
想
定
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
発
生
し
た
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ら
の
推
計
で
あ
る
が
、
当
時
と
現
在
の
我
が
国
の
国
民
の
健
康
状
態
、
衛
生
状
態
及
び
医
療
環
境
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
推
計
に
基
づ
く
被
害
想
定
が
科
学
的
根
拠
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
の
か
疑
問
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。https://w

w
w
.
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nichibenren.or.jp/docum
ent/year/2012/120322.htm

l　

右
の
会
長
声
明
当
時
、
私
は
す
で
に
弁
護
士
登
録
を
し
て
い
た
が
、
こ

の
声
明
に
接
し
た
の
は
、
本
稿
執
筆
時
が
初
め
て
で
あ
る
。

（
420
）　

川
田
龍
平
委
員
・
四
月
一
七
日
二
二
頁
。

（
421
）　

川
田
委
員
・
同
右
。

（
422
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
〇
～
二
一
頁
。

（
423
）　

中
川
大
臣
・
同
日
二
一
頁
。

（
424
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
一
頁
。

（
425
）　

浜
田
昌
良
委
員
・
四
月
一
七
日
二
〇
頁
。
浜
田
委
員
が
援
用
す
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲（
419
）も
「
具
体
的
要
件
は
政
令
に
委

任
し
、
法
律
上
は
抽
象
的
な
定
め
が
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
批
判
的
で
あ
る
。

（
426
）　

中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
一
頁
。

（
427
）　

松
永
邦
男
政
府
委
員
（
内
閣
法
制
局
第
四
部
長
）・
同
日
二
〇
頁
。

（
428
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
五
政
令
一
二
二
号
）
六
条
一
項
。

（
429
）　

中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
一
頁
。

（
430
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
一
頁
。

（
431
）　

園
田
康
弘
大
臣
政
務
官
・
同
日
二
一
頁
、
中
川
大
臣
・
同
日
同
頁
。

（
432
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
六
条
二
項
。

（
433
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
二
一
～
一
二
二
頁
。

（
434
）　

安
倍
本
部
長
（
総
理
大
臣
）
は
逡
巡
と
し
て
い
て
第
一
回
「
宣
言
」
に
手
間
取
り
、
東
京
都
小
池
知
事
の
催
促
も
あ
っ
て
よ
う
や
く

二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
に
発
出
し
て
い
る
。

（
435
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
一
頁
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲（
419
）も
、
宣
言
の
期
間
に
つ
い
て
「
人
権
制
限
の
内
容
に
照
ら
し

て
、
長
き
に
過
ぎ
る
」
と
し
、
宣
言
解
除
を
「
政
府
に
委
ね
る
の
み
で
は
不
十
分
で
…
…
国
会
の
事
後
承
認
を
要
す
る
と
と
も
に
、
期
間

の
上
限
は
よ
り
短
い
も
の
と
し
、
国
会
の
事
前
承
認
を
延
長
の
要
件
と
す
べ
き
」
と
す
る
。

（
436
）　

中
川
大
臣
・
同
日
同
頁
。
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（
436
の
2
）　

竹
中
・
前
掲
註（
9
の
3
）・
三
三
六
頁
「
関
連
略
月
表
」
参
照
。
ち
な
み
に
そ
の
後
の
菅
義
偉
本
部
長
の
も
と
で
は
、
皮
肉
に

も
、
短
期
間
の
宣
言
が
小
刻
み
に
繰
り
返
さ
れ
て
国
民
を
当
惑
さ
せ
、
そ
の
結
果
宣
言
の
実
効
性
も
薄
れ
始
め
て
い
る
。

（
437
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
二
日
一
一
頁
、
四
月
一
七
日
二
一
頁
。

（
438
）　

中
川
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
一
～
二
二
頁
。

（
439
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
二
頁
。

（
440
）　

中
川
大
臣
・
同
日
同
頁
。

（
441
）　

浜
田
委
員
・
四
月
一
七
日
一
八
頁
。

（
ｄ
）　

ま
ん
延
防
止
措
置

①　

感
染
防
止
の
協
力
要
請
（
法
案
四
五
条
）

　

本
法
案
の
内
容
の
概
要
（
本
稿
Ａ
（
ｂ
））
で
簡
単
に
触
れ
た
が
、
ま
ず
は
法
案
に
お
け
る
緊
急
事
態
［
宣
言
］
下
の
協
力
要
請
の

規
定
を
み
て
お
こ
う
。

　

特
定
都
道
府
県
知
事
（
以
下
「
特
定
知
事
」
と
い
う
。
法
案
三
八
条
一
項
）
が
「
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保

護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
の
措
置
に
は
、
第
一
に
、「
特

定
知
事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
、
生
活
に
必
要
な
場
合
を
除
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

み
だ
り
に
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所

か
ら
外
出
し
な
い
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
他
…
…
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
。
法
案
四
五
条
一
項
）、
第
二
に

「
潜
伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
て
…
…
特
定
知
事
が
定
め
る
期
間
に
お
い
て
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
（
通
所
又
は

短
期
間
の
入
所
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）、
興
行
所
、
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る

者
又
は
当
該
施
設
を
使
用
し
て
催
物
を
開
催
す
る
者
に
対
し
、
当
該
施
設
の
使
用
の
制
限
若
し
く
は
停
止

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

又
は
催
物
の
開
催
の
制
限

0

0

0

0

0

0

0

0

若
し
く
は
停
止

0

0

0

0

0

0

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
。
同
条
二
項
）
が
あ
る
。
そ
し
て
、
後
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者
要
請
の
相
手
方
で
あ
る
施
設
管
理
者
等
が
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
…
…
応
じ
な
い
と
き
」
は
、
特
定
知
事
は
「
ま
ん
延
を

防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
特
に
0

0

必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
に
限
り
0

0

、
…
…
要
請
に
係
る
措
置
を
構
ず
べ
き
こ
と
を
指
示

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ
と
が
で
き
」（
傍
点
引
用
者
。
同
条
三
項
）、「
指
示
を

し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
引
用
者
。
同
条
四
項
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
罰
則
ま
で

は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
下
、
本
条
に
関
す
る
国
会
委
員
会
審
議
を
検
討
す
る
。
本
論
点
に
限
ら
な
い
が
、
民
主
党
政
権
下
の
本
法
案
な
の
で
、
自
民
・

公
明
両
党
等
の
野
党
側
は
、
野
党
時
代
の
民
主
党
も
顔
負
け
の
鋭
い
質
問
を
浴
び
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
法
案
成
立
後
、
実
際
に
特

措
法
が
適
用
さ
れ
た
の
は
、
本
感
染
症
（CO
V
ID

-19

）
が
初
め
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
立
法
当
時
か
ら
は
「
与
野
党
逆
転
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
「
攻
守
交
替
」
の
現
時
点
で
当
時
の
委
員
会
議
事
録
を
読
み
返
す
と
、
実
に
興
味
深
い
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

（
α
）　

四
五
条
の
措
置
の
必
要
性

　

国
会
委
員
会
で
尾
身
参
考
人
は
、
感
染
症
の
「
流
行
初
期
に
お
い
て
は
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
多
い
」
た
め
、

「
我
々
が
と
り
得
る
最
も
効
果
的
な
公
衆
衛
生
学
的
手
段

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
感
染
者
と
そ
の
他
の
人
と
の
物
理
的
な
接
触
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
0

0

」
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の
例
も
引
き
つ
つ
、「
極
め
て
重
篤
な
感
染
の
流
行
に
遭
遇
し
た
場
合

は
、
学
校
閉
鎖

0

0

0

0

、
集
会
の
自
粛
な
ど

0

0

0

0

0

0

0

、
人
々
の
移
動
の
自
由
を
一
定
程
度
制
限
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
国
民
の
命
を
守
る
た
め
に
ど
う
し
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

必
要
0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
。
そ
の
際
の
留
意
点
と
し
て
、
第
一
に
「
人
の
移
動
の
制
限
な
ど
権
利
の
制
限
は
必
要
最
小
限
に
す

る
こ
と
」
で
、
法
案
五
条
（
基
本
的
人
権
の
尊
重
）
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
「
未
知
の
感
染
症
の
流
行
で
は
、
特
に
そ
の
初

期
に
お
い
て
は
感
染
力
、
致
死
率
な
ど
、
い
わ
ば
疫
学
的
情
報
が
極
め
て
限
ら
れ
…
…
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
最
悪
の
状
況
を
想
定

し
対
策
を
取
る
こ
と
」、
第
三
に
「
新
た
な
疫
学
情
報
が
明
確
に
な
り
次
第
、
適
宜
対
策
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
な
ど
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
迅
速
な
対
応
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
だ
が
、
法
案
二
一
条
一
項
（
政
府
対
策
本
部
の
廃
止
）、
三
二
条
五
項
（
緊
急
事
態
解
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除
宣
言
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
「
専
門
家
の
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
制
度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
を
付
言
し
て

い
る（（44
（

。（
β
）　

四
五
条
の
措
置
へ
の
「
人
権
尊
重
」（
五
条
）

　

国
会
委
員
会
で
委
員
が
、
法
案
四
五
条
の
外
出
自
粛
要
請
（
一
項
）、
学
校
・
社
会
福
祉
施
設
・
興
行
場
等
の
施
設
の
使
用
制
限

等
の
要
請
、
催
物
の
開
催
制
限
等
の
要
請
（
二
項
）、
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
の
指
示
（
三
、
四
項
）
の
ほ
か
四
九
条
（
臨
時
の
医
療

施
設
開
設
等
の
た
め
の
土
地
の
使
用
）、
五
四
条
（
緊
急
物
資
の
運
送
）
等
の
規
定
に
つ
い
て
、
法
案
五
条
（
基
本
的
人
権
の
尊
重
）
を
援

用
し
「
過
剰
な
人
権
制
限
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」「
人
権
制
限
は
是
非
と
も
［
必
要
］
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
十
分
に
配
慮
す
る

こ
と
」
と
指
摘
す
る（（44
（

。
こ
れ
に
対
し
て
大
臣
は
、「
危
機
対
応
法
制
と
い
う
の
は
い
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
国
民
一
人
一
人
の
権
利
と

…
…
［
危
機
対
応
の
］
国
の
対
応
、
い
わ
ゆ
る
権
力
行
使
…
…
と
の
葛
藤
…
…
が
あ
る
」。
今
回
は
「
法
案
五
条
で
…
…
国
民
の
自

由
と
権
利
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
制
限
は
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
必
要

最
小
限
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
を
か
ぶ
せ
て
お
り
…
…
。
あ
と
は
運
用
の
中
で
、
…
…
そ
れ
［
制
限
］
が
ど
れ

だ
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延
を
後
ろ
の
方
に
遅
ら
せ
て
い
く
、
あ
る
い
は
、
ピ
ー
ク
を
抑
え
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
効
果

が
あ
る
の
か
…
…
そ
こ
の
判
断
だ
…
…
。
そ
こ
は
絶
え
ず
専
門
家
と
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
政
治
判
断
…
…
。
で
き
得
る
限
り
国
民

の
権
利
の
侵
害
が
な
い
配
慮
と
い
う
の
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
の
総
論
［
＝
法
案
第
一
章
総
則
］
の
中
で
押
さ
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
…
…
そ
の
よ
う
に
こ
の
法
案
の
前
提
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
回
答
す
る（（44
（

。

（
γ
）　

交
通
・
移
動
の
自
粛
要
請
（
四
五
条
一
項
）

　

委
員
か
ら
は
、「
国
内
に
お
い
て
人
か
ら
人
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
一

定
地
域
を
封
鎖
し
て
、
人
、
物
、
金
す
べ
て
の
移
動
を
禁
止
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
」
が
「［
そ
の
］
法
的
根
拠
は
何
か
」、「
違

反
時
の
罰
則
等
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
」、「
封
鎖
ラ
イ
ン
の
維
持
等
に
は
、
自
衛
隊
…
…
あ
る
い
は
警
察
が
や
る
の
か
。
…
…
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そ
の
法
的
根
拠
」
は
、
と
い
う
質
問
が
あ
る（（44
（

。
こ
れ
に
対
し
て
大
臣
は
、「
一
般
の
住
民
の
方
に
対
し
て
は
、
現
行
の
行
動
計
画（（44
（

に

お
い
て
、
そ
の
地
域
が
離
島
や
山
間
地
の
よ
う
な
…
…
他
地
域
へ
の
感
染
が
広
が
り
に
く
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
…
…
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
一
斉
予
防
投
与
あ
る
い
は
外
出
自
粛
要
請
な
ど
を
行
」
う
が
、
罰
則
を
含
め
た
「
移
動
禁
止
の
実
効
性
確
保

の
た
め
に
は
、
極
め
て
大
規
模
な
実
力
に
よ
る
、
そ
れ
こ
そ
封
鎖
体
制
が
必
要
［
で
］
…
…
現
実
的
で
は
な
い
」
と
の
判
断
か
ら

「
移
動
禁
止
の
規
定
は
盛
り
込
ん
で
」
い
な
い
、
と
回
答
す
る（（44
（

。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
発
動
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
措
く
と
し
て
、

旧
伝
染
病
予
防
法
に
設
け
ら
れ
て
い
た
行
動
制
限
措
置
は
、
感
染
症
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
（
本
稿
二
（
1
）（
ハ
）
Ｄ
（
ａ
））
だ

け
で
は
な
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
で
あ
る
本
法
案
に
も
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

法
案
は
、「
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
…
…
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力（（44
（

を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
法
案
四
五
条
一
項
）
に

と
ど
め
て
い
る
。「
外
出
自
粛
」
は
、「
行
動
計
画
」
と
し
て
は
二
〇
〇
九
年
二
月
改
定
の
「
行
動
計
画
」
に
お
い
て
「
住
民
に
対
し

て
可
能
な
限
り
外
出
を
控
え
る
よ
う
要
請
す
る
（
厚
生
労
働
省
）」
と
明
記
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る（（44
（

。
同
年
四
月
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
豚
イ
ン
フ
ル
）
へ
の
「
基
本
的
対
処
法
方
針
」
に
も
「
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
要
請
」
が
織
り
込
ま
れ
た
が
、
翌
月
に

は
早
く
も
「
外
出
…
…
自
粛
は
行
わ
な
い
」
と
変
更
さ
れ
て
い
た
（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））。

　

法
案
に
は
、
外
出
自
粛
の
要
請
に
従
わ
せ
る
た
め
の
強
制
装
置
や
要
請
に
応
じ
な
い
者
へ
の
罰
則
は
、
格
別
用
意
さ
れ
て
は
い
な

い
。
こ
れ
で
は
法
案
前
の
「
行
動
計
画
」
に
も
と
づ
く
も
の
と
な
ん
ら
変
り
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
で
も
私
の
よ
う
な
後
期

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、「
感
染
し
た
く
な
い

0

0

0

0

0

0

0

（
又
は
感
染
さ
せ
た
く
な
い
）
か
ら
外
出
自
粛

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
一
事
で
、
宣
言
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
「
外
出
自
粛
」
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
。
卑
近
な
例
と
し
て
私
事
な
が
ら
、
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
の
下

で
我
が
家
は
、
週
一
回
の
生
活
協
同
組
合
（
パ
ル
・
シ
ス
テ
ム
）
の
配
達
で
不
足
す
る
乳
製
品
・
生
鮮
を
含
む
「
生
活
の
維
持
に
必

要
な
」（
法
案
四
五
条
一
項
）
食
料
品
・
日
用
品
の
買
い
物
を
、
極
力
週
一
～
二
回
程
度
に
控
え
て
い
る
（
（
（
（44
（

。
定
年
後
は
行
政
法
演
習
授

業
の
担
当
か
ら
外
れ
、
弁
護
士
と
い
っ
て
も
都
内
の
法
律
事
務
所
等
に
通
う
わ
け
で
も
な
く
、
右
記
の
買
い
物
と
通
院
（
月
一
回
）
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以
外
は
、
ひ
た
す
ら
「
巣
ご
も
り
（
（
（
（44
（

年
金
生
活
」「
巣
ご
も
り
執
筆
生
活
」
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
二
〇
二
〇
年
一
月
中
旬
を

最
後
に
、
本
稿
執
筆
時
現
在
、
い
ま
だ
に
東
京
都
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

　

一
般
論
と
し
て
通
勤
・
通
学
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
、
通
院
と
い
っ
た
「
生
活
の
維
持
に
必
要
な
」
外
出
を
除
く
不
要
不
急
な

外
出
の
自
粛
を
、「
他
者
か
ら
う
つ
さ
れ
る
且
つ
／
又
は
（and / or

）
他
者
に
う
つ
す
『
感
染
リ
ス
ク
』
を
避
け
る
た
め
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
達
成
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
法
律
以
前
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
モ
ラ
ル
の
問
題
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
元
気
印
の

高
齢
者
、
若
者
、
壮
年
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
人
達
に
と
っ
て
、
右
の
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
の
標
語
だ
け
で
外
出
自

粛
を
導
く
と
い
う
の
は
、
極
め
て
難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
無
症
状
の
患
者
は
、
本
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
他
者
に
感
染

さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
忠
告
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
他
人
事
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
だ
ろ
う
。「（
他
者
か
ら
の
）
感
染
は
、
自

己
責
任
で
重
々
承
知
の
う
え
」
と
か
「
無
目
的
の
『
息
抜
き
の
た
め
の
外
出
』
も
『
生
活
の
維
持
に
必
要
』」
と
か
、
屁
理
屈
的
な

言
い
訳
が
、
容
易
に
想
定
可
能
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
彼
等
彼
女
ら
の
外
出
の
動
機
・
目
的
で
あ
る
た
と
え
ば
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
飲
食
・
カ
ラ
オ
ケ
・
娯
楽
の
興
行
等
、
外
出
の

0

0

0

行
き
先

0

0

0

・
行
き
場

0

0

0

が
い
わ
ば
封
じ
込
め

0

0

0

0

ら
れ
れ
ば
、
あ
と
は
お
よ
そ
無
目
的
に
町
を
う
ろ
つ
く
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
何
の
面
白
味
も

な
く
、
そ
の
結
果
、
外
出
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
効
果
的
に
減
少
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
外
出
自
粛
は
、
次
の
（
δ
）

で
論
じ
る
施
設
・
催
物
の
制
限
・
停
止
（
四
五
条
二
項
以
下
）
と
う
ま
く
セ
ッ
ト
に
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
現
実
味
・
実
効
性
を
帯
び
て

く
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
δ
）　
「
施
設
・
催
物
」
へ
の
要
請
（
四
五
条
二
項
）
そ
の
1
―
―
概
観

　

法
案
四
五
条
二
項
は
、
特
定
知
事
は
宣
言
下
に
お
い
て
、
ま
ん
延
防
止
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
保
護
、
国
民
生
活
・
国
民
経
済

の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
「
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
等
の
「
潜
伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
を
考
慮

し
て
」、「［
当
該
特
定
］
知
事
が
定
め
る
期
間
］
に
お
い
て
「
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
（
通
所
施
設
ま
た
は
短
期
間
の
入
所
に
よ
り
利
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用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
）、
興
行
所
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
又
は
当
該
施
設
を
使
用
し
て

催
物
を
開
催
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
管
理
者
等
」
と
い
う
）
に
対
し
、
当
該
施
設
の
使
用
の
制
限
も
し
く
は
停
止
ま
た
は
催

物
の
開
催
の
制
限
も
し
く
は
停
止
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
右
の
施
設
・
催
物
へ
の
要
請
に
つ
い
て
、
ま
ず
包
括
的
に
「
そ
の
対
象
、
そ
し
て
期
間
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
［
事
前
に
］
想
定
し
て
い
る
の
か
」
質
問
が
あ
っ
た（（45
（

。
大
臣
は
、「
全
国
知
事
会
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
…
…
知
事
に
付
与

さ
れ
た
権
限
」
で
あ
り
、
宣
言
の
対
象
区
域
に
限
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
枠
組
み
」
で
、「
当
該
措
置
は
、
発
生
初
期
な

ど
、
お
お
む
ね
一
、
二
週
間
程
度
を
目
安
に
講
ず
る
こ
と
が
主
に
想
定
さ
れ
…
…
、
具
体
的
な
適
用
に
つ
い
て
は
、
政
府
対
策
本
部

の
定
め
る
基
本
的
対
処
方
針
に
お
い
て
統
一
的
な
方
針
を
事
前
に
定
め
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
…
…
同
方
針
の
作
成
に
際

し
て
、
で
き
る
限
り
内
容
等
を
明
確
に
し
て
い
く
」
と
回
答
す
る（（45
（

。

　

ま
ず
対
象
施
設

0

0

0

0

の
「
政
令
で
定
め
る

0

0

0

0

0

0

多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設（（45
（

」
に
つ
い
て
、「
人
が
集
ま
る
よ
う
な
施
設
、
場
所
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
鉄
道
の
駅
…
…
工
場
…
…
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
こ
れ
ら
は
含
ま
れ
る
か（（45
（

、「
集
会
場
、
公
園
、
道
路
、
駅
、
電

車
、
バ
ス
、
企
業
の
事
務
所
や
社
屋
、
選
挙
事
務
所
や
投
票
所
が
入
る
可
能
性
」
は
、
と
い
っ
た
質
問（（45
（

に
対
し
て
、
大
臣
は
、「
対

象
施
設
の
考
慮
要
素
［
と
し
て
］
…
…
利
用
人
数
…
…
施
設
の
広
さ
、
…
…
利
用
の
状
況
、
密
度
と
か
接
触
機
会
、
あ
る
い
は
手
指

の
消
毒
等
が
で
き
る
か
ど
う
か
［
等
の
要
素
］
…
…
を
加
味
し
な
が
ら
の
一
つ
一
つ
の
基
準
づ
く
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
…
…
専
門
家
の
中
で
そ
れ
を
議
論
し
て
い
た
だ
い
て
［
政
令
に
織
り
込
む
］
基
準
を
決
め
て
い
く
」
と
回
答
し
た（（45
（

。
委

員
は
、「
具
体
的
に
こ
れ
こ
れ
は
除
く
と
い
う
対
象
へ
の
限
定
は
…
…
法
文
上
は
示
さ
れ
て
い
な
い
」
た
め
、
基
本
的
対
処
方
針
次

第
で
「
実
際
に
は
限
定
な
く
対
象
が
広
が
り
か
ね
な
い
」
と
の
懸
念
を
表
明
し
た（（45
（

。

　

次
に
要
請
の
対
象
者

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
施
設
管
理
者
等0

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
公
園
を
使
用
し
た
集
会
主
催
者
も
入
る
」
か
ど
う
か
の
質

問
（
（45
（

に
対
し
て
、
大
臣
は
「
自
然
な
義
論
に
な
る
と
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
…
…
改
め
て
専
門
家
の
議
論
を
得
た
上
で
決
め
て
い
き



36

法学研究 95 巻 2 号（2022：2）

た
い
」
と
回
答
す
る（（45
（

。

　

次
に
協
力
要
請
の
期
間

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
、「
法
文
上
に
は
特
段
の
期
間
の
限
定
と
い
う
の
は
な
い
と
思
［
う
］」
と
の
委
員
の
質
問（（45
（

に
対

し
て
、
大
臣
は
、
法
文
上
は
期
間
を
指
定
し
て
い
な
い
が
、「
想
定
し
て
い
る
の
は
、
発
生
初
期
な
ど
お
お
む
ね
一
、
二
週
間
程
度

を
目
安
に
講
ず
る
こ
と
が
主
に
想
定
さ
れ
…
…
基
本
的
対
処
方
針
…
…
に
お
い
て
統
一
的
な
方
針
を
定
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り

…
…
で
き
る
限
り
内
容
な
ど
を
そ
の
時
点
で
明
確
に
し
て
い
く
」
と
回
答
し
た（（46
（

。
右
答
弁
に
対
し
、
行
動
計
画
で
は
国
内
発
生
早
期
、

国
内
感
染
期
、
小
康
期
と
い
う
区
分
が
あ
る
が
、
国
内
発
生
早
期
に
限
定
す
る
の
か
と
の
再
質
問
に
対
し
て
、
政
府
は
、
条
文
に
お

い
て
具
体
的
な
期
限
は
定
め
て
お
ら
ず
、［
大
臣
が
］「
一
、
二
週
間
程
度
」
と
い
っ
た
の
は
、
潜
伏
期
間
、
治
癒
ま
で
の
期
間
を
考

慮
し
て
と
の
法
文
で
、
ど
う
い
う
場
合
に
協
力
要
請
［
す
る
］
か
、
専
門
家
会
議
で
「
発
生
の
初
期
…
…
が
効
果
的
」
と
の
議
論
も

な
さ
れ
た
が
、「
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
た（（46
（

。
右
説
明
に
対
し
て
委
員
は
、「
行
動
計
画（（46
（

」
で
は
、
小
康

期
で
も
「
臨
時
休
業
や
集
会
の
自
粛
等
の
解
除
の
目
安
を
示
す
」
と
集
会
の
自
粛
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、「
単
純
に
…
…
潜
伏
期
間

及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
第
二
波
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
」。「
法
案
で
は
、

対
象
も
期
間
も
限
定
が
な
く
、
国
の
基
本
的
対
処
方
針
次
第
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
」
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た（（46
（

。

　

さ
ら
に
協
力
要
請
の
効
果

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
、
委
員
が
「
施
設
の
使
用
中
止
、
催
物
の
中
止
」
の
効
果
の
見
込
み
」
を
質
問（（46
（

し
た
の
に
対

し
て
、
政
府
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
時
に
米
国
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
は
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
比
べ
て
、

ピ
ー
ク
時
の
死
亡
率
が
四
分
の
一
以
下
と
の
例
を
述
べ
た（（46
（

が
、
委
員
か
ら
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
は
企
業
活
動
・
交
通
機
関
・
社
会
活

動
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
停
止
し
た
が
、
日
本
で
も
全
面
停
止
す
る
の
か
。
ま
た
［
全
面
停
止
で
は
な
く
］
集
会
の
み
の
中
止
の
効
果
に

つ
い
て
再
質
問（（46
（

が
あ
っ
た
。
政
府
は
、
前
者
（
全
面
停
止
）
に
つ
い
て
「
社
会
活
動
を
全
面
的
に
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
想
定

を
し
て
い
な
い
」、
後
者
（
集
会
中
止
の
み
の
効
果
）
に
つ
い
て
二
〇
〇
九
年
の
兵
庫
県
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書（（46
（

に
よ

れ
ば
、「
県
が
迅
速
に
学
校
の
臨
時
休
業
の
み
な
ら
ず
、
催
物
の
自
粛
の
要
請
を
し
て
、
こ
れ
が
合
わ
さ
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
の
感
染
拡
大
防
止
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
す
る
（
（46
（4
（46
（

。

　

協
力
要
請
に
従
わ
な
い
場
合
の
「
罰
則
な
ど

0

0

0

0

…
…
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
つ
い
て
の
委
員
か
ら
の
質
問（（47
（

に
対
し
て
、

大
臣
は
、
後
述
の
法
案
四
五
条
四
項
に
あ
る
「
要
請
ま
た
は
指
示
を
し
た
と
き
に
、
利
用
者
の
た
め
、
事
前
に
広
く
周
知
を
行
う
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
…
…
当
該
措
置
を
し
た
施
設
等
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
し
て
、
当
該
公
表
を
通
じ
て
利
用
者
の
合
理

的
な
行
動
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
方
の
基
本
に
し
…
…
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
は
特
に
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
回
答

し
て
い
る（（47
（

。

　

最
後
に
、
施
設
休
業
に
伴
う
負
担
0

0

・
損
失
0

0

、
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
る
主
催
者
の
損
失
等
に
対
す
る
補
償

0

0

0

0

0

0

0

や
、
経
済
支
援
に
つ
い
て

の
委
員
か
ら
の
質
問
が
あ
る（（47
（

。
こ
れ
に
対
し
て
大
臣
は
、「
学
校
だ
と
か
興
行
場
の
使
用
の
制
限
等
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、

事
業
活
動
に
内
在
す
る
社
会
的
制
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
…
…
公
的
な
補
償
は
考
え
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
い
な
い

0

0

0

（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
。
そ
の

理
由
を
敷
衍
し
「
施
設
の
使
用
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
大
規
模
な
蔓マ

延マ

の
原
因
と
な
る
…
…
か
ら
、
制
限
が
実
施
さ
れ
…
…

本
来
、
危
険
あ
る
行
為
等
は
自
粛
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、「
宣
言
中
に
潜
伏
期
間
等
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
も

の
で
、
そ
の
期
間
は
一
時
的
で
［
通
常
受
忍
す
べ
き
も
の
で
］
あ
る
と
い
う
こ
と
」「
使
用
制
限
の
指
示
を
受
け
た
者
は
、
法
的
な

義
務
を
負
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
罰
則
に
よ
る
担
保
等
に
よ
っ
て
強
制
的
に
使
用
を
中
止
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
「
権
利
の
制
約
の
内
容
は
限
定
的
」
と
考
え
「
先
ほ
ど
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
て
い
ま
す
」
と
回
答
す
る（（
（
（47
（4
（47
（4
（47
（

。
ま
た
「
経
済
支
援
」

に
つ
い
て
は
、
政
府
関
係
金
融
機
関
等
に
よ
る
融
資
に
関
す
る
［
法
案
六
〇
条
の
］
規
定
を
置
い
て
お
り
、
…
…
必
要
に
応
じ
て
特

別
な
融
資
等
を
利
用
で
き
る
と
い
う
ふ
う
な
枠
組
み
を
講
じ
て
い
き
た
い
」
と
回
答
す
る
（
（47
（4
（47
（

。

（
ε
）　
「
施
設
・
催
物
」
へ
の
要
請
（
四
五
条
二
項
）
そ
の
2
―
―
「
学
校
」
休
業

　

要
請
対
象
施
設
に
あ
る
「
学
校
」、
こ
と
に
義
務
教
育
の
小
中
学
校
の
休
業
要
請
に
は
、
他
の
施
設
に
は
な
い
特
別
な
論
点
が
含

ま
れ
る
。
ま
ず
参
考
人
が
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
に
お
い
て
「
流
行
の
初
期
に
学
校
閉
鎖
な
ど
を
…
…
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
や
っ
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…
…
た
」
こ
と
が
、
他
国
に
比
べ
て
一
桁
低
い
死
亡
率
に
関
与
し
て
い
る
と
し
て
、
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
の
学
校
閉
鎖
に
肯
定

的
意
見
で
あ
っ
た（（47
（

。

　

他
の
参
考
人
か
ら
は
、
感
染
拡
大
防
止
へ
の
学
校
閉
鎖
の
効
果
・
貢
献
度
を
認
め
た
う
え
で
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
意
見
が
表
明

さ
れ
た
。
第
一
に
「
保
護
者
が
仕
事
を
休
ん
で
子
供
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
…
…
事
態
が
生
じ
…
…
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
す
る
か（（47
（

」、「
保
護
者
休
業
は
、
危
機
管
理
の
問
題（（47
（

」
で
あ
る
、
第
二
に
休
校
に
し
た
と
き
の
「
教
育
体
制
を
ど
う
す
る
の

か
（
（48
（

」「
教
育
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ（（48
（

」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
議
論
が
［
そ
も
そ
も
］
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
指
摘（（48
（

す
ら
あ

る
。

　

前
者
の
保
護
者
の
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
そ
の
場
合
の
対
応
は
今
般
［
二
〇
一
二
年
一
月
］
の
［
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
］
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ラ
イ
ン
の
見
直
し
で
は
ど
う
な
っ
た
の
か
」
と
質
問（（48
（

が
あ
り
、
政
府
は
、
一
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
［
た
］

…
…
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
の
意
見
書
で
は
、
事
業
所
、
事
業
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
た
業
務
継

続
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
学
校
や
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業
に
よ
る
保
護
者
の
欠
勤
に
つ
い
て
も
見
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

…
…
一
方
、
社
会
的
機
能
維
持
等
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
乳
幼
児
等
に
付
き
添
え
な
い
保
護
者
も
［
い
る
］
…
…
可
能
な
範
囲
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
等
を
活
用
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
医
療
従
事
者
や
社
会
機
能
維
持
者
の
事
業
所
内
保
育

事
業
に
つ
き
…
…
臨
時
休
業
の
例
外
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
、
…
…
一
部
保
育
施
設
の
部
分
的
な
開
所
に
つ
い
て
認
め
る
こ
と
な
ど

の
例
示
が
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
す
る（（48
（

。

　

後
者
の
休
業
要
請
に
応
じ
た
と
き
の
教
育
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
の
閉
鎖
は
「
夏
休
み
に
補
習
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
現
実
的
な

対
応
」
で
あ
り
「
大
学
生
あ
る
い
は
職
業
人
の
休
業
よ
り
も
や
り
や
す
い
」
と
述
べ
る
参
考
人
が
あ
る（（48
（

。
私
見
で
は
夏
休
み
の
振
替

え
授
業
の
た
め
に
は
、
冷
房
・
空
調
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
実
現
可
能
性
は
教
室
の
冷
房
・
空
調
の
普
及
次
第
だ
ろ
う
。
本

感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
を
契
機
に
一
部
で
導
入
さ
れ
た
遠
隔
授
業
は
、
本
法
案
審
議
の
時
点
で
は
想
像
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
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う
で
あ
る
。

　

ま
た
委
員
が
、
学
校
閉
鎖
は
低
い
死
亡
率
に
貢
献
し
た
一
方
「
過
剰
で
あ
っ
た
と
の
批
判
も
あ
る
」
の
で
、「
必
要
最
小
限
と
す

る
べ
き
」
と
指
摘
し
た（（48
（

。
こ
れ
に
対
し
て
参
考
人
は
、「
最
小
限
の
レ
ベ
ル
で
や
る
」
こ
と
だ
と
し
、「
公
衆
衛
生
的
な
感
染
症
対
策

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
そ
れ
か
ら
人
権
の
問
題
と
い
う
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
」
と
し
た（（48
（

。
大
臣
は
、
法
案
五
条
（
基
本
的
人
権
の

尊
重
）
が
「
基
本
と
な
る
」
と
し
、
要
請
は
宣
言
の
対
象
区
域
（
三
二
条
一
項
二
号
）
に
限
っ
て
発
動
可
能
で
、
し
か
も
「
潜
伏
期

間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
て
…
…
定
め
る
期
間
」
に
限
っ
て
行
う
も
の
（
四
五
条
二
項
）
で
、
か
つ
罰
則
も
な
い
と
い
う
、

「
具
体
的
な
前
提
の
中
で
過
剰
な
対
応
を
取
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
し
て
い
」
く
と
回
答
し
て
い
る
（
（48
（4
（48
（

。

（
ζ
）　

要
請
に
応
じ
な
い
と
き
の
指
示
（
四
五
条
三
項
）
と
公
表
（
同
条
四
項
）

　

法
案
四
五
条
三
項
は
、
要
件
と
し
て
「
施
設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
…
…
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
特
定
知
事

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混

乱
を
回
避
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
」、
効
果
と
し
て
「
当
該
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
要
請
に

係
る
措
置
を
構
ず
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
同
条
四
項
は
、「［
同
条
二
項
の
］
要
請
又
は
…
…
［
同
条

三
項
の
］
指
示
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。

　

本
条
三
項
の
要
件
規
定
の
「
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き（（49
（

」
に
つ
い
て
、
参
考
人
は
、「
下
位
の
法
令
で
決
め
て
い
た
だ
か

な
い
と
、
法
律
が
で
き
た
と
し
て
も
適
正
な
運
用
は
で
き
な
い
」
と
、
指
示
基
準
の
明
確
化
を
求
め
る（（49
（

。
右
要
件
規
定
は
、
政
省
令

へ
委
任
で
な
い
た
め
、
執
行
命
令
（
告
示
）
し
か
期
待
で
き
な
い
。
仮
に
右
指
示
を
「
義
務
を
課
し
、
又
は
権
利
を
制
限
す
る
［
不

利
益
］
処
分
」（
行
政
手
続
法
二
条
四
号
）
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
え
も
っ
て
処
分
基
準
を
定
め
（
同
法
一
二
条
）、
相
手
方

に
弁
明
の
機
会
も
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
一
三
条
一
項
二
号
）。
し
か
し
な
が
ら
右
「
指
示
」
の
内
容
を
本
条
四
項
で
「
公

表
」
す
る
と
い
う
規
定
の
存
在
だ
け
で
、
指
示
の
行
政
手
続
法
上
の
処
分
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る（（49
（

。
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と
こ
ろ
が
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
に
際
し
て
内
閣
官
房
は
、
行
政
手
続
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
要
請
」
は
行
政
指
導
（
行

政
手
続
法
二
条
一
項
六
号
）、
指
示
は
「
不
利
益
処
分
」（
同
法
二
条
一
項
四
号
）
に
該
当
す
る
と
し
、
指
示
へ
の
弁
明
の
機
会
の
付
与

は
「
公
益
上
、
緊
急
に
不
利
益
処
分
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
弁
明
の
機
会
を
行
う
必
要
は
な
い
」
と
解
す
る
（
同
条
二
項

一
号
参
照
）。
と
な
る
と
、
処
分
基
準
の
設
定
（
同
法
一
二
条
）
を
先
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
指
示
の
前
提
と
な
る

「
要
請
」
要
件
の
「
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」（
法
案
四
五
条
二
項
）
は
、「
対
象
と
な
る
個
別
の
施
設
が
使
用
の
継
続
を
行
う
場

合
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
…
…
例
え
ば
、
専
門
家
の

意
見
と
し
て
、
対
象
と
な
る
施
設
や
そ
の
類
似
の
環
境
（
業
種
）
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー（（49
（

が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識

さ
れ
る
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
極
め
て
シ
ビ
ア
な
解
釈
を
下
す
。
そ
の
う
え
で
「
指

示
」
要
件
の
「
特
に
0

0

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」（
傍
点
引
用
者
。
同
条
三
項
）
は
、「
必
ず
し
も
現
に
対
象
と
な
る
個
別
の
施
設

に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
必
要
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
専
門
家
の
意
見
と
し
て
、
対
象
と
な
る
施
設
や
そ
の
類
似
の

環
境
（
業
種
）
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
上
に
、
当
該
施
設
に
お
い
て
、
い
わ

ゆ
る
『
三
つ
の
密

0

0

0

0

』
（
（49
（

に
当
た
る
環
境
が
発
生

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
実
際
に
確
認
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

場
合
0

0

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
」（
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
だ
け
で
は
な
く
「
三
密
」
ま
で
持
ち
出
し
て
、
自
治
体
現

場
の
危
機
感
を
無
視
し
た
腰
が
引
け
た
解
釈
を
示
し
て
い
る（（49
（

。

　

法
案
は
、（
δ
）
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
、「
公
表
を
通
じ
て
利
用
者
の
合
理
的
な
行

動
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
方
の
基
本
」
に
し
て
お
り
、
要
請
に
応
じ
な
い
者
へ
の
罰
則
は
設
け
て
い
な
い（（49
（

。
と
こ
ろ
が

本
感
染
症
へ
の
適
用
に
お
い
て
「
公
表
」
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
盛
況
に
な
る
店
舗
が
登
場
す
る
皮
肉
な
結
果
も
生
じ
て
い
る（（49
（

。

（
η
）　

二
四
条
九
項
の
「
協
力
要
請
」

　

国
会
委
員
会
に
お
い
て
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
よ
り
も
重
い
イ
ン
フ
ル
の
場
合
、「
人
と
接
触
し
な
い
と
い
う
の
は
［
感
染
症
拡
大
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防
止
上
］
基
本
的
な
…
…
防
御
の
問
題
」
で
「
集
会
停
止
…
…
学
校
閉
鎖
な
ん
か
は
［
水
際
対
策
よ
り
も
］
エ
ビ
デ
ン
ス
は
あ
る
」

の
に
、「
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
な
い
と
［
四
五
条
二
項
の
］
集
会
の
停
止
の
要
請
…
…
は
出
さ
れ
な
い
」
の
は
何
故
か
、
と
の

質
問
が
あ
る（（49
（

。
大
臣
は
、「
知
事
の
判
断
の
中
で
そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
う
…
…
お
願

い
を
す
る
と
い
う
形
で
…
…
対
応
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
妨
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
回
答
し（（49
（

、「
地
方
公

共
団
体
で
三
年
前
も
様
々
な
お
願
い
を
さ
れ
た
…
…
［
こ
と
も
］
踏
ま
え
…
…
法
案
の
二
四
条
九
項

0

0

0

0

0

…
…
で
い
ろ
ん
な
必
要
な
協
力

の
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る（（50
（

」
と
補
足
す
る
。
こ
れ
が
「
緊
急
事
態
措
置
」
に
先
行
す
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時

に
お
け
る
措
置
」（
一
四
条
～
三
一
条
）
に
あ
る
「
都
道
府
県
対
策
本
部
長
」（
＝
知
事
0

0

。
二
三
条
一
項
）
が
、「
区
域
に
係
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
公
私
の
団
体
又
は
個
人
に
対
し
、
そ

の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
し
必
要
な
協
力
の
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
の
規
定
で
あ
る

（
傍
点
引
用
者
。
二
四
条
九
項

0

0

0

0

0

）。
本
条
を
使
え
ば
「
宣
言
前
に
お
い
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
等
で
の
文
化
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
延
期
す
る
こ
と
や
施
設
の
使
用
を
極
力
制
限
す
る
こ
と
な
ど
、
感
染
対
策
を
実
施
す
る
等
の
協
力
を
要
請
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
が
で
き
る

0

0

0

0

（
傍（

（50
（

点
引
用
者
）。

　

国
会
委
員
会
に
お
い
て
、「
元
々
の
集
会
中
止
の
措
置
な
ん
か
は
、
…
…
対
策
本
部
を
つ
く
る
よ
う
な
病
状
［
と
］
…
…
同
程
度

［
の
症
状
］
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
指
示
は
し
な
い
ま
で
も
要
請
く
ら
い
で
き
て
も
い
い
」
と
考
え
ら
れ
る
と
な
る
と
、「
宣
言
等
が
出

さ
れ
た
場
合
の
［
四
五
条
の
］
要
請
と
い
う
の
は
一
体
、
法
律
的
に
…
…
そ
の
ほ
か
の
場
合
に
知
事
が
で
き
る
［
二
四
条
九
項
の
］

要
請
と
ど
う
違
う
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
る（（50
（

。
政
府
は
、
四
五
条
の
要
請
は
、
要
請
・
指
示
の
「
二
段
構
え
に
な
っ
て
」
お
り
、

「
宣
言
以
外
の
場
合
に
関
し
て
は
、
そ
う
し
た
指
示
［
及
び
公
表
］
の
規
定
等
は
置
い
て
い
な
い
」
と
回
答
す
る（（50
（

。
委
員
の
質
問
は
、

お
そ
ら
く
は
双
方
の
「
要
請
」
の
質
的
な
差
異
の
有
無
を
尋
ね（（50
（

、
政
府
は
法
条
の
差
を
指
摘
し
た
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ

れ
る
。
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と
こ
ろ
で
今
回
二
〇
二
〇
年
の
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」（
法
案
一
八
条
。
宣
言
の
の
ち
変
更
は
三
二
条

六
項
）
は
、「［『
宣
言
』
区
域
の
］
特
定
都
道
府
県
［
三
八
条
一
項
］
は
、
法
第
二
四
条
第
九
項
及
び
第
四
五
条
第
二
項
に
基
づ
き
、

感
染
の
拡
大
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
催
物
（
イ
ベ
ン
ト
）
開
催
の
制
限
の
要
請
等
を
行
う
。
…
…
要
請
等
に
当
た
っ
て
は
、
第0

一
段
階

0

0

0

と
し
て
法
第
二
四
条

0

0

0

第
九
項
0

0

に
よ
る
協
力
の
要
請
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
正
当
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
じ

な
い
場
合
に
、
第
二
段
階

0

0

0

0

と
し
て
第
四
五
条

0

0

0

第
二
項
0

0

に
基
づ
く
要
請
、
次
い
で
同
条
第
三
項
に
基
づ
く
指
示
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
要

請
及
び
指
示
の
公
表
を
行
う
も
の
と
す
る（（50
（

」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
行
政
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
四
条
九
項
は
、「
宣
言
」
に
至
ら
な
い
段
階
で
の
「
協
力
要
請
」
と
い
う
行
政
指
導
に
つ
い
て
の
確
認
的
規

定
で
あ
り
、
他
方
四
五
条
二
項
は
、「
宣
言
」
下
で
、
次
段
階
の
指
示
・
公
表
（
三
～
四
項
）
を
含
め
て
い
わ
ば
一
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
「
要
請
」
に
つ
い
て
の
創
設
的
規
定
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
、
明
ら
か
に
次
元
も
段
階
も
異
な
る
異
質
の
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
対
処
指
針
は
、「
宣
言
」
下
で
両
者
を
無
理
や
り
時
間
的
前
後
関
係
に
並
べ
た
も
の
で
、
法
条
の
配
列
を

全
く
無
視
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
都
道
府
県
に
よ
る
四
五
条
の
「
指
示
」「
公
表
」
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た
め
の
無
理
や
り
解
釈

と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
奇
妙
な
見
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
（
（
（50
（

。

（
442
）　

尾
身
茂
参
考
人
・
四
月
一
二
日
三
～
四
頁
。

（
443
）　

糸
数
慶
子
委
員
（
無
所
属
）・
四
月
一
七
日
二
六
頁
。
糸
数
委
員
も
援
用
す
る
二
〇
一
二
年
三
月
九
日
の
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長

声
明
は
、「
集
会
の
自
由
（
憲
法
二
一
条
一
項
）
を
宣
言
し
得
る
規
定
…
…
の
要
件
は
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、

国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
』（
四
五

条
二
項
）
と
い
う
抽
象
的
か
つ
あ
い
ま
い
な
も
の
で
、
そ
の
対
象
も
『
政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
』
と
さ
れ
て
い
る
の

み
で
、
極
め
て
広
範
囲
な
施
設
に
適
用
可
能
な
規
定
」
で
あ
る
こ
と
、
他
方
で
「
集
会
な
ど
を
制
限
す
る
こ
と
が
感
染
拡
大
の
防
止
に
ど

の
程
度
効
果
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
科
学
的
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
効
果
が
乏
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
［
り
］
…
…
制
限
の
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必
要
性
に
も
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
い
う
目
的
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
集
会
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
危

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

険
性
0

0

が
高
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
批
判
的
で
あ
る
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
註（
419
）・
二
頁
。

（
444
）　

中
川
正
春
国
務
大
臣
・
四
月
一
七
日
二
六
頁
。

（
445
）　

竹
本
直
一
委
員
（
自
由
民
主
党
）・
三
月
二
三
日
一
〇
頁
。

（
446
）　

当
時
の
「
行
動
計
画
」
で
あ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
閣
僚
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」（
二
〇
一
一
年

九
月
二
〇
日
）http://202.214.194/148/jp/seisaku/ful/kettei/110920K

eikaku.pdf

の
「
国
内
発
生
早
期
」（
五
〇
頁
以
下
）
に

も
「
国
内
感
染
期
」（
五
七
頁
以
下
）
に
も
、
大
臣
答
弁
に
あ
る
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
447
）　

中
川
大
臣
・
三
月
二
三
日
一
〇
頁
。

（
448
）　

注
釈
書
に
よ
れ
ば
、
外
出
自
粛
を
除
く
「
そ
の
他
の
…
…
協
力
」
と
し
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
本
稿
二
（
1
）（
ハ
）
Ｄ
（
ｂ
）

①
）
の
時
も
そ
う
だ
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
に
も
織
り
込
ま
れ
て
き
た
「
マ
ス
ク
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
、

う
が
い
等
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
実
践
」
が
あ
る
と
い
う
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
六
〇
頁
。

（
449
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
四
四
、

四
九
頁
（
二
〇
〇
九
年
二
月
改
定
）https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku_archive.htm

l＞

「
過
去
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」＞

平
成
二
一
年
二
月
一
七
日
全
体
版

（
449
の
2
）　

本
感
染
症
第
一
波
の
時
は
、「
特
定
日
に
客
が
集
中
す
る
と
感
染
拡
大

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
、「
個
別
商
品
特
売
」
も
「
全
商
品
一
律
割

引
」
も
全
面
的
に
中
止
さ
れ
た
。
や
が
て
復
活
し
て
い
っ
た
が
、
こ
と
「
ダ
イ
エ
ー
」
に
関
し
て
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
六
五
歳
以

上
高
齢
者
に
「
全
日
五
％
割
引
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
て
い
た
た
め
、「
全
商
品
一
律
割
引
」
日
を
気
に
と
め
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
二
〇
二
一
年
二
月
に
右
カ
ー
ド
の
更
新
が
打
切
ら
れ
、
か
わ
り
に
ダ
イ
エ
ー
・
ア
プ
リ
に
登
録
す
る
五
五
歳
以
上
の
者
に
全
日
五
％

割
引
と
な
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
な
い
我
が
家
は
置
い
て
き
ぼ
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
や
む
を
え
ず
感
染
リ
ス
ク
を
覚
悟
で

全
商
品
一
律
割
引
日
に
乗
り
込
む
か
、
あ
る
い
は
割
引
特
典
享
受
を
断
念
し
て
、
割
引
日
と
は
無
関
係
に
店
が
空
い
て
そ
う
な
平
日
に

ゆ
っ
く
り
買
い
物
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
買
い
物
の
時
間
帯

0

0

0

0

0

0

0

の
問
題
が
あ
る
。
一
年
を
通
じ
て
午
後
二
時
か
ら
四
時
が
最
も
空
い
て
い
る
こ
と
は
経
験
則
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
が
、
夏
場
は
暑
く
っ
て
、
な
か
な
か
こ
れ
に
合
わ
せ
ら
れ
な
い
。
ま
た
午
後
の
買
い
物
は
、
こ
と
に
生
鮮
に
関
し
て
は
午
前
中
に
良
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い
品
か
ら
順
に
買
わ
れ
て
し
ま
い
、「
残
り
福
」
ど
こ
ろ
か
「
カ
ス
つ
か
み
」
に
な
る
し
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
午
前
の
み
の
特
売
品
を
逸
す

る
。

　

生
鮮
食
品
の
鮮
度
、
一
時
代
前
よ
り
は
大
型
化
し
た
と
は
い
え
米
国
並
と
は
い
か
な
い
家
庭
の
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
、

買
い
物
時
の
運
搬
の
重
さ
を
考
え
る
と
、「
感
染
防
止
の
た
め
に
買
い
物
は
週
一
回
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
い
う
小
池
百
合
子
都

知
事
の
要
請
が
、
い
か
に
「
巣
ご
も
り
生
活

0

0

0

0

0

0

」
の
「
現
場
0

0

」
の
実
態
を
知
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

「
現
実
離
れ
」
し
た
も
の
か
は
、
容
易
に
気
付
き
そ
う

な
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
日
常
的
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
買
い
物
を
し
た
こ
と
が
な
い
政0

・
官0

・
財0

・
学0

・
論
壇
の
エ
リ
ー
ト

0

0

0

0

0

0

0

た

ち
は
、
庶
民
の
非
喜
劇
や
悩
み
と
は
無
縁
の
存
在

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
指
導
者
層
の
「
現
場
」「
実
態
」
と
の
遊
離
が
、
指
導

者
と
庶
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
、
ひ
い
て
は
政
策
0

0

・
号
令
の
空
回
り

0

0

0

0

0

0

を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

（
449
の
3
）　
「
巣
ご
も
り
」
生
活
は
単
調
に
な
り
が
ち
で
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ユ
ー
・
チ
ュ
ー
ブ
等
で
、
音
楽
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、
ス

ポ
ー
ツ
（
プ
ロ
野
球
、
卓
球
、
カ
ー
リ
ン
グ
等
）
を
楽
し
ん
で
い
る
。
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
屋
内
で

の
体
操
、
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
・
第
一
～
第
三
、
自
衛
隊
体
操
陸
自
・
空
自
編
、
海
自
・
第
一
体
操
、
自
衛
隊
体
育
学
校
推

奨
・
準
備
運
動
、
同
推
奨
・
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
（
プ
ロ
ー
ン
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
ラ
テ
ラ
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
ス
パ
イ
ン
・
ポ
ジ
シ
ョ

ン
）
等
に
励
ん
で
い
る
。

（
450
）　

江
田
康
幸
委
員
（
公
明
党
）・
三
月
二
三
日
五
頁
。

（
451
）　

大
臣
・
同
日
同
頁
。

（
452
）　

法
案
成
立
後
の
特
措
法
施
行
令
（
平
成
二
五
政
令
一
二
二
号
）
一
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
学
校
（
一
号
。
三
号
の
大
学
等
を
除

く
）、
保
育
所
・
介
護
老
人
保
健
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
福
祉
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
（
通
所
又
は
短
期
間
入
所
利

用
提
供
部
分
に
限
る
）（
二
号
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
項
三
号
以
下
に
は
、
大
学
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
教
育
施
設
（
三
号
）、
劇
場
、
観
覧
場
、
映
画

館
、
園
芸
場
（
四
号
）、
集
会
所
・
公
会
堂
（
五
号
）、
展
示
場
（
六
号
）、
百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
他
の
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗

（
食
品
、
医
療
品
、
医
療
機
器
そ
の
他
衛
生
用
品
又
は
燃
料
そ
の
他
生
活
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
物
品
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
も
の
の
売
り
場
を
除
く
）（
七
号
）、
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
（
集
会
の
用
に
供
す
る
部
分
に
限
る
）（
八
号
）、
体
育
館
、
水
泳
場
、
ボ
ー
リ

ン
グ
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
運
動
施
設
又
は
遊
技
場
（
九
号
）、
博
物
館
、
美
術
館
又
は
図
書
館
（
一
〇
号
）、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
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ト
ク
ラ
ブ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
遊
興
施
設
（
一
一
号
）、
理
髪
店
、
質
屋
、
貸
衣
装
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
店
舗
（
一
二
号
）、
自
動
車
教
習
場
、
学
習
塾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
習
支
援
業
を
営
む
施
設
（
一
三
号
）
と

あ
る
。
こ
れ
ら
三
～
一
三
号
の
施
設
・
店
舗
は
「
そ
の
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
が
千
㎡
を
超
え
る
も
の
に
限
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
。
一

項
柱
書
）
と
す
る
。

　

し
か
し
早
い
話
、
千
㎡
を
超
え
る
理
髪
店
、
質
屋
（
一
二
号
）
と
い
う
の
は
現
実
離
れ
し
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
「
感
染
リ
ス
ク
」

の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
飛
沫
感
染
・
接
触
感
染
は
、
お
よ
そ
床
面
積
に
は
関
係
し
な
い
。
他
方
、
エ
ア
ロ
ゾ
ー
ル
飛
沫
に
つ
い
て
い
え
ば
、

大
掛
か
り
な
通
風
・
空
調
に
よ
っ
て
感
染
リ
ス
ク
が
低
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
逆
に
不
十
分
な
通
風
・
空
調
に
よ
っ
て
感
染
拡
大

に
つ
な
が
る
危
険
性
も
内
包
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
感
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
業
種
・
運
営
・
営
業
形
態
で
も
床
面
積
に

よ
り
裾
切
り
を
す
る
合
理
性
が
あ
る
の
か
は
、
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
β
）
の
結
び
の
「
外
出
の
行
き
先
・
行
き
場
」
の
文
脈

か
ら
す
る
と
、
千
㎡
を
超
え
る
施
設
は
、
千
㎡
以
下
の
施
設
と
は
異
な
る
異
次
元
の
魅
力
あ
る
「
外
出
の
行
き
先
・
行
き
場
」
と
い
う
仮

説
が
妥
当
な
の
か
、
換
言
す
れ
ば
千
㎡
以
下
を
野
放
し
に
す
る
こ
と
は
「
外
出
の
行
き
先
・
行
き
場
」
を
封
じ
込
め
る
と
い
う
感
染
の
拡

大
防
止
に
逆
行
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

施
行
令
は
千
㎡
を
超
え
な
い
三
～
一
三
号
の
施
設
・
店
舗
に
つ
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
「
発
生
の
状
況
、
動
向
若
し
く
は

原
因
又
は
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
…
…
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
て
告
示
す
る
も
の
」
に
限
っ
て
、
対
象
施
設
に

含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
四
号
）。
逐
条
書
は
、
右
の
「
社
会
的
状
況
」
と
し
て
、「
臨
時
休
業
し
て
い
る
学
校
の
生
徒
ら
が
興
行
場

等
の
千
㎡
以
下
の
施
設
に
多
数
集
合
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
」
を
想
定
す
る
と
い
う
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註

（
7
）・
一
六
六
頁
）。
し
か
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
「
先
手
必
勝
」
な
の
で
、
千
㎡
以
下
の
施
設
に
人
が
密
集
し
て
か
ら
の
告
示
で
は
手
遅

れ
で
あ
る
か
ら
、
随
分
と
呑
気
な
例
示
に
思
え
る
。

（
453
）　

塩
川
鉄
也
委
員
（
日
本
共
産
党
）・
三
月
二
八
日
二
頁
。
浜
田
昌
良
委
員
（
公
明
党
）・
四
月
一
七
日
一
八
～
一
九
頁
は
「
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
含
ま
れ
る
の
か
質
問
す
る
。

（
454
）　

川
田
龍
平
委
員
（
み
ん
な
の
党
）・
四
月
一
七
日
二
四
頁
。

（
455
）　

大
臣
・
三
月
二
八
日
二
頁
。
浜
田
委
員
へ
の
大
臣
答
弁
は
、「
今
の
想
定
で
は
、
そ
れ
［
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
対
象
施
設
と
い

う
こ
と
］
は
な
い
」
と
の
う
っ
か
り
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
運
用
計
画
を
作
っ
て
い
く
と
き
に
専
門
家
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
何
が
現
実
的
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か
決
め
て
い
く
」
と
軌
道
修
正
し
た
（
四
月
一
七
日
一
八
～
一
九
頁
）。
川
田
委
員
質
問
の
交
通
機
関
は
、「
指
定
公
共
機
関
［
二
条
六

号
］
と
い
う
範
疇
の
中
で
ご
協
力
い
た
だ
く
」
が
、「
電
車
、
バ
ス
」
自
体
は
「
施
設
の
対
象
に
は
な
じ
み
に
く
い
と
考
え
て
い
る
」
と

回
答
し
た
（
同
日
・
二
四
頁
）。

（
456
）　

塩
川
委
員
・
三
月
二
八
日
二
頁
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
註（
419
）・
二
頁
も
、「
極
め
て
広
範
囲
な
施
設
に
適
用
可
能
な
規
定
」

と
批
判
す
る
。

（
457
）　

塩
川
委
員
・
三
月
二
八
日
二
頁
。

（
458
）　

大
臣
・
同
日
同
頁
。
逐
条
書
に
よ
れ
ば
、
施
設
管
理
者
の
み
に
対
し
て
要
請
し
た
場
合
に
は
、
開
催
者
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
事
態

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
開
催
者
も
要
請
対
象
に
加
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一

六
〇
頁
。

（
459
）　

塩
川
委
員
・
三
月
二
八
日
二
頁
。

（
460
）　

大
臣
・
同
日
同
頁
。

（
461
）　

田
河
政
府
参
考
人
・
三
月
二
八
日
二
～
三
頁
。

（
462
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
閣
僚
会
議
・
前
掲
註（
446
）・
五
三
、
六
〇
、
六
五
頁
。

（
463
）　

塩
川
委
員
・
三
月
二
八
日
三
頁
。

（
464
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
三
頁
。

（
465
）　

園
田
康
博
大
臣
政
務
官
・
同
日
同
頁
。

（
466
）　

川
田
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
467
）　

本
稿
二
2
（
ロ
）
Ａ
参
照
。

（
468
）　

園
田
大
臣
政
務
官
・
四
月
一
七
日
二
三
頁
。

（
469
）　

後
者
の
点
に
関
す
る
米
国
で
の
論
文
は
、
本
稿
二
（
1
）（
ハ
）
Ｄ
（
ｂ
）
③
参
照
。

（
470
）　

江
田
康
幸
委
員
（
公
明
党
）・
三
月
二
三
日
五
頁
。
ま
た
本
村
賢
太
郎
委
員
（
民
主
党
）・
同
日
一
五
頁
は
、（
本
論
点
に
限
ら
ず
）

罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
な
い
理
由
を
問
う
。

（
471
）　

大
臣
・
三
月
二
三
日
五
頁
、
同
日
一
五
頁
。
田
河
慶
太
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）・
同
日
一
五
頁
は
、「
要
請
ま
た
は
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指
示
を
し
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
の
方
が
…
…
催
し
物
に
は
行
か
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
罰
則
は
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
回
答
す
る
。

（
472
）　

江
田
委
員
・
三
月
二
三
日
五
頁
、
浜
田
委
員
・
四
月
一
七
日
一
九
頁
、
川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
四
頁
。

（
473
）　

大
臣
・
三
月
二
三
日
五
～
六
頁
、
四
月
一
七
日
一
九
、
二
四
頁
。

（
474
）　

同
旨
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
六
一
～
一
六
二
頁
。

（
474
の
2
）　

藤
原
・
前
掲
註（
14
の
2
）・
六
四
～
六
五
頁
参
照
。

（
475
）　

大
臣
・
三
月
二
三
日
六
頁
、
四
月
一
七
日
一
九
頁
。

（
476
）　

浜
田
委
員
の
「
過
大
に
指
定
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
れ
は
融
資
じ
ゃ
済
み
ま
せ
ん
…
…
賠
償
の
対
象
に

な
り
…
…
そ
の
と
き
は
何
法
」
と
の
質
問
に
対
し
、
大
臣
は
「
不
服
申
立
て
、
あ
る
い
は
行マ

マ

政
訴
訟
法
に
よ
る
訴
訟
」
と
回
答
す
る
（
四

月
一
七
日
一
九
頁
）。「
要
請
」「
指
示
」
そ
の
も
の
へ
の
争
訟
で
あ
れ
ば
、
右
の
大
臣
答
弁
通
り
だ
が
、
質
問
に
あ
る
よ
う
な
賠
償
金
を

と
る
と
い
う
意
味
で
の
金
銭
給
付
請
求
で
あ
れ
ば
、
国
家
賠
償
法
を
用
い
た
民
事
訴
訟
と
回
答
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

浜
田
委
員
は
、
損
失
補
償
及
び
大
臣
答
弁
に
あ
っ
た
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
、
法
案
附
則
二
条
の
「
検
討
条
項
」
を
援
用
し
て
、「
不

服
申
立
て
と
か
損
失
補
償
に
つ
い
て
は
ち
ゃ
ん
と
今
後
も
引
き
続
き
…
…
検
討
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
」
を
大
臣
に
求
め
、
大
臣
も
検
討

を
約
束
し
た
（
四
月
一
七
日
一
九
頁
）。

　

な
お
川
本
哲
郎
参
考
人
（
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
）・
四
月
一
二
日
六
頁
は
、
本
法
案
に
は
「
不
服
申
立
て
の
規
定
が
全
く
置
か
れ

て
お
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
が
、
特
別
規
定
が
な
け
れ
ば
、
当
該
行
政
の
行
為
が
、
一
般
法
で
あ
る
行
政
不
服
審
査
法
の
「
処
分
そ
の
他
公

権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
」（
一
条
）
に
該
当
す
る
か
否
か
を
極
力
救
済
的
に
解
す
れ
ば
足
り
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

（
477
）　

尾
身
茂
参
考
人
（
名
誉
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
長
・
前
自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）・
四
月
一
二
日
三
頁
。

（
478
）　

田
代
眞
人
参
考
人
（
国
立
感
染
症
研
究
所
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）・
同
日
一
二
頁
。

（
479
）　

川
本
参
考
人
・
同
日
一
三
頁
。

（
480
）　

川
本
参
考
人
・
同
日
一
〇
頁
。

（
481
）　

田
代
参
考
人
・
同
日
一
二
頁
。

（
482
）　

川
本
参
考
人
・
同
日
一
一
頁
。
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（
483
）　

糸
数
委
員
・
同
月
一
七
日
二
九
頁
。

（
484
）　

外
山
千
也
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・
同
日
同
頁
。
第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
係
る
意
見
書
（
案
）・
概
要
」
三
頁　

https://w
w
w
.m

hlw
/go.jp/stf/shingi.�

2r98520000020gvz.htm
l＞

資
料
2
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
係
る
意
見
書
（
案
）」
一
四
、
七
四

頁　
https://w

w
w
.m

hlw
/go.jp/stf/shingi.2r98520000020gvz.htm

l＞

資
料
3

（
485
）　

尾
身
参
考
人
・
四
月
一
二
日
一
二
～
一
三
頁
。

（
486
）　

糸
数
委
員
・
同
月
一
二
日
一
二
頁
、
同
月
一
七
日
二
九
頁
。

（
487
）　

尾
身
参
考
人
・
同
月
一
二
日
一
二
、
一
三
頁
。

（
488
）　

大
臣
・
同
月
一
七
日
二
九
頁
。
川
本
参
考
人
・
同
月
一
二
日
一
三
頁
は
、
必
要
最
小
限
の
措
置
に
誰
も
異
論
は
な
い
が
、
問
題
は

「
国
民
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
」
で
あ
り
、
行
政
が
説
明
責
任
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
す
る
。

（
489
）　

第
一
八
〇
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
舛
添
要
一
委
員
（
二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
と
き
の
厚
生
労
働
大

臣
）
は
、
大
阪
府
に
お
け
る
学
校
の
休
業
及
び
休
業
の
解
除
の
案
件
に
お
い
て
、
大
阪
市
と
堺
市
と
は
政
令
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法
二

五
二
条
の
一
九
）
で
「
知
事
の
権
限
が
行
か
な
い
」
た
め
に
、
府
知
事
が
苦
労
し
た
話
等
を
語
る
が
、
や
や
理
解
不
能
な
箇
所
が
あ
る
。

舛
添
委
員
・
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議
録
・
二
〇
一
二
年
四
月
四
日
四
六
頁
。

（
490
）　

ち
な
み
に
逐
条
書
は
、「『
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
』
と
は
、
第
二
項
の
要
請
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
管
理
者
等

が
こ
れ
に
従
わ
ず
、
開
催
日
時
が
近
づ
い
て
お
り
、
要
請
を
続
け
た
場
合
に
は
、
当
該
催
物
へ
の
来
場
者
に
も
著
し
い
不
便
を
か
け
、
ま

た
、
指
示
し
な
け
れ
ば
催
物
の
開
催
が
避
け
ら
れ
ず
、
多
く
の
患
者
や
重
症
者
の
発
生
を
招
き
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
場
合
を
想
定
」
と
い
う
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
六
一
頁
。

（
491
）　

川
本
参
考
人
・
四
月
一
二
日
五
頁
。

（
492
）　

補
償
の
要
否
の
文
脈
で
あ
る
が
、
大
臣
は
「
指
示
を
受
け
た
者
は
、
法
的
な
義
務
を
負
い
ま
す
け
れ
ど
も
罰
則
に
よ
る
担
保
等
に

よ
っ
て
強
制
的
に
使
用
を
中
止
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
…
…
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
権
利
の
制
約
の
内
容
は
限
定
的
」
と
回
答
し
た
。
大

臣
・
前
掲
註（
473
）（
三
月
二
三
日
六
頁
）。

（
493
）　

新
村
出
編
『
広
辞
苑
・
第
七
版
』
八
六
〇
頁
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
は
「
同
種
の
も
の
が
集
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ま
っ
て
つ
く
る
一
団
・
群
れ
」
の
こ
と
で
、
社
会
科
学
で
も
自
然
科
学
で
も
用
い
ら
れ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
。
本
感
染
症
の
文
脈
で
は

「［
本
感
染
症
］
患
者
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）」
を
指
す
。https://w

w
w
.m

hlw
.gp.jp/content/109060000/000599837.pdf

（
494
）　
「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」
を
指
す
。「
で
き
る
限
り
『
ゼ
ロ
密
』
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」「
屋
外
で
も
、
密
集
・
密
接
に
は
要
注
意
」

と
あ
る
。https://w

w
w
.m

hlw
.gp.jp/content/10900000/000622211.pdf　

こ
れ
は
、
飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感

染
の
回
避
策
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
が
、
世
上
、
三
密
が
重
な
ら
な
け
れ
ば
良
い
と
か
、
屋
外
な
ら
良
い
と
か
、
逆
に
誤
解
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
。

（
495
）　

二
〇
二
〇
年
四
月
二
三
日
付
事
務
連
絡
・
各
都
道
府
県
知
事
宛
内
閣
官
房
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室
長
発
「
第
四
五
条

の
規
定
に
基
づ
く
要
請
、
指
示
及
び
公
表
に
つ
い
て
」（
内
閣
官
房
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策https://corona.go.jp/

＞

最
新
情
報＞

令
和
二
年
四
月
二
三
日
）。

（
496
）　

大
臣
及
び
田
河
政
府
参
考
人
・
前
掲
註（
471
）。

（
497
）　

内
閣
官
房
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室
長
・
前
掲
註（
495
）の
翌
日
、
大
阪
府
が
全
国
で
初
め
て
休
業
要
請
に
応
じ
な
い
パ

チ
ン
コ
店
の
六
店
舗
名
を
公
表
し
た
（
二
〇
二
〇
年
四
月
二
四
日
付
日
経
電
子
版
。https://w

w
w
.nikkei.com

/article/
D
GX

M
ZO

58445240O
oA

420C2A
C1000/

）
が
、
公
表
で
む
し
ろ
盛
況

0

0

0

0

0

に
な
っ
た
店
が
あ
っ
た
と
い
う
（
同
月
二
五
日
付
朝
日
新
聞

デ
ジ
タ
ル
版
。https://w
w
w
.asahi.com

/articles/A
SN

4T
62hfn4T

PT
L005.htm

l

）。
法
案
が
い
か
に
「
人
権
」「
営
業
の
自
由
」

に
配
慮
し
て
弱
腰
で
性
善
説
に
立
つ
甘
い
も
の
か
の
典
型
例
で
あ
る
。

（
498
）　

古
川
俊
治
委
員
（
自
由
民
主
党
）・
四
月
一
七
日
一
四
頁
。

（
499
）　

大
臣
・
同
日
同
頁
。

（
500
）　

田
河
慶
太
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）・
同
日
同
頁
。

（
501
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
八
六
頁
。

（
502
）　

古
川
委
員
・
四
月
一
七
日
一
四
頁
。

（
503
）　

田
河
参
考
人
・
同
日
同
頁
。

（
504
）　
「
宣
言
よ
り
前
も
…
…
知
事
の
判
断
で
要
請
で
き
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」、「
二
つ
書
き
分
け
て
、
後
［
四
五
条
］
の
方
は

人
権
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
…
…
そ
の
場
合
の
要
請
が
前
［
二
四
条
九
項
］
と
同
じ
。
…
…
そ
れ
だ
っ
た
ら
前
の
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と
こ
ろ
に
い
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」。
古
川
委
員
・
同
日
一
四
～
一
五
頁
。

（
505
）　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
八
日
・
四
月
七
日
改
定
）
一
一
頁　

https://
w
w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/kihon_h

（4.7

）.pdf
（
505
の
2
）　

藤
原
・
前
掲
註（
14
の
2
）・
六
三
頁
は
、
ご
隠
居
が
「
い
わ
ゆ
る
休
業
要
請
は
多
段
階
的
手
順
？
」
の
項
で
「『
振
出
し
に
戻

る
』
っ
て
双
六
遊
び
み
た
い
じ
ゃ
ね
え
か
」
と
茶
化
し
て
い
る
。

②　

予
防
接
種
（
法
案
四
六
条
）

　

本
法
案
は
、
予
防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
発
生
時
に
お
い
て
「
医
療
の
提
供

の
業
務
又
は
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
に
寄
与
す
る
業
務
」
従
事
者
へ
の
「
特
定
接
種

0

0

0

0

」（
二
八
条
）
を
、
第
四
章
で
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
「
ま
ん
延
防
止
措
置
」
の
一
つ
と
し
て
「
住
民
に
対
す
る
予
防
接
種

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
四
六
条
）
を
規

定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
後
者
（
四
六
条
）
の
み
な
ら
ず
前
者
の
特
定
接
種
（
二
八
条
）
を
含
め
て
、
論
点
毎
に
検
討
し

た
い
。

　

予
防
接
種
（
以
下
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
と
い
う
）
の
本
論
に
入
る
前
に
二
点
確
認
事
項
が
あ
る
。

　

そ
の
第
一
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
し
て
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ

ン
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
前
の
段
階
で
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
変
異
す
る
可
能
性
が
高
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
基
に
製
造
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
」
で
、
我
が
国
で
は
、
Ｈ

5
Ｎ
1
亜
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
て
製
造
さ
れ
て
い
た
。
後
者
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
段
階
で
、
出
現
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
又
は
こ
れ
と
同
じ
抗
原
性
を
も
つ
ウ
イ
ル
ス
を
基

に
製
造
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
」
で
あ
る（（50
（

。
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そ
の
第
二
は
、
本
論
の
検
討
を
ス
ム
ー
ス
に
す
す
め
る
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
・
接
種
等
に
関
す
る
政
府
の
計
画
や
指
針
類

を
、
時
系
列
的
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
期
の
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
本
稿
二

0

0

0

（
20
）（
イ0

））
以
前
0

0

で
は
、
二
〇
〇
四
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書
」

及
び
翌
二
〇
〇
五
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る（（50
（

。
次
い
で
二
〇
〇
七
年
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
先
の
行
動
計
画
は
、「
初
期
対
応
と
し
て
、
医
療
従
事
者
、
社
会
機
能
維
持
者
等
を
対
象
と
し
た
緊
急
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
可
能
と
な
る
よ
う
。
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
原
液
の
製
造
・
備
蓄
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
の
ち
、

プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
接
種
対
象
者
、
供
給
及
び
接
種
体
制
、

接
種
場
所
、
接
種
人
員
・
接
種
用
具
を
検
討
し
、
つ
い
で
両
ワ
ク
チ
ン
共
通
課
題
と
し
て
、
接
種
後
の
副
反
応
・
副
反
応
の
報
告
制

度
、
ワ
ク
チ
ン
の
評
価
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る（（50
（

。
次
い
で
二
〇
〇
八
年
九
月
に
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
進
め
方
に
つ
い
て（（50
（

」、
翌
二
〇
〇
九
年
二
月
に
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
が
改
定
さ
れ
て
い
た（（51
（

、

第
二
期
の
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
時

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
年
五
月
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
早
急
な
開
発
・
製
造

に
取
り
組
む
」
と
い
う
の
み
で
あ
っ
た（（51
（

が
、
同
年
一
〇
月
一
日
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
の
確
保
、
接
種
等
に
つ

い
て
は
別
途
方
針
を
定
め
る
」
と
し
、
同
日
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針（（51
（

を
参
照
」

と
し
た（（51
（

。

　

第
三
期
の
本
法
案
審
議
の
二
〇
一
二
年

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
係
る
意
見
書（（51
（

」
が
出
さ
れ
た
。

　

第
四
期
（
本
特
措
法
の
制
定
後
）
に
は
、
二
〇
一
七
年
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
の
一
部
改
定（（51
（

、
翌
二
〇
一

八
年
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
一
部
改
定（（51
（

が
あ
り
、
本
感
症
（CO

V
ID

-19

）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
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策
に
つ
い
て
は
、
特
措
法
上
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
で
示
す
手
筈
に
な
っ
て
い
た（（
（
（51
（5
（51
（

。

（
α
）　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
位
置
づ
け

　

右
の
第
二
期
の
二
〇
〇
八
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
目
標
は
「
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
阻
止
し
、
健
康
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
」
及
び
「
社
会
・
経
済
を
破
綻
に
至
ら
せ

な
い
こ
と
」
に
あ
る
。
具
体
的
対
策
と
し
て
は
、
第
一
に
水
際
対
策
、
第
二
に
患
者
の
早
期
発
見
・
入
院
措
置
、
外
出
自
粛
や
手
洗

い
励
行
等
の
公
衆
衛
生
的
介
入
、
集
会
・
不
要
不
急
の
事
業
の
自
粛
等
に
よ
り
「
感
染
拡
大
の
速
度
を
で
き
る
限
り
抑
制
」、
第
三

に
坑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
効
果
的
投
与
、
第
四
に
医
療
従
事
者
等
に
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
緊
急
接
種
と
と

も
に
、
希
望
す
る
全
国
民
へ
の
接
種
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
「
複
数
の
対
策
を
総
合
的
・
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
戦
略
を
構
築
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」「
総
合
的
な
戦
略
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
そ
の
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

部0

と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
」（
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
い
た（（
（
（51
（5
（51
（

。

　

と
こ
ろ
が
翌
二
〇
〇
九
年
の
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針
」
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））
流
行
時
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
「
目
的
」
は
、「
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
及
び
そ
の
た
め
に
必
要
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
、
ぐ
っ
と
現
実
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る（（51
（

。

（
β
）　

ワ
ク
チ
ン
の
確
保

　

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
策
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
国
内
生
産
と
海
外
か
ら
の
輸
入
の
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
二
月
の

「
行
動
計
画
」
で
は
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
は
、
備
蓄
さ
れ
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後
、
直
ち
に
［
約
三
千
万
人

分
原
液
で
］
国
家
備
蓄
し
て
い
る
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
原
液
の
製
剤
化
を
…
…
ワ
ク
チ
ン
製
造
会
社
に
要
請
す
る
」。
他

方
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
は
準
備
段
階
で
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後
、
ウ
イ
ル
ス
株
が
固
定
さ
れ
て
か
ら
六
か
月

以
内
に
全
国
民
分
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
細
胞
培
養
法
な
ど
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
製
造
法
や
…
…
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生
産
ラ
イ
ン
の
整
備
を
推
進
」
し
「
細
胞
培
養
等
に
よ
る
製
造
体
制
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
鶏
卵
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク

チ
ン
の
製
造
体
制
に
お
い
て
可
能
な
限
り
の
生
産
能
力
の
向
上
を
図
」
り
、
い
ざ
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
は
「
ウ
イ
ル
ス

株
の
特
定
後
、
鶏
卵
等
の
確
保
が
で
き
次
第
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
を
開
始
す
る
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
会
社
に
要
請

す
る
」。
そ
し
て
「
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
構
造
の
変
異
等
に
伴
い
、
新
し
い
分
離
ウ
イ
ル
ス
株
の
入
手
状
況
に
応
じ
て
ワ
ク
チ
ン
製

造
用
候
補
株
の
見
直
し
を
逐
次
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
ワ
ク
チ
ン
製
造
会
社
に
指
示
す
る
」
と
し（（52
（

、
同
年
一
〇
月
の
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
基
本
方
針
」
で
は
、「
今
年
度
末
ま
で
に
、
国
内
産
ワ
ク
チ
ン
二
、
七
〇
〇
万
人
分
程
度
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
海
外
企
業

か
ら
五
、
〇
〇
〇
万
人
分
程
度
を
輸
入
す
る
こ
と
と
し
、
…
…
予
備
費
を
使
用
し
、
こ
れ
ら
ワ
ク
チ
ン
を
購
入
す
る
」
と
し
て（（52
（

、
ワ

ク
チ
ン
調
達
方
法
と
し
て
の
国
産
と
輸
入
の
内
訳
を
明
言
す
る
。
ま
た
、
本
法
案
上
程
直
前
の
二
〇
一
二
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、「
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
」
と
し
て
、
第
一
に
「
六
か
月
以
内
に
全
国
民
分
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
を
製
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
細
胞
培
養
法
等
の
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
製
造
法
等
の
研
究
・
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
生
産
ラ
イ
ン
の
整
備
を
推
進
」、
第
二
に
、「
早
期
の
供
給
を
図
る
た
め
に
、
一
〇
ml
等
の
マ
ル
チ
バ
イ
ア
ル（（52
（

を
主
と
し
て
供

給
」、
第
三
に
「『
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
』
の
承
認
等
に
基
づ
く
迅
速
な
承
認
を
実
施
（
必
要
に
応
じ
て
検
定
も
免
除
）」、
第
四

に
「
国
産
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
け
で
は
不
足
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
輸
入
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
確
保
を
検
討
」
と
し
た（（52
（

。

　

本
法
案
の
国
会
委
員
会
審
議
を
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
ウ
イ
ル
ス
株
の
入
手
に
つ
い
て
、「
海
外
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
場
合
、
日
本
は
速
や
か
に
ウ
イ
ル
ス
株
を
入
手
で
き
る
体
制
に
あ
る
の
か
」
と
の
委
員
質
問（（52
（

に
対
し
、
政
府
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
協
力
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
国
立
感
染
症
研
究
所
」
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
枠
組
み
を
通
じ
速
や
か
に
ウ
イ

ル
ス
株
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
回
答
し（（52
（

、
二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
（
豚
イ
ン
フ
ル
）
の
と
き
は
「
発
生
か
ら
約

一
か
月
後
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
推
奨
株
が
決
定
さ
れ
…
…
国
立
感
染
症
研
究
所
等
で
い
ろ
い
ろ
ワ
ク
チ
ン
株
を
推
奨
…
…
［
こ
の
間
］
一
月

掛
っ
て
お
り
、
二
か
月
後
に
国
内
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
に
生
産
開
始
を
要
請
し
た
」
と
答
え
る（（52
（

。
ま
た
「
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
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ク
ス
弱
毒
化
株
は
、
海
外
で
作
っ
た
も
の
を
日
本
国
内
に
持
ち
込
む
の
か
、
あ
る
い
は
野
生
株
を
そ
の
ま
ま
国
立
感
染
症
研
究
所
に

持
ち
込
ん
で
感
染
研
で
リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
弱
毒
化
株
を
作
る
の
か
、
あ
る
い
は
メ
ー
カ
ー
が
直
接
野
性
株
を
扱
う
こ
と

も
あ
る
の
か
」
と
の
質
問（（52
（

に
は
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
に
当
た
り
…
…
国
立
感
染
症
研
究
所
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
枠
組
み

を
通
じ
…
…
野
性
株
の
提
供
を
受
け
、
弱
毒
化
な
ど
の
処
理
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
株
の
開
発
を
進
め
る
」「
国
内
の
ワ
ク
チ
ン
製
造
会

社
が
直
接
海
外
か
ら
ワ
ク
チ
ン
株
を
入
手
す
る
こ
と
は
な
く
、
国
立
感
染
症
研
究
所
を
通
じ
て
ワ
ク
チ
ン
株
が
提
供
さ
れ
る
」
と
答

え
る（（52
（

。

　

第
二
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
体
制

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
、
参
考
人
は
、「
現
行
の
発
育
鶏
卵
を
用
い
た
季
節
性
［
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
］
ワ
ク

チ
ン
と
同
じ
方
法
で
作
り
ま
す
と
、
こ
れ
は
大
量
の
卵
、
一
億
個
以
上
の
卵
の
供
給
に
左
右
さ
れ
…
…
国
民
全
員
分
の
ワ
ク
チ
ン
を

作
る
に
は
一
年
半
掛
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
半
年
に
短
縮
す
る
た
め
に
細
胞
培
養
ワ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
方
法
を
今
開
発
し
て
い
る
…
…
ウ

イ
ル
ス
が
出
現
し
て
か
ら
最
初
に
供
給
さ
れ
る
ま
で
に
恐
ら
く
三
か
月
か
ら
四
か
月
…
…
そ
の
後
、
二
か
月
な
い
し
三
か
月
で
国
民

全
員
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
急
い
で
作
る
…
…
計
画
」
と
い
う（（52
（

。
委
員
か
ら
は
、
鶏
卵
培
養
法
に
よ
る
（
通
常
一
年
半
か
か
る
）
ワ
ク
チ

ン
生
産
期
間
短
縮
の
た
め
の
生
産
体
制
の
た
め
に
、
化
学
及
び
血
清
療
法
研
究
所
、
北
里
第
一
三
共
ワ
ク
チ
ン
（
株
）、
武
田
薬
品

工
業
（
株
）、
阪
大
微
生
物
病
研
究
会
の
四
事
業
者
に
臨
時
特
別
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況（（53
（

及
び
い
く
ら
の

お
金
が
渡
っ
て
い
る
か（（53
（

の
質
問
が
あ
っ
た
。
政
府
は
、
前
者
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、「
平
成
二
四
［
二
〇
一
二
］
年
度
中
に
臨
時

試
験
を
終
わ
ら
せ
、
薬
事
［
法
］
承
認
の
申
請
…
…
平
成
二
五
年
度
中
を
目
途
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
新
た
な
生
産

体
制
が
整
備
」
の
目
標
と
答
え（（53
（

、
後
者
の
金
額
は
「
現
時
点
で
交
付
し
て
い
る
額
…
…
は
三
六
二
億
円
」
と
答
え
た（（53
（

。

　

委
員
か
ら
は
、「
細
胞
培
養
法
で
も
六
か
月
近
く
掛
か
る
。
…
…
流
行
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
の
懸
念
が
表
明

さ
れ
た（（53
（

。
こ
れ
に
対
し
て
大
臣
は
、「
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
そ
の
対
応
の
全
て
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
含
め
て
ト
ー
タ
ル
な
対
応
」「
水
際
対
策
、
あ
る
い
は
外
出
の
自
粛
要
請
等
の
公
衆
衛
生
的
な
介
入
、
あ
る
い
は
タ
ミ
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フ
ル
な
ど
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
等
に
よ
る
治
療
に
よ
っ
て
、
実
は
感
染
法
の
ピ
ー
ク
を
な
る
べ
く
後
ろ
へ
向
け
て
ず

ら
し
て
…
…
そ
の
遅
ら
せ
た
ピ
ー
ク
に
間
に
合
う
よ
う
な
形
で
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
し
て
接
種
を
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な
こ

と
」「
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
の
は
…
…
第
二
波
、
そ
れ
か
ら
第
三
波
と
い
っ
た
流
行
も
懸
念
を
さ
れ
る
」
と
回
答

し
て
い
る（（53
（

。

　

第
三
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
を
始
め
て
も
、「
ウ
イ
ル
ス
の
型
が
途
中
で
変
容
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
、
だ
か

ら
違
う
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン
に
生
産
［
を
］
切
替
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
あ
る
い
は
［
全
国
民
］
一
億
二
千
万
人
分

も
実
は
要
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
お
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
れ
が
判
断
す
る
」
と
の
委
員
の
質
問
が
あ
る（（53
（

。
政
府
は
そ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、「
政
府
対
策
行
動
計
画
を
…
…
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
て
い
く
必
要
」「
学
識
経
験
者
の
意
見
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
政
府
対
策
本
部
と
し
て
方
向
性
を
決
め
て
い
く
」
と
回
答
す
る（（53
（

。

　

第
四
に
、
生
産
供
給
体
制
と
し
て
、
委
員
か
ら
、（
二
回
分
の
）
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
バ
イ
ア
ル
か
（
二
〇
回
分
の
）
一
〇
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
バ
イ
ア
ル
か（（53
（

と
問
わ
れ
、
政
府
は
二
〇
一
二
年
一
月
の
専
門
家
会
議
会
議
意
見
書
に
あ
る
よ
う
に
「
必
要
量
の
ワ
ク
チ
ン
を
可

能
な
限
り
短
期
間
で
製
造
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
…
…
早
期
の
供
給
に
適
し
て
い
る
一
本
一
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
等
の
マ
ル
チ

バ
イ
ア
ル
を
主
に
供
給
［
し
］
…
…
端
数
の
人
数
や
集
団
接
種
に
適
さ
な
い
対
象
者
へ
の
接
種
の
た
め
に
、
一
定
程
度
は
一
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
等
の
小
さ
な
バ
イ
ア
ル
を
供
給
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
」
い
る
と
答
弁
し
た（（53
（

。
ま
た
委
員
か
ら
、「
妊
婦
へ
は
保
存
剤

の
入
っ
て
い
な
い
一
回
分
用
の
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ（（54
（

製
剤
の
使
用
が
好
ま
し
い
［
が
］
…
…
四
事
業
者
の
う
ち
一
者
の
み
が
プ

レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ん
で
い
る
［
に
と
ど
ま
る
］」
と
の
指
摘（（54
（

に
対
し
て
、

「
希
望
す
る
妊
婦
等
に
配
慮
し
、
一
定
量
に
つ
い
て
保
存
剤
を
使
用
し
て
い
な
い
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ
製
剤
に
よ
り
供
給
で
き

る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る（（54
（

」
と
答
え
る
。

　

第
五
に
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
備
蓄
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
備
蓄
」
は
、
平
成
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一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
始
め
ら
れ
、
自
公
政
権
下
で
は
「
発
生
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
株
を
現
時
点
で
予
測
す
る
こ
と
は

困
難
で
…
…
毎
年
度
、
一
千
万
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
、
株
を
変
え
て
備
蓄
」
し
て
い
た
が
、「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
つ
い
て
は
、［
青
海
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
］
さ
ま
ざ
ま
な
株
が
存
在
」
す
る
［
た
め
］
…
…
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
［
備
蓄
す
る
株
を
］
決
定
…
…
ど
の
よ
う
に
備
蓄
」
す
る
の
か
質
問（（54
（

さ
れ
た
。
政
府
は
、「
現
在
、［
毎
年
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
専
門
家
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
て
］
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
5
Ｎ
1
の
中
か
ら
複
数
の
ウ
イ
ル
ス
株
を
選
定
し
、
プ
レ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
、
備
蓄
を
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た（（54
（

。

　

第
六
に
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））
の
ワ
ク
チ
ン
の
調
達
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
推
定
接
種
者
は
二
千

二
百
八
十
三
万
人（（54
（

と
さ
れ
…
…
国
産
で
二
百
六
十
億
円
、
外
資
で
八
百
五
十
三
億
円
使
っ
た
…
…
と
言
わ
れ
て
お
り
…
…
［
注
文

を
］
誰
が
決
め
た
」
か
と
質
問（（54
（

が
あ
り
、「［
同
年
一
〇
月
一
日
］
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針
…
…
を
策
定

［
し
］
…
…
二
回
接
種
を
前
提
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
、［
国
内
産
二
千
七
百
万
人
分
、
海
外
企
業
か
ら
五
千
万
人
分
、
合
計
］
七
千
七

百
万
人
分
程
度
の
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
す
る
方
針（（54
（

を
決
定
し
た
と
こ
ろ
」
と
回
答
し
た（（54
（

。
こ
れ
に
対
し
委
員
は
、「［
結
果
的
に
余
っ
て

し
ま
い
］
そ
の
決
定
は
正
し
く
な
か
っ
た
［
た
め
］
…
…
外
資
の
製
薬
会
社
に
違
約
金
［
を
］
…
…
幾
ら
払
い
ま
し
た
か
」
と
質
問（（54
（

し
、
政
府
は
、「
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
社
に
九
二
億
円
」
支
払
い
、
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
に
は
「
第
二
波
に
対
応
す
る
た
め

に
備
蓄
等
を
考
慮
し
て
も
な
お
余
剰
が
見
込
ま
れ
［
た
た
め
］
…
…
解
約
を
要
請
し
交
渉
を
行
っ
た
と
こ
ろ
…
…
違
約
金
な
し
で
解

約
に
至
っ
た
」
が
、「
同
社
［
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
］
は
他
国
で
も
場
合
に
よ
っ
て
は
違
約
金
な
し
で
解
約
し
て
い
る

例
」
が
あ
る
と
回
答
し
た（（55
（

。

（
506
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
平
成
二
五
年
六
月
二
六
日
・
平
成
三
〇
年
六
月
二
一
日
一
部
変
更
）
二
二
六
頁
。https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/fu/
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keikaku.htm
l＞

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
507
）　

二
〇
〇
四
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
四
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
予
防
接
種
法
の
対
象
疾
患

で
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
国
内
製
造
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
高
齢
者
等
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
需
給
検
討
会
の
需
要
量
予
測
に
基
づ
く
計
画
的
な
ワ
ク
チ
ン
製
造
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
三
年
に
国
内
製
造
も
約
一
、
四
八
一
万
本
ま
で
回
復
し
た
。
予
防
接
種
法
も
二
〇
〇
一
年
改
正
で
、
法
律
に
基

づ
き
高
齢
者
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
と
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
は
、
そ
の
ウ
イ

ル
ス
を
用
い
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
主
導
の
も
と
、
リ
バ
ー
ス
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
技
術
に
よ
る
弱
毒
株
の
作
成
、
弱
毒
株
高
増
殖
性
Ａ
／
Ｈ
5
Ｎ
1

ワ
ク
チ
ン
候
補
株
の
開
発
及
び
坑
血
清
の
作
成
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
検
討
小
委
員
会
『
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
報
告
書
』
一
一
～
一
二
頁
（
平
成
一
六
年
八
月
）https://w

w
w
/m

hlw
.go.jp/topics/2004/09/tp09903-1.

htm
l

　

そ
の
翌
年
二
〇
〇
五
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
書
」
に
よ
れ
ば
、
フ
ェ
ー
ズ
3
Ａ
（
国
内
非
発
生
）
で
「
プ
レ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
原
液
の
製
造
・
備
蓄
を
行
う
」「
接
種
に
関
す
る
基
本
方
針
の
策
定
及
び
接
種
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
す
る
」。

フ
ェ
ー
ズ
4
Ａ
（
国
内
非
発
生
。
感
染
集
団
は
小
さ
く
限
ら
れ
て
い
る
）
で
「
直
ち
に
、
国
家
備
蓄
し
て
い
る
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク

チ
ン
原
液
の
製
剤
化
を
行
う
よ
う
製
薬
会
社
に
要
請
」「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
株
の
特
定
後
、
鶏
卵
等
の
確
保
が
で
き
次
第
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
を
開
始
」「
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
構
造
の
変
異
等
に
伴
い
、
新
し
い
分
離
ウ
イ
ル
ス
株
の
入
手
状
況
に

応
じ
て
ワ
ク
チ
ン
製
造
用
候
補
株
の
見
直
し
を
逐
次
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
則
し
て
製
造
」
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」（
平
成
一
七
年
一
二
月
六
日
、
平
成
一
九
年
一
〇
月
改
定
）

三
四
、
五
一
頁
。https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/kettei/071026keikaku.pdf

（
508
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
一
九
年
三
月
二

六
日
）　https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/bunnya/kekkaku-kansennka04/pdf/09-09.pdf

（
509
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
め

方
に
つ
い
て
（
第
一
次
案
）」（
平
成
二
〇
年
九
月
一
八
日
）https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/dai21/shiryo2.pdf

（
510
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」（
平
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成
二
一
年
二
月
改
定
）
二
八
～
二
九
、
三
九
～
四
〇
、
五
〇
頁
。
内
閣
府＞

「
過
去
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」

https://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku_archive.htm

l＞

平
成
二
一
年
二
月
一
七
日
全
体
版
。

（
511
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
「
基
本
的
対
処
方
針
」
五
頁　

https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou04/influ_cope.htm
l＞

（
二
〇
〇
九
年
五
月
二
二
日
版
）「
基
本
的
対
処
方
針
」。

（
512
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針
」（
平
成
二
一
年
一

〇
月
一
日
）https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/kinkyu/kenkou/influenza/dl/influ09002-11.pdf　

同
年
一
二
月
一
五
日
改
訂
…
…

influ 09125-01.pdf

（
513
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
「
基
本
的
対
処
方
針
」
四
頁　

https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou04/influ_cope.htm
l＞

（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
日
版
）「
基
本
的
対
処
方
針
」。

（
514
）　

第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
484
）（
資
料
3
）
四
七
頁
以
下
、「
8
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
新
設
）
に
つ
い
て
」

（
515
）　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
」
平
成
二
五
年
六
月
七
日
・
平
成
二
九
年
九
月
一
二
日
変
更
。https://w

w
w
.

cas.go.jp/jp/seisaku/fu/keikaku.htm
l＞

政
府
行
動
計
画
。
同
サ
イ
ト
上
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
の
一

部
変
更
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
変
更
点
は
、
抗
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
備
蓄
目
標
量
の
変
更
、
法
令
の
一
部
改
正
に
よ
る
用

語
の
整
理
等
で
あ
る
。

（
516
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
平
成
二
五
年
六
月
二
六
日
［
＝
前
掲
註（
514
）］・
平
成
三
〇
年
六
月
二
一
日
改
定　

https://w
w
w
.cas.go.jp/jp/ful/keikaku/

pdf/h300631gl_guidline.pdf

（
517
）　

二
〇
二
〇
年
三
月
二
八
日
（
五
月
一
四
日
変
更
）
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
一
〇
頁
は
、

「
現
時
点
で
は
ワ
ク
チ
ン
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
施
策
の
う
ち
、

予
防
接
種
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
基
本
的
対
処
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
」。https://corona.go.jp/new

s＞

令
和
二
年
五

月
一
四
日

（
517
の
2
）　

そ
の
後
ワ
ク
チ
ン
（
輸
入
品
）
接
種
の
開
始
に
そ
な
え
て
二
〇
二
一
年
二
月
九
日
付
で
内
閣
官
房
・
厚
生
労
働
省
「
新
型
コ
ロ
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ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
」
が
公
表
さ
れ
た
。https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/bunkakai/

w
akuchin_sesyu.pdf

。
本
稿
執
筆
時
直
近
の
二
〇
二
一
年
六
月
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
四
五
～
四
六
頁
は
、「
予
防
接
種
の
実
施
体

制
や
接
種
順
位
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
二
月
九
日
『
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
』
を
踏
ま
え
接
種
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る

観
点
に
立
っ
て
行
う
こ
と
」
と
す
る
（
←
「
実
施
す
る
」
と
い
わ
な
い
で
「
…
…
実
施
す
る
観
点
に
立
っ
て
行
う
」
と
の
も
っ
て
ま
わ
っ

た
表
現
は
、
典
型
的
悪
文
で
あ
る
）https://corona.go.jp/new
s/new

s_20202411_53.htm
l＞

令
和
三
年
六
月
一
七
日
。

（
518
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
509
）・
一
～
二
頁
。

（
518
の
2
）　

本
稿
執
筆
最
終
時
点
（
二
〇
二
一
年
七
月
末
）
で
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
に
特
化
し
た
治
療
薬
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ

り
、
先
行
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
へ
の
過
度
の
期
待
も
あ
っ
て
か
、「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
戦
略
」
は
ど
こ
へ
や
ら
、
永
田
町
の
み
な

ら
ず
巷
で
も
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ば
外
出
自
粛
等
の
公
衆
衛
生
的
介
入
は
も
は
や
不
要
」
と
い
っ
た
誤
っ
た
認
識
が
横
行
し
て
い
る

よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

（
519
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
・
前
掲
註（
512
）・
一
頁
。

（
520
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
510
）・
二
八
～
二
九
、
三
九
～
四
〇
頁
。

（
521
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
・
前
掲
註（
512
）・
二
頁
。

（
522
）　
「
バ
イ
ア
ル
」
と
は
、
注
射
剤
を
入
れ
る
た
め
の
容
器
で
、
ガ
ラ
ス
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
瓶
に
ゴ
ム
で
栓
を
し
た
も
の
を

指
す
。https://answ
ers.ten-navi.com

/dictionary/cat04/3362/

（
523
）　

第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
484
）・
資
料
2
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

に
係
る
意
見
書
（
概
要
）」
七
頁
。
ワ
ク
チ
ン
輸
入
に
つ
い
て
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
体
制
は
平
成
二
五
年
度
中
を
目
途

に
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
全
国
民
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
速
や
か
に
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
ま
で
は
、
海
外
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

の
輸
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
同
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
514
）＝
「
資
料
3
・
意
見
書
全
文
」）・
五
二
頁
。

（
524
）　

は
た
と
も
こ
委
員
（
民
主
党
）・
四
月
一
七
日
四
頁
。

（
525
）　

外
山
千
也
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・
同
日
同
頁
。

（
526
）　

外
山
政
府
参
考
人
・
同
日
七
頁
。

（
527
）　

は
た
委
員
・
同
日
同
頁
。
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（
528
）　

外
山
政
府
参
考
人
・
同
日
同
頁
。

（
529
）　

田
代
眞
人
参
考
人
（
国
立
感
染
症
研
究
所
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）・
四
月
一
二
日
八
頁
。

（
530
）　

江
田
康
幸
委
員
（
公
明
党
）・
三
月
二
三
日
三
頁
。

（
531
）　

山
谷
え
り
子
委
員
・
四
月
一
七
日
七
～
八
頁
。

（
532
）　

辻
泰
弘
厚
生
労
働
副
大
臣
・
同
日
同
頁
。

（
533
）　

藤
田
一
枝
（
厚
生
労
働
）
大
臣
政
務
官
・
四
月
一
七
日
八
頁
。

（
534
）　

山
谷
え
り
子
委
員
（
自
由
民
主
党
）・
四
月
一
二
日
八
頁
、
同
月
一
七
日
七
頁
。
な
お
田
代
参
考
人
は
、「［
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
］

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
幸
い
な
こ
と
に
国
内
で
大
流
行
し
た
の
は
四
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
て
か
ら
半
年
く

ら
い
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
［
の
で
］
…
…
培
養
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
導
入
し
た
場
合
に
は
辛
う
じ
て
間
に
合
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
最
初
の
三
か
月
は
丸
腰
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
田
代
参
考
人
・
四
月
一
二
日
八
頁
。

（
535
）　

大
臣
・
四
月
一
七
日
七
頁
。

（
536
）　

山
谷
委
員
・
四
月
一
七
日
八
頁
。

（
537
）　

田
河
慶
太
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）・
同
日
八
頁
。

（
538
）　

は
た
委
員
・
四
月
一
七
日
五
頁
。

（
539
）　

外
山
政
府
参
考
人
・
同
日
五
頁
。
第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
514
）・
五
一
～
五
二
頁
は
、「
病
原
性

に
か
か
わ
ら
ず
、
早
期
の
供
給
を
図
る
た
め
に
供
給
バ
イ
ア
ル
サ
イ
ズ
は
一
〇
ml
等
の
マ
ル
チ
バ
イ
ア
ル
を
主
と
す
る
（
集
団
的
接
種
を

基
本
と
す
る
こ
と
を
前
提
）。
な
お
、
集
団
的
接
種
が
不
可
能
又
は
不
適
切
で
あ
る
接
種
対
象
者
、
各
種
会
場
に
お
け
る
端
数
の
人
数
及

び
小
規
模
な
医
療
機
関
の
医
療
従
事
者
へ
の
先
行
接
種
等
に
対
応
す
る
た
め
、
一
定
程
度
は
一
ml
等
の
小
さ
な
バ
イ
ア
ル
を
確
保
す
る
」

と
し
た
。

（
540
）　
「
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ
」
と
は
、
既
に
薬
剤
が
充
塡
さ
れ
て
い
る
注
射
器
を
指
す
。https://answ

ers.ten-navi.com
/

dictionary/cat04/3365/

（
541
）　

は
た
委
員
・
四
月
一
七
日
五
頁
。

（
542
）　

外
山
政
府
参
・
一
人
・
同
日
同
頁
。
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の
際
の
製
剤
化
に
お
け
る
バ
イ
ア
ル
の
分
量
の
選
定
経
緯
に
つ
い
て
は
、
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和
田
耕
治
「
ワ
ク
チ
ン
」
宮
村
・
和
田
・
前
掲
註（
8
）・
三
一
三
～
三
一
五
頁
に
詳
し
い
。

（
543
）　

江
田
康
幸
委
員
（
公
明
党
）・
三
月
二
三
日
三
頁
。

（
544
）　

外
山
政
府
委
員
・
同
日
三
～
四
頁
。
田
代
参
考
人
も
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
「
Ｈ
5
Ｎ
1
に
つ
い
て
は
、
現
在
鳥
の
間
で
流
行
し
て

い
る
ウ
イ
ル
ス
を
も
と
に
し
た
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
の
が
開
発
さ
れ
…
…
国
内
で
も
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
指
摘
す

る
。
田
代
参
考
人
・
四
月
一
二
日
八
頁
。

（
545
）　

厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
事
務
局
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
副
反
応
報
告
及
び
推
定

接
種
者
数
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
〇
年
四
月
三
〇
日
）「
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、「
接
種
開
始
か
ら
の
推
定
接
種
者
は
最
大
二
二
八
三
万

人
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/konkyu/kenkou/influenza/houdou/2010/04/dl/infuh0430-01.

pdf

、
和
田
・
前
掲
註（
542
）・
九
六
、
三
二
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
医
療
機
関
か
ら
報
告
を
受
け
て
は
な
い
が
、
一
回
目
接
種
数
一
八

一
一
万
回
、
二
回
目
の
接
種
数
と
合
わ
せ
て
も
延
べ
二
一
〇
八
万
回
で
あ
る
。　

な
お
接
種
回
数
決
定
の
経
緯
に
つ
い
て
、
和
田
・
同

右
・
三
〇
九
～
三
一
三
頁
に
詳
し
い
。

（
546
）　

山
谷
委
員
・
四
月
一
七
日
九
頁
。

（
547
）　

正
確
に
は
既
述
の
よ
う
に
、
前
掲
註（
513
）「
基
本
的
対
処
方
針
」
四
頁
は
「『
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針
』
を
参
照
」
と
し
、
前
掲

註（
512
）「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針
」
二
頁
で
、
ワ
ク
チ
ン
確
保
量
に
言
及
す
る
。

（
548
）　

藤
田
大
臣
政
務
官
・
同
日
同
頁
。

（
549
）　

山
谷
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
550
）　

外
山
政
府
参
考
人
・
同
日
同
頁
。
こ
れ
に
関
連
し
て
山
谷
委
員
は
、
の
ち
に
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
の
「
子
宮
癌
ワ
ク
チ

ン
、
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
、
こ
れ
に
公
的
補
助
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
急
展
開
で
決
ま
」
っ
た
理
由
を
問
う
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
す

る
。
山
谷
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
γ
）　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
順
位
―
―
そ
の
1

　
「［
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
］
ワ
ク
チ
ン
が
出
［
来
］
て
も
一
遍
に
全
て
の
国
民
に
渡
る
ほ
ど
の
ワ
ク
チ
ン
は
で
き
な
い
」
た
め
、「
実
態
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的
に
は
［
接
種
の
］
優
先
順
位

0

0

0

0

…
…
は
避
け
て
通
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

」（（55
（

（
傍
点
引
用
者
）。

　

国
会
委
員
会
審
議
の
本
題
に
入
る
前
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
順
位
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
議
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
振
り
返
っ
て
お
こ
う（（55
（

。

　

第
一
期
の
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
本
稿
二

0

0

0

（0
2 0
）0（
イ0

））
以
前
0

0

に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計
画
」
が
、（
国
内
非
発
生
の
）
フ
ェ
ー
ズ
3
Ａ
で
は
「
疫
学
情
報
、
製
造
可
能
量
に
基
づ
く
接
種
優
先
順
位
に
つ
い
て
検
討
す

る
」、（
国
内
発
生
。
感
染
集
団
は
小
さ
く
限
ら
れ
て
い
る
）
フ
ェ
ー
ズ
4
Ｂ
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承
認
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
「
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
［
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
］
に
つ
い
て
、
緊
急
的
に
、
医
療
従
事
者
及

び
社
会
的
機
能
維
持
者
等
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
場
所
に
配
分
し
、
状
況
に
応
じ
接
種
を
行
う
」、
ま
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
状
況
に
応
じ
、
医
療
従

事
者
及
び
社
会
的
機
能
維
持
者
等
を
対
象
に
、
本
人
の
同
意
の
上
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
［
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
］

の
接
種
を
検
討
す
る
」。「［
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
は
全
国
民
で
あ
る
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

］
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ
れ

次
第
、
希
望
者
へ
の
接
種
を
開
始
す
る
。
…
…
供
給
量
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
場
合
の
優
先
接
種
者

0

0

0

0

0

は
、
医
療
従
事
者

0

0

0

0

0

、
社
会
的
機

0

0

0

0

能
維
持
者

0

0

0

0

、
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

等
を
含
め
、
具
体
的
に
列
挙
す
る
」「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
量
に
一
定
の
限
界
が

あ
る
場
合
に
は
、
医
療
従
事
者
及
び
社
会
的
機
能
維
持
者
等
を
対
象
に
、
本
人
の
同
意
の
上
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
ワ
ク
チ
ン
［
プ
レ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
］［
又
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
］
の
接
種
を
［
状
況
に
即
し
て
］
検
討
す
る
」
と
し
た（（55
（

（
傍
点
引
用
者
）。

　

二
〇
〇
七
年
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

接
種
に

つ
い
て
、「
流
行
の
波
は
複
数
回
あ
る
と
考
え
ら
れ
…
…
一
つ
の
波
の
流
行
は
約
二
か
月
間
続
く
」
こ
と
か
ら
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
体
制
が
整
う
ま
で
の
間
、
限
ら
れ
た
資
材
の
中
で
国
民
の
生
命
や
生
活
を
守
た
め
に
、
緊
急
的
に
［
二
か
月
間
機
能

停
止
す
る
こ
と
で
国
民
生
活
や
社
会
的
機
能
が
破
綻
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
］
医
療
従
事
者
及
び
社
会
的
機
能
維
持
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

等
…
…
感
染
す

る
危
険
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
者
か
ら
順
に
、
本
人
の
同
意
の
上
で
接
種
」
す
る
と
し
た
。
ま
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

接
種
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に
つ
い
て
、「
対
象
は
全
国
民

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
量
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
ず
0

0

医
療
従
事
者
及
び
社
会
的
機
能
維
持
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
う
ち
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
の
お
そ
れ
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
者
か
ら
順
に
、

本
人
の
同
意
の
上
で
接
種
」
す
る
と
し
、
そ
れ
以
外
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
、
小
児
、
成
人
、
高
齢
者
の

四
群
に
分
け
、「
死
亡
者
数
を
最
小
限
に
す
る
と
い
う
考
え
方
を
原
則
と
す
る
が
、
我
が
国
の
将
来
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
の
で
…
…
ウ
イ
ル
ス
の
タ
イ
プ
に
応
じ
、
接
種
の
優
先
順
位
を
検
討
す
る
」
と
す
る（（55
（

（
傍
点
引
用
者
）。

　

翌
二
〇
〇
八
年
春
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
を
感
染
症
の
新
類
型
に
加
え
た
感
染
症
法
改
正
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）

Ｂ
）
の
両
院
厚
生
労
働
委
員
会
附
帯
決
議
に
お
い
て
、「
二
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
性
や
安
全

性
を
研
究
す
る
と
と
も
に
医
療
関
係
者
等
優
先
接
種
対
象
者
へ
の
優
先
順
位
や
接
種
体
制
、
接
種
時
期
等
の
接
種
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
」、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
「
三
、
…
…
全
国
民
を
対
象
に
迅
速
か
つ
適
切
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
で
き
る
よ
う
、
薬
剤
師
及
び
保
健
師
等
を
活
用
し
た
投
与
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
」
と
決
議
さ
れ
て
い
る（（55
（

。

　

同
年
秋
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
め
方
」
は
、
前
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
同
様
に
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
と
も
に
「
医
療
従
事
者
等
へ
の
先
行
的
な
接
種
」
を
提

唱
す
る
。
先
行
接
種
対
象
の
業
種
・
職
種
に
つ
い
て
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
…
…
［
医
療
従
事
者
を
含
む
］
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

時
に
即
座
に
第
一
線
で
対
応
す
る
業
種
・
職
種
」（
感
染
拡
大
防
止
・
被
害
の
最
小
化
に
資
す
る
業
種
・
職
種
）、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
…
…
国

民
の
生
命
・
健
康
・
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
業
種
・
職
種
」（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
意
思
決
定
に
関
わ
る
者
、
国
民
の

生
命
・
健
康
の
維
持
に
関
わ
る
業
種
・
職
種
、
国
民
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
業
種
・
職
種
）「
カ
テ
ゴ
リ
ー
…
…
国
民
の
最
低
限
の
生
活

の
維
持
に
関
わ
る
業
種
・
職
種
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
に
関
わ
る
業
種
・
職
種
）」
と
い
う
ふ
う
に
詳
細
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
そ

し
て
右
以
外
の
国
民
全
体
の
接
種
順
位
に
つ
い
て
は
、「
現
時
点
に
お
い
て
は
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
検
討

を
進
め
る
」
と
留
保
し
て
い
た（（55
（

。
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二
〇
〇
九
年
二
月
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画（（55
（

」
に
お
け
る
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
方
針
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
版

と
同
様（（55
（

」
で
あ
る
。
同
月
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
目
次
に
あ
る
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
該
当
頁
に
は
「
お
っ
て
策
定
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
記
載
す
る
の
み（（55
（

で
、
結
局
ワ
ク
チ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
策
定
さ
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（（56
（

。

　

第
二
期
の
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
本
稿
二

0

0

0

（
2 0

）（
イ0

））
国
内
発
生

0

0

0

0

（
五
月
）
か
ら
半
年
弱
に
策
定
さ
れ
た
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

基
本
方
針
」
は
、
優
先
的
に
接
種
す
る
対
象
者
に
つ
い
て
、「
当
面
、
確
保
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
に
制
限
が
あ
り
、
そ
の
供
給
も

順
次
行
わ
れ
て
い
く
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

及
び
そ
の
た
め
に
必
要
な

0

0

0

医
療
を
確
保
す
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
目
的
に
照
ら
し
」（
傍
点
引
用
者
）、
第
一
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診
療
に
直
接
従
事
す
る
医
療
従
事

者
（
救
急
隊
員
を
含
む
）、
第
二
に
妊
婦
及
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
（
こ
の
中
で
も
、
一
歳
～
小
学
校
低
学
年
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
の

接
種
を
優
先
）、
第
三
に
一
歳
～
小
学
校
低
学
年
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
、
第
四
に
一
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者
及
び
優
先
接
種
対

象
者
の
う
ち
身
体
上
の
理
由
に
よ
り
予
防
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
者
の
保
護
者
等
の
順
に
「
優
先
的
に
接
種
を
開
始
」
し
、
さ
ら
に

「［
第
五
に
］
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
、
高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
及
び
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
」
の
順
と
し
て
い
た（（56
（

。

　

第
三
段
階
の
本
法
案
審
議
の
二
〇
一
二
年

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
」
で
は
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
は
、「
医
療

従
事
者
や
社
会
機
能
の
維
持
に
関
わ
る
者
に
対
し
、
接
種
」
と
従
前
通
り
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
順
位
は
、
ま

ず
「
医
療
従
事
者
」
に
疑
い
は
な
い
が
、「
社
会
機
能
の
維
持
に
関
わ
る
者
」
の
先
行
接
種
は
、「
病
原
性
が
高
い
た
め
、
早
期
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
わ
な
け
れ
ば
欠
勤
率
が
高
く
な
り
、
社
会
機
能
維
持
に
必
要
な
人
員
の
確
保
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
」
場

合
に
、「
政
府
対
策
本
部
が
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
判
断
す
る
」
と
す
る
に
と
ど
め
る
。
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
、
小
児
、
成
人
・

若
年
者
、
高
齢
者
の
四
群
に
分
類
さ
れ
る
先
行
接
種
者
以
外
の
者
の
接
種
順
位
は
、「
ワ
ク
チ
ン
の
病
原
性
、
各
年
齢
層
に
お
け
る

重
症
化
率
及
び
死
亡
率
に
関
す
る
情
報
等
を
国
内
外
か
ら
情
報
収
集
し
、
政
府
対
策
本
部
が
、
接
種
順
位
を
決
定
す
る
」
と
す
る
。
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そ
し
て
「
重
症
化
、
死
亡
率
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
考
え
方
」（
成
人
・
若
年
者
に
重
症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の

新
型
イ
ン
フ
ル
、
高
齢
者
に
重
症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
、
小
児
に
重
症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
の
三
ケ
ー
ス
）

「
我
が
国
の
将
来
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
考
え
方
」（
成
人
・
若
年
者
に
重
症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
、
高
齢
者
に
重

症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
の
二
ケ
ー
ス
）「
重
症
化
、
死
亡
率
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
併
せ
て

我
が
国
の
将
来
を
守
る
こ
と
に
も
重
点
を
置
く
考
え
方
」（
成
人
・
若
年
者
に
重
症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
、
高
齢
者
に
重

症
者
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
の
二
ケ
ー
ス
）
の
三
つ
の
選
択
肢
を
示
唆
し
て
い
る（（56
（

。

　

本
措
置
法
制
定
の
翌
年
二
〇
一
三
年
の
「
政
府
行
動
計
画
」
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
及
び
優
先
順
位
の
考
え
方
は
、

二
〇
一
二
年
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
」
に
お
け
る
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
が
「
特
定
接
種
」（
措
置
法
二
八
条
）
に
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
が
「
住
民
接
種
」（
四
六
条
）
に
置
き
か
わ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

住
民
接
種
に
つ
い
て
「
国
は
…
…
接
種
の
順
位
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
、
重
症
化
し
や
す
い
者
等
の
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
接
種
順
位
を
決
定
す
る
（
厚
生
労
働
省
、
内
閣
府
）」
と
す
る
に
と
ど
ま
る（（56
（

。

　

も
っ
と
も
二
〇
一
三
年
の
「
政
府
行
動
計
画
」
の
別
添
「
特
定
接
種
の
対
象
と
な
り
得
る
業
種
・
職
務
に
つ
い
て
」
で
は
、「［
法

二
八
条
の
］
特
定
接
種
の
登
録
事
業
者
」
と
し
て
、
医
療
分
野
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
医
療
型
、
重
大
・
緊
急
医
療
型
）、
国
民
生

活
・
国
民
経
済
安
定
分
野
（
介
護
・
福
祉
型
、
指
定
公
共
機
関
型
、
指
定
公
共
機
関
同
類
型
、
そ
の
他
）、
次
い
で
「
特
定
接
種
の
対
象

と
な
り
得
る
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
」
と
し
て
、
区
分
1
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
よ
り
対
応
が
必
要
と
な
る

職
種
（
＝
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
よ
り
生
ず
る
又
は
増
加
す
る
職
務
）、
区
分
2
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
関

わ
り
な
く
、
行
政
に
よ
る
継
続
的
な
実
施
が
強
く
求
め
ら
れ
る
国
民
の
緊
急
の
生
命
保
護
と
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
る
業
務
や
国

家
の
危
機
管
理
に
関
す
る
職
務
、
区
分
3
・
民
間
の
登
録
事
業
者
と
同
様
の
職
務
に
分
類
し
て
、
表
に
ま
と
め
て
い
る（（56
（

。

　

二
〇
一
七
年
の
同
計
画
の
一
部
改
定
で
は
、
特
定
接
種
は
、
二
〇
一
三
年
別
添
・
特
定
接
種
対
象
業
種
・
職
務
の
表
に
あ
る
「
国
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民
生
活
・
国
民
経
済
安
定
分
野
」
の
「
指
定
公
共
機
関
同
類
型
」
が
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
型
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
網
羅
す
る

業
種
が
若
干
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
二
〇
一
三
年
計
画
を
踏
襲
し
て
い
る（（56
（

。
ま
た
住
民
接
種
（
特
措
法
四
六
条
又

は
予
防
接
種
法
六
条
三
項
「
新
臨
時
接
種（

（56
（

」）
に
つ
い
て
も
、「
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
基
本

的
対
処
方
針
等
試
問
委
員
会
に
諮
っ
た
上
で
、
政
府
対
策
本
部
に
お
い
て
決
定
す
る
」
と
、
こ
れ
ま
た
二
〇
一
三
年
計
画
を
踏
襲
し

て
い
る（（56
（

。

　

翌
二
〇
一
八
年
の
「
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
ま
ず
特
措
法
二
八
条
の
特
定
接
種
の
登
録
対
象
者
は
、
前
年
の
行
動
計
画
と

同
様
、
別
添
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
ほ
か
、
ス
テ
ッ
プ
1
・
公
益
性
・
公
共
性
の
観
点
か
ら
「
医
療
の
提
供
の
業
務
又
は
国
民
生

活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
に
寄
与
す
る
業
務
」
を
行
う
事
業
者
に
該
当
す
る
業
種
を
選
定
す
る
「
業
種
基
準
」、
ス
テ
ッ
プ
2
・
特

措
法
四
条
三
項
の
事
業
継
続
義
務
を
果
た
し
得
る
事
業
者
を
選
定
す
る
「
事
業
者
基
準
」、
ス
テ
ッ
プ
3
・
ス
テ
ッ
プ
2
で
絞
り
込

ん
だ
事
業
者
の
従
業
員
の
う
ち
、
当
該
業
務
に
「
従
事
す
る
者
」
を
選
定
す
る
「
従
事
者
基
準
」
と
い
う
「
登
録
対
象
者
の
基
準
」

に
よ
り
、
対
象
者
を
さ
ら
に
し
ぼ
り
こ
も
う
と
し
て
い
る（（56
（

。

　

次
い
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
住
民
接
種
の
接
種
優
先
順
位
に
つ
い
て
右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
特
定
接
種
が
行
わ
れ
な
い

場
合
、
ま
ず
…
…
医
療
関
係
者
」
と
し
、
医
療
関
係
者
以
外
の
順
位
は
「
重
症
化
し
や
す
い
者
等
、
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
基
本
的
対
処
方
針
等
試
問
委
員
会
に
諮
っ
た
上
で
、
政
府
対
策
本
部
に
お
い
て
決
定
す
る
」
と
す

る
。
そ
し
て
住
民
接
種
の
対
象
者
を
、
二
〇
〇
九
年
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針
」
と
同
様
に
、「
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
（
基

礎
疾
患
を
有
す
る
者
、
妊
婦
）」、「
小
児
（
一
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者
及
び
身
体
的
な
理
由
に
よ
り
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
小
児
の
保

護
者
を
含
む
）」、「
成
人
・
若
年
者
」、「
高
齢
者
」
の
四
群
に
分
類
し
た
上
で
、
二
〇
一
二
年
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
と
同
様
に
、

「
重
症
化
、
死
亡
者
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
考
え
方
」
の
ほ
か
、「
我
が
国
の
将
来
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
お

い
た
考
え
方
や
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
併
せ
た
考
え
方
…
…
を
踏
ま
え
判
断
」
と
し
た（（56
（

。
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ち
な
み
に
本
感
染
症（CO

V
ID
-19

）の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、二
〇
二
〇
年
五
月
に
は「
現
時
点
で
は
ワ
ク
チ
ン

が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
施
策
の
う
ち
、
予
防
接
種
に
係
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
本
基
本
的
対
処
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
」
と
す
る
の
み
で
あ
る（（
（
（57
（5
（57
（

。

（
δ
）　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
順
位
―
―
そ
の
2

　

本
法
案
の
国
会
委
員
会
審
議

0

0

0

0

0

0

0

を
み
る
と
、
法
案
二
八
条
の
「
特
定
接
種

0

0

0

0

」
の
優
先
順
位

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
、
二
〇
〇
八
年
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
め
方
」
で
「
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
［
接
種
対
象
業
種
・
職
種
が
］
示
さ
れ
た（（57
（

」
が
、

「
日
本
医
師
会
か
ら
、『
医
療
従
事
者
』
の
範
囲
に
事
務
職
員
も
含
め
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う
要
望
」
も
あ
り
「
特
定
接
種
の
対
象
者

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
議
論
し
て
決
定
し
て
い
く
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
る（（57
（

。
政
府
は
、「
法
案
六
条
二
項
三
号
で
、
政
府
行
動
計

画
を
つ
く
る
中
で
［
二
八
条
一
項
一
号
の
］
登
録
基
準
を
定
め
る
と
い
う
規
定
」
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
二
〇
〇
八
年
の
「
進

め
方
」
が
「
一
つ
の
土
台
と
な
る
」
が
、
法
案
に
お
い
て
指
定
公
共
機
関
（
二
条
六
号
）、［
特
定
接
種
を
受
け
る
］
登
録
事
業
者

（
二
八
条
一
項
一
号
）
の
業
務
の
継
続
的
に
実
施
す
る
努
力
義
務
（
四
条
三
項
）、
特
定
接
種
へ
の
円
滑
な
実
施
の
協
力
（
二
八
条
四
項
）

と
い
っ
た
「
枠
組
み
が
三
年
前
と
［
異
な
り
］
進
化
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
医
療
関
係
者
を
含
め

て
幅
広
く
御
専
門
家
の
方
ま
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
…
…
国
民
的
な
議
論
を
行
い
な
が
ら
、
こ
の
政

府
行
動
計
画
の
中
の
一
つ
と
し
て
速
や
か
に
決
定
で
き
る
よ
う
に
今
後
鋭
意
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
す
る（（57
（

。

　

次
い
で
法
案
四
六
条
の
住
民
に
対
す
る
予
防
接
種
の
接
種
順
位
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
で
は
「
優
先
接
種
対
象
者
と

し
て
、
医
療
従
事
者
、
妊
婦
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
者
、
子
供
、
高
齢
者
と
い
う
順
に
優
先
順
位
を
決
定
し
て
順
次
接
種
［
し
た
が
］

…
…
今
後
ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
の
対
象
者
を
決
め
て
い
く
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
る（（57
（

。
大
臣
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
専
門
家
会
議
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
係
る
意
見
書
で
は
「
重
症
化
や
死
亡
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
に
医
学
的

に
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
々
か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
観
点
、
…
…
日
本
の
将
来
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
子
供
た
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ち
か
ら
接
種
を
し
て
い
く
と
い
う
観
点
［
等
が
］
…
…
考
え
方
と
し
て
示
さ
れ
た（（57
（

」
が
、「
法
案
に
基
づ
い
て
住
民
に
対
す
る
予
防

接
種
を
実
施
す
る
際
に
は
、
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
、
そ
れ
か
ら
各
年
齢
層
に
お
け
る
重
症
化

率
及
び
死
亡
率
に
関
す
る
情
報
等
を
国
の
内
外
か
ら
情
報
収
集
い
た
し
ま
し
て
、
改
め
て
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
政
府
対

策
本
部
に
お
い
て
優
先
接
種
対
象
者
を
決
定
し
て
、
基
本
的
な
対
処
方
針
に
お
い
て
示
し
て
い
く
と
い
う
手
順
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
、

「
し
か
し
、
例
え
ば
、
あ
ら
か
じ
め
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
、
順
位
づ
け
し
て
検
討
し
て
お
く
と
い

う
こ
と
な
ど
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
緊
急
事
態
等
に
迅
速
に
優
先
接
種
対
象
者
を
決
定
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
少

し
工
夫
を
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
た（（57
（

。

　

最
後
に
接
種
順
位
か
ら
派
生
す
る
論
点
と
し
て
、「
児
童
生
徒
、
園
児
に
対
し
て
速
や
か
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
は
、
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
等
で
集
団
接
種
を
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
個
別
に
医
療
機
関
で
行
う
こ
と
と
す
る
の
か
」
と

の
委
員
の
質
問（（57
（

に
対
し
て
、
政
府
は
、「［
二
〇
一
二
年
］
一
月
に
専
門
家
会
議
が
と
り
ま
と
め
た
意
見
書
［
に
お
い
て
］
…
…
公
的

な
施
設
を
活
用
す
る
等
に
よ
り
接
種
会
場
を
確
保
し
、
原
則
と
し
て
集
団
接
種
を
行
う
と
提
言
さ
れ
て
お
り
…
…
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
安
全
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
具
体
的
な
接
種
体
制
の
構
築
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た（（57
（

。

（
551
）　

尾
身
茂
参
考
人
・
四
月
一
二
日
九
頁
。

（
552
）　

特
定
接
種
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
第
一
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
・
社
会
機
能
に
関
す
る
分
科
会
資
料

4
「
特
定
接
種
に
関
す
る
検
討
の
経
緯
」
は
、
年
表
形
式
で
ま
と
め
て
お
り
便
利
で
あ
る
。https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

ful/syakai/dai1/sydai.htm
l＞

資
料
4
。

（
553
）　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
507
）（
平
成
一
七
年
、
平
成
一
九
年
一
〇
月
改
定
）・
三
四
、
五
一

～
五
二
頁
。
本
稿
本
文
で
引
用
の
フ
ェ
ー
ズ
4
ｂ
部
分
は
、
厚
生
労
働
省
サ
イ
ト
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
く
対
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策
の
推
進
に
つ
い
て
」
の
「
行
動
計
画
」（
平
成
一
七
年
、
平
成
一
八
年
五
月
改
定
）
フ
ェ
ー
ズ
4
ｂ
・
三
～
四
頁　

https://w
w
w
.

m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansennshou04/03_01_4b.htm
l

と
微
妙
に
表
現
が
異
な
る
う
え
に
、
後
者
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
接
種
者
に
関
す
る
記
述
が
、
前
者
で
は
消
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
本
文
で
は
、
後
者
・
平
成
一
八
年
版

を
下
敷
き
に
、
カ
ギ
括
弧
内
に
前
者
・
平
成
一
九
年
版
を
記
し
た
。

　

な
お
平
成
一
九
年
の
「『
行
動
計
画
』
改
定
の
概
要
」
に
よ
れ
ば
、「
旧
計
画
に
お
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国
内
発
生
以
降

か
ら
接
種
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
国
外
発
生
（
国
内
未
発
生
）
時
か
ら
あ
ら
か
じ

め
接
種
を
開
始
す
る
こ
と
」
に
な
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
る
。https://w

w
w
.cas.go.jp/seisaku/ful/keikaku_archive.htm

l＞

平
成

一
九
年
一
〇
月
二
六
日＞
改
訂
概
要
。

（
554
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
508
）・
一
六
七
～
一
六
八
頁
。「
社
会
的
機
能
維
持
者
」
は
、
治
安
維
持
（
消
防
士
、

警
察
官
、
自
衛
隊
員
、
海
上
保
安
官
、
矯
正
職
員
等
）、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
（
電
気
事
業
者
・
水
道
事
業
者
・
ガ
ス
事
業
者
・
石
油
事

業
者
・
食
料
品
販
売
関
係
者
等
）、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
危
機
管
理
に
携
わ
る
者
（
国
会
議
員
、
地
方
議
会
議
員
、
都
道
府
県
知
事
、

市
町
村
長
、
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の
う
ち
危
機
管
理
に
携
わ
る
者
等
）
と
さ
れ
て
い
る
。
同
右
・
一
六
八
頁
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位
の
考
え
方
の
整
理
に
い
う
「
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
」
と
は
、「
呼
吸
器
疾
患
、
心
臓
血

管
系
疾
患
を
有
す
る
者
等
、
発
症
す
る
こ
と
に
よ
り
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
者
」
を
指
す
（
同
右
・
一
七
一
頁
）。

そ
し
て
、
優
先
順
位
づ
け
と
し
て
「
重
症
化
、
死
亡
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
」
シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
、
成
人
・
若
年
者
に
重
症
が
多
い
タ
イ

プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
・
成
人
・
小
児
・
高
齢
者
の
順
、
逆
に
高
齢
者
に
重
症
が
多
い
タ
イ
プ
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
・
高
齢
者
・
小
児
・
成
人
の
順
、「
我
が
国
の
将
来
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
」

シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
、
成
人
・
若
年
者
に
重
症
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
小
児
・
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
・
成
人
・

高
齢
者
の
順
、
逆
に
高
齢
者
に
重
症
が
多
い
タ
イ
プ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
小
児
・
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
・
高
齢
者
・
成
人

の
順
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
て
い
る
（
同
右
・
一
七
一
～
一
七
二
頁
）。
後
者
の
「
我
が
国
の
将
来
を
守
る
」
と
い
う
選
択
肢
に
お
い
て
す

ら
「
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
」
の
優
先
順
位
が
高
い
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
555
）　

衆
議
院
附
帯
決
議
（
平
成
二
〇
年
四
月
二
三
日
）、
参
議
院
附
帯
決
議
（
翌
二
四
日
）
と
も
に
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
二

一
、
七
二
三
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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（
556
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
509
）・
四
～
五
、
六
～
九
、
一
四
～
一

九
頁
。

（
557
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
510
）。

（
558
）　

第
一
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
・
前
掲
註（
552
）（
資
料
4
）・
二
頁
。

（
559
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
平
成
二
一
年
二
月
一
七
日
）
八
七
頁
。https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/13.htm

l＞

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン＞

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

（
560
）　

第
一
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
・
前
掲
註（
552
）（
資
料
4
）・
二
頁
。

（
561
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
・
前
掲
註（
512
）・
一
～
二
頁
。

（
562
）　

第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
514
）・
四
七
～
四
九
頁
。

（
563
）　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
」（
平
成
二
五
年
六
月
七
日
）
一
八
～
二
一
、
五
五
頁
。https://w

w
w
.cas.go.

jp/jp/seisaku/ful/keikaku_archive.htm
l＞

平
成
二
五
年
六
月
七
日
全
体
版
。

（
564
）　

同
右
・
七
七
～
八
五
頁
。

（
565
）　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
」（
平
成
二
九
年
九
月
一
二
日
）・
前
掲
註（
515
）・
四
六
、
七
七
～
八
五
頁
。
ち
な

み
に
私
の
職
業
で
い
う
と
、
教
育
は
「
登
録
事
業
者
」
に
も
「
公
務
員
」
に
も
な
い
。
法
曹
関
係
も
刑
事
手
続
き
の
法
務
省
の
み
で
弁
護

士
、
裁
判
官
も
対
象
外
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
566
）　

二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
時
は
「
予
防
接
種
法
上
で
、
病
原
性
の
弱
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
枠
組
み
が
な
い
た
め
、
法
に

基
づ
か
な
い
厚
生
労
働
省
の
事
業
と
し
て
、
国
民
に
対
す
る
予
防
接
種
を
実
施
→
そ
の
後
、
予
防
接
種
法
改
正
に
よ
っ
て
「
新
臨
時
接

種
」
の
枠
組
み
が
明
確
化
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
・
前
掲
註（
552
）・
二
頁
。

（
567
）　

同
右
・
四
七
、
五
五
頁
。

（
568
）　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
三
〇
年
六
月
二
一
日
）・
前
掲
註（
516
）・
九
三
～
九
六
、
一
一
二
～
一
二

六
頁
。

（
569
）　

同
右
・
九
八
～
九
九
頁
頁
。
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（
570
）　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
三
月
二
八
日
（
五
月
一
四
日
変
更
）
一
〇
頁　

https://corona.
go.jp/new

s＞

令
和
二
年
五
月
一
四
日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」

（
570
の
2
）　

本
稿
執
筆
時
直
近
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
四
五
～
四
六
頁
は
、「
予
防
接
種
の
実
施
体
制
や
接
種
順
位
等
に
つ
い
て
は
、
令

和
三
年
二
月
九
日
『
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
』」
を
踏
ま
え
接
種
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
観
点
に
立
っ
て
行
う
こ
と
」
と
す

る
。https://corona.go.jp/new

s/new
s_20202411_53.htm

l＞

令
和
三
［
二
〇
二
一
］
年
六
月
一
七
日
。
右
に
引
用
す
る
「
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
」
は
、
同
年
二
月
九
日
付
内
閣
官
房
・
厚
生
労
働
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
」
を
指
し
、
そ
の
三
頁
及
び
別
紙
（
五
～
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
本
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
順
位
は
、
第
一
に
医
療
従
事
者
等
、

第
二
に
高
齢
者
、
第
三
に
高
齢
者
以
外
で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
及
び
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
者
は
、

「
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
順
次
接
種
」
と
す
る
。
な
お
右
の
医
療
従
事
者
等
に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
…
…
に
頻
繁
に
接
す
る
機
会
の
あ
る
医
師
そ
の
他
の
職
員
0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
が
含
ま
れ
る
。https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/

seisaku/ful/bunkakai/w
akuchin_sesyu.pdf

（
571
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
509
）・
六
頁
以
下
。

（
572
）　

江
田
康
幸
委
員
（
公
明
党
）・
三
月
二
三
日
四
頁
。
ち
な
み
に
質
問
の
医
療
従
事
者
は
、
二
〇
〇
八
年
「
進
め
方
」
で
は
、
医
療
従

事
者
（
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
職
員
・
発
熱
外
来
等
の
職
員
）
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
、
そ
れ
以
外
の
医
療
従
事
者
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。
他
の
職
種
に
付
さ
れ
た
括
弧
書
き
と
の
並
び
か
ら
す
る
と
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
検
査
技
士
等
は
、
右
括
弧
書

き
の
「
職
員
」
に
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
事
務
職
員
を
含
ま
な
い
表
現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
573
）　

後
藤
斎
内
閣
府
副
大
臣
・
同
日
二
、
四
頁
。

（
574
）　

江
田
委
員
・
三
月
二
三
日
四
頁
。

（
575
）　

第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
514
）・
四
八
頁
以
下
。

（
576
）　

中
川
正
春
国
務
大
臣
・
三
月
二
三
日
四
頁
。
大
臣
答
弁
に
あ
る
「
し
か
し
、
例
え
ば
…
…
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
作
業
の
形

跡
と
し
て
、
特
定
接
種
に
限
っ
て
は
い
る
が
、
法
案
成
立
四
か
月
後
の
第
一
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
・
前
掲
註

（
552
）が
あ
る
。

（
577
）　

は
た
委
員
・
四
月
一
七
日
五
頁
。
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（
578
）　

外
山
政
府
参
考
人
・
同
日
同
頁
。
政
府
答
弁
で
引
用
さ
れ
た
専
門
家
会
議
は
、「
原
則
と
し
て
集
団
接
種
」
で
、「
妊
婦
、
在
宅
医
療

の
受
療
中
の
患
者
な
ど
、
特
に
必
要
な
者
が
［
1​

ml
バ
イ
ア
ル
、
プ
レ
フ
ィ
ル
ド
シ
リ
ン
ジ
等
の
小
さ
な
単
位
の
ワ
ク
チ
ン
を
］
利
用
す

る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
は
個
別
接
種
」
と
し
て
い
た
。
第
十
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
484
）

（
資
料
3
）・
六
一
、
六
五
頁
。

（
ε
）　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
負
担

　

ま
ず
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
負
担

0

0

0

0

に
つ
い
て
既
存
の
実
定
法
の
規
定
を
み
る
と
、
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
三
法
六
八
号
）
に
は
地

域
住
民
を
対
象
に
、「
知
事
は
…
…
ま
ん
延
予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
…
…
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
い
、
又

は
市
町
村
長
に
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
「
臨
時
に
行
う
予
防
接
種

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
。
同
法
六
条
一
項
）
が
あ
る
。

こ
の
場
合
の
費
用
負
担
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
に
よ
り
知
事
が
実
施
の
場
合
（
同
条
二
項
）
に
は
、
国
庫
が
二
分
の
一
、
都
道

府
県
が
二
分
の
一
（
同
法
二
五
条
、
二
七
条
）
で
、
市
町
村
長
が
実
施
の
場
合
に
は
、
国
庫
、
都
道
府
県
、
市
町
村
が
各
三
分
の
一

（
同
法
二
五
～
二
七
条
）
で
あ
る（（57
（

。

　

法
案
二
八
条
の
「
特
定
接
種

0

0

0

0

」
は
、「
政
府
対
策
本
部
は
、
医
療
の
提
供
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
を
確
保
す
る

た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
」「［
登
録
事
業
者
の
］
業
務
に
従
事
す
る
者
…
…
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
実
施
に
携
わ
る
国
家
公
務
員
に
対
し
、

臨
時
に
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
」（
法
案
二
八
条
柱
書
及
び
同
条
一
号
）
と
し
て
「
国
の
危
機
管
理
対
策
と
し
て
行
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
接
種
で
あ
り
、

そ
の
費
用
は
全
額
国
庫
負
担

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
（
傍
点
引
用
者（

（58
（

）。

　

他
方
、
法
案
四
六
条
の
「
住
民
に
対
す
る
予
防
接
種

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
が
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
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い
よ
う
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
変
更
し
、
第
一
八
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
重
要
事
項
と

し
て
、
予
防
接
種
法
第
六
条
第
一
項
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
の
対
象
者
及
期
間
を
定
め
」（
同
条
一
項
）、
接
種
の
実
施
主
体
は
、

「
市
町
村
長
」（
同
条
三
項
に
よ
る
予
防
接
種
法
六
条
一
～
二
項
の
読
み
替
え
）
で
あ
る
。
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、「
新
た
な
臨
時
接

種
」（
予
防
接
種
法
六
条
三
項
＝
平
成
二
三
年
法
八
五
号
に
よ
る
改
正
に
よ
り
創
設（

（58
（

）
と
同
じ
く
、
国
庫
二
分
の
一
、
都
道
府
県
四
分
の

一
、
市
町
村
四
分
の
一
で
あ
る
と
い
う（（58
（

。

　

次
に
国
会
委
員
会
審
議
を
み
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
に
つ
い
て
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
用
意
で
き
た
と
き

に
、
全
体
的
な
ワ
ク
チ
ン
の
総
事
業
費
…
…
は
［
全
国
民
に
接
種
す
る
と
］
ざ
っ
と
ど
の
く
ら
い
」
か
と
問
わ
れ（（58
（

、「
数
千
億
円
か

か
っ
て
し
ま
う
」
と
回
答（（58
（

し
た
。
委
員
か
ら
「
地
方
負
担
に
つ
い
て
」
の
質
問（（58
（

が
あ
り
、
政
府
は
法
案
六
九
条
（
国
等
の
負
担
）
を

念
頭
に
、「
こ
の
法
案
に
お
き
ま
し
て
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
を
対
策
本
部
長
が
指
示
…
…
と
い
う
形
」
で
「
国
庫
負

担
率
を
二
分
の
一
に
し
、
さ
ら
に
予
防
接
種
は
市
町
村
が
実
施
主
体
［
で
］
…
…
市
町
村
の
税
収
規
模
に
応
じ
…
…
百
分
の
一
を
超

え
る
場
合
は
［
国
が
］
八
割
負
担
、
そ
し
て
さ
ら
に
九
割
負
担
と
い
う
形
で
国
庫
負
担
の
か
さ
上
げ
措
置
を
講
じ
、
ま
た
必
要
な
財

政
措
置
を
講
じ
て
い
く
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
体
制
」
と
回
答（（58
（

す
る
。
委
員
は
、
さ
ら
に
法
案
七
〇
条
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
国
の
財
政
上
の
措
置
）
を
も
視
野
に
、「
国
が
全
面
に
出
て
、
場
合
に
よ
る
と
全
額
国
の
負
担
で
も
結
構
だ
、

こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
何
ら
か
の
形
で
担
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
発
言（（58
（

し
、
大
臣
は
、「
六
十
九
条
…
…
は
、
…
…
大
規

模
災
害
と
類
似
す
る
状
況
と
い
う
ふ
う
に
判
断
し
て
…
…
災
害
救
助
法
に
倣
っ
た
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
に
応
じ
た
国
庫
負
担
率

の
か
さ
上
げ
、
こ
う
い
う
措
置
」
で
、「
加
え
て
…
…
七
十
条
で
、
国
は
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に

か
ぶ
せ
て
い
る
」「
最
終
的
に
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い

る
（
（58
（

。



74

法学研究 95 巻 2 号（2022：2）

（
579
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
注
（
7
）・
九
六
～
九
七
頁
。

（
580
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
同
右
・
九
二
、
九
八
～
九
九
頁
。

（
581
）　

厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
「
予
防
接
種
法
改
正
（
新
た
な
臨
時
接
種
の
創
設
等
）
の
概
要
」
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｒ
三
二
巻
三
三
一
～

三
三
二
頁
（
二
〇
一
一
）https://idsc.nih.go.jp/iasr/32/381/dj3816.htm

l　

第
三
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン

分
科
会
予
防
接
種
基
本
方
針
部
会
・
資
料
2
―
2
「
接
種
類
型
と
定
期
接
種
化
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
」
一
～
三
頁
（
二
〇
一
九
年
九
月
二

六
日
）https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/content/1096000/000550939.pdf

（
582
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
注
（
7
）・
一
七
三
～
一
七
四
頁
、
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科

会
・
前
掲
註（
581
）・
四
頁
。
な
お
法
案
四
六
条
四
項
は
、
予
防
接
種
法
二
六
条
（
都
道
府
県
の
負
担
）
及
び
二
七
条
（
国
庫
の
負
担
）
を

適
用
除
外
と
す
る
が
、
そ
れ
に
代
わ
り
得
る
費
用
負
担
の
根
拠
が
何
な
の
か
、
私
に
は
不
明
で
あ
る
。

（
583
）　

鴨
下
一
郎
委
員
・
三
月
二
八
日
一
一
頁
。

（
584
）　

田
河
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
改
革
審
議
官
）・
同
日
同
頁
。

（
585
）　

鴨
下
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
586
）　

田
河
政
府
参
考
人
・
同
日
同
頁
。

（
587
）　

鴨
下
委
員
・
三
月
二
八
日
一
一
～
一
二
頁
。

（
588
）　

中
川
正
春
国
務
大
臣
・
同
日
一
二
頁
。

（
ζ
）　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
―
―
そ
の
1
・
枠
組
み

　

ワ
ク
チ
ン
を
め
ぐ
る
最
後
の
論
点
と
し
て
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
で
あ
れ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
で
あ
れ
、
万
一
の

副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
問
題
は
不
可
欠
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
本
法
案
が
「
特
措
法
」
と
い
う
性
格
の
た
め
か
、

付
託
さ
れ
た
の
が
厚
生
労
働
委
員
会
で
は
な
い
内
閣
委
員
会
で
あ
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
た
か
、
本
法
案
の
委
員
会
会
議
録
中
、
本
論

点
に
関
す
る
質
疑
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
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と
は
い
え
、
法
案
は
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
「
特
定
接
種
」（
二
八
条
）
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
「
住
民
に

対
す
る
予
防
接
種
」
も
、
い
ず
れ
も
予
防
接
種
法
六
条
一
項
の
「
予
防
接
種
と
み
な
し
」
て
い
る
（
法
案
二
八
条
五
～
七
項
、
四
六
条

四
項
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
（
予
防
接
種
法
一
五
条
）
規
定
が
適
用
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
委
員
会
会
議
録
か
ら
離
れ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
く
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

接
種
に
限
定
し
て
、
健
康
被
害
救
済
措
置
を
素
描
し
て
お
き
た
い
。

　

何
よ
り
参
考
に
す
べ
き
は
、
二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））
の
際
に
同
年
一
〇
月
一
九
日
に
開
始
さ
れ
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
事
例
で
あ
る（（58
（

。
同
年
一
〇
月
、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
基
本
方
針

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
の
「
7
・
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
及
び
有
効
性
の

確
保
と
健
康
被
害
の
救
済
」
の
項
で
は
、「（
1
）
今
回
、
接
種
に
用
い
よ
う
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
初
め
て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
安
全
性
や
有
効
性
に
関
し
て
は
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
も
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
を
行
う
な
ど
、
十
分
に
安
全
性
や
有
効
性
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
安
全
性
や
有
効
性
に

つ
い
て
、
医
療
関
係
者
、
国
民
等
に
幅
広
く
情
報
提
供
す
る
」、「（
2
）
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
重
篤
な
副
反
応
に
つ
い
て
、［
接
種
］
受

託
医
療
機
関
等
か
ら
報
告
な
ど
国
が
迅
速
に
情
報
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
を
専
門
家
に
よ
り
評
価
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
速
や
か
に
対
応
す
る
」、「（
3
）
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
い
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
救
済
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
接
種
に
関
す
る
措
置
を
踏
ま
え
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
検
討
を
行
い
、
速
や
か
に
立
法
措
置
を
講
じ
る
」
と
す
る
。
ま
た
「
4
・
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
」
の
項
で
は
、「（
3
）
輸
入
ワ
ク
チ

ン
確
保
の
た
め
、
今
回
の
輸
入
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
使
用
等
に
伴
い
生
じ
る
健
康
被
害
等
に
関
し
て
製
造
販
売
業
者
に
生
じ
た
損
失
等

に
つ
い
て
、
国
が
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
立
法
措
置
を
講
じ
る
」
と
す
る（（59
（

。
右
の
7
・（
3
）
は
、
同
年
九
月

時
点
で
の
素
案
で
は
、「
万
が
一
、
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
適
切
な
救
済
措
置
を
講
ず
る
」
と
極
め
て
簡

略
な
も
の
で
あ
っ
た（（59
（

。
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右
の
「
基
本
方
針
」
7
（
3
）
及
び
4
（
3
）
の
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
に
関
し
て
、「
厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
お
い
て
、
当
該
接
種
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
救
済
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

給
付
の
額
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
法
の
二
類
感
染
症
疾
病
の
定
期
接
種
に
係
る
給
付
に
関
す
る
措
置
（
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機

構
法
に
基
づ
く
副
作
用
救
済
給
付
と
同
様
）
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
こ
と
」、「
輸
入
企
業
と
の
契
約
内
容
へ
の
対
応
［
と
し
て
］

…
…
当
該
製
造
販
売
業
者
に
生
じ
た
損
失
等
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
」
等
を
織
り
込
ん
だ
新
た
な
立
法
が
準
備
さ
れ
た（（59
（

。

　

第
一
七
三
回
国
会
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
」（
以
下
「
救
済
特

0

0

0

措
法
案

0

0

0

」
と
い
う
）
が
上
程
さ
れ
た
。
同
法
案
の
目
的
規
定
は
、「
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
と
も
に
「［
輸
入
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
］
健
康
被
害
に
係
る
損
害
を
賠
償
す

る
こ
と
等
に
よ
り
［
薬
事
法
上
の
］
特
例
承
認
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
に
生
ず
る
損
失
に
つ
い
て
政
府
が

補
償
」
す
る
こ
と
に
よ
り
「
予
防
接
種
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
こ
と
」
と
す
る
（
同
法
案
一
条
）。
基
本
方
針
7
（
3
）
健
康
被
害
の

救
済
措
置
は
第
二
章
（
三
条
以
下
）
に
、
基
本
方
針
4
（
3
）
特
例
承
認
ワ
ク
チ
ン
（
＝
輸
入
ワ
ク
チ
ン
）
業
者
と
の
補
償
契
約
は
、

第
三
章
（
一
一
条
）
に
規
定
す
る
。

　

国
会
委
員
会
に
お
け
る
右
救
済
特
措
法
案
の
審
議
で
特
筆
す
べ
き
は
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
一
一
条

0

0

0

に
つ
い
て
「
日
本
政
府

と
し
て
初
め
て
の
契
約
形
態
で
あ
る
そ
う
で
す
が
、
無
制
限
補
償
で
あ
る
と
い
う
点
、
ま
た
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
製
造
者
の
損
失
は
補

償
せ
ず
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
製
造
者
に
つ
い
て
補
償
さ
れ
る
と
い
う
の
は
公
平
感
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
」
と
の
委
員
質
問
で
あ
る（（59
（

。

政
府
は
、
質
問
後
半
部
分
の
「
不
平
等
感
…
…
は
よ
く
理
解
で
き
ま
す
」
と
し
、
前
半
部
分
は
「
一
一
条
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

…
…
こ
れ
は
国
の
事
業
で
す
か
ら
、［
健
康
被
害
が
生
じ
れ
ば
本
来
は
］
国
家
賠
償
法
に
の
っ
と
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

医
療
機
関
あ
る
い
は
製
造
販
売
業
者
を
相
手
方
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
等
を
さ
れ
…
…
和
解
あ
る
い
は
敗
訴
と
い
う
形
で
［
業
者
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が
］
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
［
と
き
に
］
政
府
が
そ
れ
を
補
う
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」「
こ
れ
は
契
約
上
の
秘

密
事
項
で
…
…
必
須
の
項
目
で
あ
り
…
…
海
外
の
［
国
と
業
者
と
の
］
契
約
の
事
例
も
…
…
同
様
の
契
約
」
を
結
ん
で
い
る
と
答
え

て
い
る（（59
（

。

　

別
委
員
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
「
国
内
製
造
ワ
ク
チ
ン
は
、
季
節
性
ワ
ク
チ
ン
と
製
法
も
同
じ
［
だ
が
］
…
…
輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
、

…
…
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
入
り
と
い
う
こ
と
で
、
筋
肉
注
射
…
…
国
内
［
製
造
ワ
ク
チ
ン
］
は
皮
下
注
［
射
］
で
…
…
用
法
が
全
く
違

う
」。「
副
反
応
、
あ
る
い
は
効
果
、
そ
し
て
そ
の
接
種
方
法
も
し
っ
か
り
と
現
場
に
周
知
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
指
摘
が
あ

る
（
（59
（

。
大
臣
は
、「
海
外
産
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
鶏
卵
で
は
な
く
て
細
胞
で
培
養
さ
れ
…
…
［
免
疫
増
強
剤
］
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト

…
…
を
添
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
内
で
未
使
用
な
も
の
も
含
ま
れ
…
…
安
全
性
、
有
効
性
の
評
価
を
慎
重
に
行
わ
［
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
］
…
…
。［
輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
］
特
例
承
認
と
い
う
形
で
承
認
［
す
る
が
］
…
…
臨
床
試
験
結
果
等
を
と
り
ま
と
め

た
報
告
書
、
申
請
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
公
表
［
し
］
…
…
薬
事
分
科
会
で
の
公
開
の
審
議
を
行
う
な
ど
、
…
…
積
極
的
に
情
報
提

供
を
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
答
え
て
い
る（（59
（

。

　

あ
る
い
は
一
一
条
に
惑
わ
さ
れ
た
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
補
償
に
つ
い
て
、「
国
産
ワ
ク
チ
ン
と
…
…
輸

入
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
り（（59
（

、「
全
く
差
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
回
答
し

て
い
る（（59
（

。
さ
ら
に
「
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の
で
な
い
原
因
で
、
予
防
接
種
の
過
程
で
い
ろ
ん
な
障
害
あ
る
い
は
問
題
が
起
こ
っ
た
場
合

の
補
償（（59
（

」
を
問
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、「
現
時
点
で
は
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
基
づ
く
健
康
被
害
の
救
済

に
な
っ
て
お
り
、［
そ
れ
は
］
…
…
適
正
に
、
正
し
く
使
用
さ
れ
た
場
合
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
」
が
、
こ
の
救
済
特
措
法
案
で
は
、

「
た
と
え
ば
、
注
射
を
し
た
際
の
反
射
で
血
圧
が
低
下
し
て
意
識
を
失
っ
て
転
倒
し
て
け
が
を
し
た
と
か
、
…
…
小
児
に
対
し
て
成

人
と
同
じ
量
、
つ
ま
り
量
を
多
く
接
種
し
て
し
ま
っ
て
は
れ
が
強
く
出
た
…
…
、
そ
う
い
う
場
合
も
含
ん
で
接
種
に
関
わ
る
健
康
被

害
す
べ
て
が
対
象
に
な
る
」「
こ
れ
は
国
産
の
ワ
ク
チ
ン
は
当
然
で
…
…
輸
入
し
た
も
の
も
そ
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
そ
の
範
囲
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を
そ
こ
ま
で
広
め
た
」
と
答
え
る（（60
（

。
た
だ
、「
補
償
内
容
と
金
額
は
…
…
非
常
に
低
い
」
と
の
不
満
の
声
が
あ
る（（60
（

が
、
政
府
は
「
ま

ず
は
、
予
防
接
種
法
上
の
今
ま
で
決
め
ら
れ
て
い
た
［
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
］
で
き
る
だ
け
合
わ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら

［
予
防
接
種
法
の
］
定
期
一
類
と
定
期
二
類
と
で
か
な
り
の
差
［
が
あ
り
（
（
（
（60
（6
（60
（

］
…
…
改
め
た
方
が
よ
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
…
…
そ
の

部
分
を
本
法
案
の
附
則
の
第
六
条
検
討
の
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
予
防
接
種
の
在
り
方
、
予
防
接
種
に
係
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
…
…
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
る（（60
（

。

　

救
済
特
措
法
案
は
可
決
さ
れ
て
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
平

成
二
一
法
九
八
号
）
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。

　

そ
の
二
年
後
に
、「
予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
法
」（
平
成
二
三
法
八
五
号
）
に
よ
り
、
法
典
名
の
「
健
康
被
害
の
救
済
等
」
を
「
健
康
被
害
の
救
済
」
に
改
め
、
一
一
条

（
輸
入
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
補
償
契
約
）
を
削
除
し
た
（
（
（
（60
（6
（60
（

。

　

ち
な
み
に
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
本
稿
執
筆
現
在
も
な
お
国
産
ワ
ク
チ
ン
は
治
験
段
階
に
あ
る
。
本

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

（
589
）　

和
田
・
前
掲
註（
542
）・
三
〇
七
頁
。

（
590
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
・
前
掲
註（
512
）。

　

こ
こ
で
は
「
見
え
消
し
版
」
に
よ
り
、
同
年
一
〇
月
の
原
文
を
引
用
し
た
。

（
591
）　

厚
生
労
働
省
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
（
素
案
）」（
平
成
二
一
年
九
月
四
日
）

https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/kinkyu/kenkou/influenza/dl/infu090904-03.pdf

（
592
）　

厚
生
労
働
省
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
仮
称
）」https://w

w
w
.

m
hlw

.go.jp/seisaku/kaigi/2009/10/dl/k1019-1b.pdf
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（
593
）　

長
尾
敬
委
員
（
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）・
第
一
七
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
・
一
一
月
二
〇
日
三
頁
（
二
〇
〇

九
）。

（
594
）　

足
立
信
也
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
・
同
日
同
頁
。

（
595
）　

石
森
久
嗣
委
員
（
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）・
同
日
七
頁
。

（
596
）　

長
妻
国
務
大
臣
（
厚
生
労
働
大
臣
）・
一
一
月
二
〇
日
同
頁
。
ほ
ぼ
同
旨
・
長
妻
大
臣
・
第
一
七
三
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
会
議
録
・
同
月
二
七
日
五
頁
（
二
〇
〇
九
）。

（
597
）　

渡
辺
孝
男
委
員
（
公
明
党
）・
同
月
二
七
日
八
頁
。

（
598
）　

足
立
大
臣
政
務
官
・
同
日
同
頁
。

（
599
）　

渡
辺
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
600
）　

足
立
大
臣
政
務
官
・
同
日
同
頁
。

（
601
）　

近
藤
正
道
委
員
（
社
民
党
・
護
憲
連
合
）・
同
月
二
〇
日
一
五
頁
。

（
602
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
592
）の
比
較
表
に
よ
れ
ば
、
予
防
接
種
法
の
定
期
一
類
並
び
に
臨
時
の
一
類
及
び
二
類
（
当
時
の
分
類
）
は
、

障
害
年
金
四
八
九
万
余
円
（
一
級
障
害
者
・
年
額
）、
死
亡
一
時
金
四
二
八
〇
万
円
の
一
方
で
、
定
期
二
類
（
当
時
の
分
類
）
及
び
独
立

行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
薬
事
法
に
よ
る
承
認
医
薬
品
に
係
る
救
済
）
の
両
者
は
、
障
害
年
金
二
七
二
万
余
円
（
一
級
障

害
者
・
年
額
）、
遺
族
年
金
二
三
七
万
余
円
、
遺
族
一
時
金
七
一
三
万
余
円
と
い
う
ふ
う
に
、
給
付
金
額
に
顕
著
な
差
が
あ
っ
た
。

　

右
に
い
う
「
一
類
疾
病
」（
努
力
義
務
あ
り
。
接
種
勧
奨
）、「
二
類
疾
病
」（
努
力
義
務
な
し
。
個
人
の
判
断
に
よ
る
）
の
疾
病
区
分
は
、

二
〇
一
三
年
予
防
接
種
法
改
正
（
平
成
二
五
法
八
号
）
に
よ
り
、「
Ａ
類
」（
主
に
集
団
接
種
、
重
篤
な
疾
患
の
予
防
に
重
点
。
本
人
に
努

力
義
務
。
接
種
勧
奨
有
り
）「
Ｂ
類
」（
主
に
個
人
予
防
に
重
点
。
努
力
義
務
な
し
。
接
種
勧
奨
な
し
）
に
改
め
ら
れ
た
。
辰
巳
秀
爾
（
厚

生
労
働
省
）「
昨
今
の
予
防
接
種
行
政
の
課
題
」
一
、
六
、
八
頁　

https://w
w
w
.niid.go.jp/niid/im

ages/idsc/kikikanri/H
30/1-

03.pdf　

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
「
予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
等
に
つ
い
て
」（
平
成
二
五
年
三
月
三
〇
日
）

https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/topics/bcg/tp250330-2.htm

l

参
照
。

（
602
の
2
）　

厚
生
労
働
省
「
健
康
被
害
救
済
制
度
」
二
頁　

https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansennshou20/

kenkouhigai_kyusai/

に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
年
四
月
現
在
の
給
付
額
は
、
予
防
接
種
法
の
Ａ
類
並
び
に
臨
時
接
種
疾
病
の
定
期
接
種
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は
、
障
害
年
金
五
〇
五
万
余
円
（
一
級
障
害
者
・
年
額
）、
死
亡
一
時
金
四
四
二
〇
万
円
の
一
方
、
Ｂ
類
疾
病
の
定
期
接
種
は
、
障
害
年

金
二
八
〇
万
余
円
（
一
級
障
害
者
・
年
額
）、
生
計
維
持
者
で
あ
る
場
合
の
遺
族
年
金
二
四
五
万
余
円
（
年
額
、
一
〇
年
を
限
度
）、
生
計

維
持
者
で
な
い
場
合
の
遺
族
一
時
金
七
三
七
万
余
円
で
あ
り
、
両
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
給
付
金
額
の
差
は
残
存
し
て
い
る
。

（
603
）　

足
立
大
臣
政
務
官
・
第
一
七
三
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
・
一
一
月
二
〇
日
一
五
頁
。

（
604
）　

健
発
第
〇
七
二
二
第
一
号
／
薬
発
第
〇
七
二
二
第
一
号
「
予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
」（
平
成
二
三
［
二
〇
一
一
］
年
七
月
二
二
日
）。
予
防
接

種
法
の
改
正
は
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
際
に
、「
予
防
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務
を
国
民
に
対
し
て
課
す
こ
と
は

適
切
で
は
な
い
と
判
断
し
、
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
く
臨
時
接
種
と
し
て
で
は
な
く
、
厚
生
労
働
大
臣
が
実
施
主
体
と
な
り
臨
時
応
急
的

に
接
種
を
実
施
し
た
」
経
緯
か
ら
、「
同
程
度
の
感
染
力
や
病
状
を
呈
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
万
全
を

期
す
た
め
、
予
防
接
種
法
に
お
い
て
新
た
な
臨
時
の
予
防
接
種
の
類
型
を
創
設
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
604
の
2
）　

予
防
接
種
法
及
び
検
疫
法
の
一
部
改
正
法
（
令
和
二
、
法
七
五
号
）
に
よ
っ
て
、
予
防
接
種
法
附
則
八
条
と
し
て
、
輸
入
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
損
失
補
償
契
約
条
項
が
復
活
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
予
防
接
種
法
附
則
七
条
「（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
に
関
す
る
特
例
）」
に
よ
っ
て
、
本
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
市
長
村
長
に
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
し
（
同
条
一
項
）、
市
町
村
長
の
接
種
を
予
防

接
種
法
六
条
一
項
の
予
防
注
射
と
み
な
し
（
同
条
二
項
）、
要
す
る
費
用
は
、
国
が
負
担
す
る
（
同
条
三
項
）
と
さ
れ
た
。
各
都
道
府

県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
宛
・
健
発
一
二
〇
九
第
二
号
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
「
予
防
接
種
法
及
び
検
疫

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
」（
令
和
二
年
一
二
月
九
日
）https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/hourei/doc/tsuchi/

T
201210G0070.pdf

　

な
お
本
稿
執
筆
時
に
下
山
憲
治
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
法
的
制
御
」（
二
〇
二
一
年
一
月
二
二
日
）https://

w
w
w
.lit.kobe-u.ac.jp/m

st/pdf/210129_F01.pdf

に
接
し
た
が
、
本
稿
に
は
格
別
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
η
）　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置
―
―
そ
の
2
・
副
反
応
事
例

　

右
の
措
置
特
措
法
案
の
国
会
委
員
会
審
議
の
場
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
が
論
点
に
な
っ
た
。

　

委
員
か
ら
海
外
産
ワ
ク
チ
ン
及
び
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
が
質
問
さ
れ
た（（60
（

。
政
府
は
、
海
外
産
の
う
ち
「
我
が
国
が
［
輸
入

を
］
予
定
し
て
い
る
種
類
に
限
っ
て
」
の
話
と
し
て
、
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
以
下
「
Ｇ
Ｓ
Ｋ
」
と
い
う
）
社
製
は
、
使

用
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
政
府
の
発
表
で
、
健
康
上
の
問
題
に
関
す
る
報
告
六
三
四
件
中
死
亡
例
が
一
件
、
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
・
フ
ァ
ー
マ
社

製
は
ス
イ
ス
と
ド
イ
ツ
で
承
認
さ
れ
た
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い（（60
（

。
他
方
、
国
産
に
つ
い
て
は
、
接
種
開
始
前
の
臨
床
試
験
段
階
で
二

百
例
中
「
有
害
事
象
」
が
三
％
、
接
種
開
始
後
の
二
万
例
中
「
有
害
事
象
」
が
一
・
九
七
三
％
、
そ
の
う
ち
重
篤
（
入
院
の
必
要
性
）

が
九
三
例
で
う
ち
二
六
例
の
死
亡
例
が
あ
る
が
、「
一
一
月
二
一
日
に
専
門
家
の
委
員
会
…
…
で
死
亡
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
直
接

の
明
確
な
関
連
が
認
め
ら
れ
た
症
例
は
現
時
点
で
は
な
い
と
、
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
注
意
深
い
観
察
が

必
要
で
あ
る
し
、
経
過
を
し
っ
か
り
と
み
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る（（60
（

。

　

そ
の
後
の
「
平
成
二
一
年
シ
ー
ズ
ン
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
後
副
反
応
報
告
の
ま
と
め
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
二

〇
〇
九
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
七
月
五
日
ま
で
の
国
産
ワ
ク
チ
ン
推
定
接
種
者
数
は
二
二
、
八
三
三
、
一
三
七
回
分
、
副
反
応

報
告
数
は
二
、
四
二
八
（
〇
・
〇
一
％
）、
乳
濁
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
1
Ｎ
1
株
）
推
定
接
種
者
数
は
、
五
千

回
分
、
副
反
応
報
告
数
は
一
（
〇
・
〇
二
％
）、
乳
濁
細
胞
培
養
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
1
Ｎ
1
株
）
推
定
接
種

者
数
は
二
、
五
五
〇
、
副
反
応
報
告
数
は
四
（
〇
・
一
六
％
）
で
、
接
種
後
の
死
亡
報
告
一
三
三
例
の
ほ
と
ん
ど
が
重
い
持
病
の
あ

る
高
齢
者
で
「
専
門
家
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
大
部
分
は
、
基
礎
疾
患
の
悪
化
や
再
発
に
よ
る
死
亡
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、

死
亡
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
明
確
な
関
連
が
認
め
ら
れ
た
症
例
は
な
い
と
の
評
価

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
で
、「
今
回
報
告
さ
れ
た
事
例
は
い
ず
れ
も
重

度
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
死
亡
が
偶
発
的
に
重
な
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

重
度
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
お
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
が
重
篤
な
転
帰
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き

0

0

0

0

0

0

0

0
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な
い
0

0

こ
と
か
ら
、
接
種
時
及
び
接
種
後
の
処
置
等
に
お
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」（
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
い
る（

（60
（

。
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
副
反
応
事
例
の
情
報
（
（
（
（60
（6
（60
（

は
あ
っ
て
も
、
救
済
・
争
訟
事
例
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
605
）　

津
田
弥
太
郎
委
員
（
民
主
党
）・
第
一
七
三
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
・
一
一
月
二
七
日
四
頁
、
渡
辺
孝
男
委
員

（
公
明
党
）・
同
日
七
頁
。

（
606
）　

足
立
信
也
大
臣
政
務
官
・
同
日
四
頁
。
な
お
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
、
正
確
に
は
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
製
（
鶏
卵
培
養
、
接
種
直
前
に
抗
原
製
剤
と

専
用
混
和
液
の
混
合
が
必
要
、
接
種
一
回
）
及
び
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
・
フ
ァ
ー
マ
社
製
（
細
胞
培
養
、
接
種
時
の
混
合
は
不
要
、
一
八
～
四

九
歳
は
接
種
一
回
、
他
は
二
回
）
の
特
例
承
認
及
び
接
種
開
始
は
、
翌
二
〇
一
〇
年
一
月
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
推
進
本
部
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
承
認
及
び
健
康
成
人
へ
の
接
種
開
始
に
つ
い

て
」（
平
成
二
二
年
一
月
一
五
日
）https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/infl_vaccine.htm

l＞

接
種
の
実
施
に
つ
い
て＞
接
種
回
数
・
接
種
開
始
時
期
の
変
更
。
さ
ら
に
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の
契
約
成
立
か
ら
契
約
変
更
に
至
る
経
緯
は
、

和
田
・
前
掲
註（
542
）・
三
〇
六
～
三
〇
九
頁
参
照
。

（
607
）　

足
立
信
也
大
臣
政
務
官
・
同
日
七
～
八
頁
。
結
果
的
に
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
シ
ェ
ア

が
高
く
、
北
里
研
究
所
、
阪
大
微
生
物
病
研
究
会
、
化
学
及
び
血
清
療
法
研
究
所
、
デ
ン
カ
生
研
の
四
社
が
供
給
し
た
。
和
田
・
前
掲
註

（
542
）・
三
〇
九
～
三
一
一
、
三
二
〇
頁
。

（
608
）　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
―
死
亡
例
一
三
三
件
も
、
接
種
と
の
関
連
認
め
ら
れ
ず
」
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
日

付
薬
事
日
報　

https://w
w
w
.yakuji.co.jp/entry21054.htm

l

が
伝
え
て
い
る
。
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
安
全
情
報
二
七
三
号
一
二
、

一
五
頁
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）https://w

w
w
.pm

da.go.jp/files/000143640.pdf#page=11

（
609
）　

二
〇
一
〇
年
二
月
時
点
の
死
亡
例
一
二
四
件
の
内
訳
が
、
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
事
務
局
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
副
反
応
報
告
及
び
推
定
接
種
者
数
に
つ
い
て
」（
平
成
二
二
年
二
月
五
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
主

治
医
評
価
欄
に
は
、
い
ず
れ
も
「
評
価
不
能
」
ま
た
は
「
関
連
な
し
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/kinkyuu/

kenkou/inflienza/houdou/2010/02/dl/infuh0205-01.pdf

（
609
の
2
）　

本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
事
例
は
、
厚
生
労
働
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
疑
い
報
告
に
つ
い
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て
」
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
一
年
月
六
月
及
び
七
月
に
精
査
さ
れ
た
副
反
応
の
う
ち
、
死
亡
例
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
心
筋

炎
・
心
膜
炎
の
い
ず
れ
、「
現
時
点
に
お
い
て
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
に
影
響
を
与
え
る
重
大
な
疑
念
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ

れ
ま
し
た
」
と
い
う
。
た
だ
し
心
筋
炎
・
心
膜
炎
だ
け
は
「
引
き
続
き
報
告
状
況
を
注
視
」
と
の
留
保
が
つ
い
て
い
る
。https://

w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunituite/bunya/vaccine_fukuhannou-utagai-houkoku.htm

l

（
θ
）　

小　

括

　

二
〇
一
二
年
の
本
法
案
当
時
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
心
事
は
、
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
）

等
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
症
に
は
な
く
、「
高
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
）
に
集
中
し
て
い

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
後
者
の
鳥
イ
ン
フ
ル
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
備
蓄
は
、
そ
れ
な
り
に
進
ん
で
い

た
。

　

し
か
し
前
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
国
内
感
染
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
国

内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
や
治
療
薬
開
発
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
は
な
き
に
等
し
か
っ
た
。
国
に
よ
っ
て
は
着
実

に
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
世
界
中
ど
こ
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
型
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ

ク
チ
ン
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
我
が
国
は

0

0

0

0

結
果
的
に
は
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
完
全
に
遅
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
治
療
薬
と
し
て
国
産
の
医
薬
品
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
ア
ビ
ガ
ン

0

0

0

0

が
（
（61
（

、
本
感
染
症
発
症
初
期
患
者
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
安
倍
晋
三
前
総
理
も
ご
執

心
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
五
月
七
日
、（
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
効
く
）
坑
ウ
イ
ル
ス
薬
レ
ム
デ
シ
ビ
ル

0

0

0

0

0

0

が
先
行
し
て
「
医
薬
品
、
医
療

機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
三
五
法
一
四
五
号
）
一
四
条
の
三
第
一
号
「
国
民
の
生
命

及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
ま
ん
延
そ
の
他
の
健
康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
使
用
さ
れ
る
こ
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と
が
必
要
な
医
薬
品
で
あ
り
、
か
つ
当
該
医
薬
品
の
使
用
以
外
に
適
当
な
方
法
が
な
い
」
も
の
で
同
法
施
行
令
（
昭
和
三
六
政
令
一

一
号
）
二
八
条
一
項
が
「［
本
感
染
症
］
に
係
る
医
薬
品
」
に
限
っ
て
い
る
「
特
例
承
認

0

0

0

0

」
を
受
け
た
。
こ
れ
に
伴
う
医
療
保
険
法

上
の
取
扱
い
検
討
に
お
い
て
「
臨
床
研
究
・
観
察
研
究
で
使
用
さ
れ
て
い
る
」
ア
ビ
ガ
ン

0

0

0

0

に
つ
い
て
は
「
緊
急
か
つ
特
例
的
な
取
扱

い
と
し
て
、
保
険
診
療
と
の
併
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
運
用
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る（（61
（

。
本
稿
執
筆
時
現
在
、
ア
ビ
ガ
ン
は
承

認
を
受
け
て
い
な
い（（
（
（61
（6
（
（
（61
（

。

　
二
〇
一
二
年
当
時
は
、
な
に
か
と
い
う
と
身
近
な
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
（
本
稿
二
（
2
）（
イ
））
の
体
験
が
引
き
合
い
に
だ
さ

れ
た
時
期
に
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
、
二
〇
〇
九
年
は
、
タ
ミ
フ
ル
等
の
治
療
薬
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
ワ
ク
0

0

チ
ン
は

0

0

0

「
個
人
の
重
症
化
あ
る
い
は
死
亡
率
を
下
げ
る
と
い
う
目
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
で
の
接
種

0

0

0

0

で
（
（61
（

あ
る
か
ら
、
治
療
薬
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
治
療

薬
が
な
い
状
況
よ
り
も
、
そ
の
役
割
は
相
対
的
に
低
下
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
本
法
案
審
議
の
国
会
委
員
会
附
帯
決
議

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
う
ち
、
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
記
述
部
分
を
み
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
衆
議
院
は
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
、
公
明
党
及
び
み
ん
な
の
党
の
共
同
提
案
で
あ
り
、

そ
の
第
九
項
は
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
「
先
行
接
種
す
る
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
備
蓄
を
万
全
な

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
特
定
接
種
の
対
象
者
及
び
優
先
順
位
の
在
り
方
を
明
示
す
る
こ
と
」、
第
十
項
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
「
全
国
民
分
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
よ
り
短
期
間
に
製
造
す
る
た
め
の
研
究
を
推
進
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、

接
種
の
優
先
順
位
の
在
り
方
を
明
示
す
る
こ
と
」
と
す
る（（61
（

。

　
参
議
院
は
、
民
主
党
・
新
緑
風
会
、
公
明
党
及
び
み
ん
な
の
党
の
各
派
並
び
に
各
派
に
属
さ
な
い
糸
数
委
員
の
共
同
提
案
で
、
そ

の
第
九
項
は
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
第
十
四
項
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
で
あ
り
、
衆
議
院
の
附

帯
決
議
と
同
文
で
あ
る（（61
（

。
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（
610
）　

一
般
名
フ
ァ
ビ
ピ
ラ
ビ
ル
。
富
士
フ
イ
ル
ム
富
山
化
学
が
製
造
し
た
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
で
あ
る
。https://w

w
w
.

kegg.jp/m
edicus-bin/japic_m

ed?japic_code=00066852

鈴
木
信
孝
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
補
完
代
替
医
療
―
ア
ビ
ガ
ン
の

外
来
処
方
体
制
の
確
立
を
急
げ
」
日
本
補
完
代
替
医
薬
学
会
誌
一
七
巻
一
号
八
三
頁
（
二
〇
二
〇
年
五
月
）https://w

w
w
.jstage.jst.

go.jp/article/jcam
/17/17_83/_article/-char/ja/

（
株
）
日
本
医
療
機
器
開
発
機
構
・
内
田
「
ア
ビ
ガ
ン
は
ど
う
し
て
日
本
で
承
認

さ
れ
な
い
の
か
」https://jom

dd.com
/2020/05/2697.htm

l

参
照
。

（
611
）　

第
四
五
七
回
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
総
会
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
医
薬
品
」（
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
）
の
医
療
保

険
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
・
参
考
2
」https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/shingi2/0000212500_00072_htm

l

（
611
の
2
）　

松
原
仁
「
ア
ビ
ガ
ン
の
承
認
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」（
二
〇
二
一
年
一
月
二
〇
日
）https://w

w
w
.shugiin.go.jp/internet/

itdbshitum
on.nsf/htm

l/shitum
on/a204010.htm

に
対
す
る
菅
義
偉
「
答
弁
書
」（
同
月
二
九
日
）https://w

w
w
.shugiin.go.jp/

internet/itdb_shitum
on.nsf/htm

l/shitum
on/b204010.htm

に
あ
る
よ
う
に
、
臨
床
試
験
結
果
提
出
後
に
再
審
議
の
手
筈
で
、
二

〇
二
一
年
七
月
一
五
日
付
産
経
ニ
ュ
ー
ス
「
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の
主
流
は
既
存
薬
の
転
用
。
承
認
は
3
つ
」
に
よ
れ
ば
、
臨
床
結
果
は
同
年

一
〇
月
ま
で
に
終
え
る
見
込
み
と
い
う
。https://w

w
w
.sankei.com

/article/20210715-7V
RW

JO
Q
GA

JN
J3GN

5V
V
4H

K
A
347Y

/

（
611
の
3
）　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
大
村
智
北
里
大
学
栄
誉
教
授
と
米
社
の
共
同
研
究
の
抗
寄
生
虫
薬
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

0

0

0

0

0

0

0

（
ス
ト
ロ
メ
ク
ト
ー

ル
）
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
診
療
の
手
引
き
・
第
二
版
」
二
五
頁
に
お
い
て
「
日
本
国
内
で
入
手
で
き

る
薬
剤
の
適
応
外
使
用

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
に
例
示
さ
れ
た
。https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/content/000631552.pdf　

松
原
仁
「
イ
ベ

ル
メ
ク
チ
ン
の
承
認
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」（
二
〇
二
一
年
二
月
二
六
日
）https://w

w
w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_

shitum
on.nsf/htm

l/shitum
on/a204059.htm

に
対
す
る
菅
義
偉
「
答
弁
書
」（
同
月
二
九
日
）https://w

w
w
.shugiin.go.jp/

internet/itdb_shitum
on.nsf/htm

l/shitum
on/b204059.htm

及
び
同
年
三
月
八
日
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
梅
村
委
員
（
日
本
維

新
の
会
）
質
問
へ
の
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
答
弁
（
第
二
〇
四
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議
録
令
和
三
年
三
月
八
日
三
四
～
三
五

頁
）
並
び
に
同
月
一
〇
日
付
梅
村
聡
・Facebook

（https://m
.facebook.com

/im
em

urasatoshi,ishin/posts

）
並
び
に
「『
イ
ベ

ル
メ
ク
チ
ン
で
感
染
者
数
・
死
亡
者
数
劇
的
に
減
ら
せ
る
』
米
国
の
医
師
団
体
が
提
言
―
未
だ
に
流
通
し
な
い
諸
事
情
と
は
」（
同
年
七

月
二
日
付
デ
イ
リ
ー
新
潮https://new

s.yahoo.co.jp/articles/28c4b390754e64836fdb8ef6835d9a4d35418dc6?page=3

）
に

あ
る
よ
う
に
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
「
適
応
外
使
用

0

0

0

0

0

」
と
し
て
医
師
主
導
型
の
治
験
が
行
わ
れ
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
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の
国
民
健
康
保
険
中
央
会
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
の
通
知
に
よ
り
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）「
摘
要
欄
」
に
医
学

的
な
判
断
理
由
を
書
け
ば
健
康
保
険
の
適
用

0

0

0

0

0

0

0

に
な
る
と
い
う
。
右
通
知
は
、
中
医
協
・
前
掲
註（
611
）・「
参
考
1
」
に
あ
る
「
適
応
外
使

用
が
行
わ
れ
る
場
合
…
…
診
療
報
酬
明
細
書
の
摘
要
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
与
の
理
由
（
診
療
の
手
引
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
お

け
る
現
時
点
で
の
治
験
や
治
療
上
の
有
益
性
と
危
険
性
を
考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
使
用
の
適
否
が
判
断
さ
れ
た
こ
と
な
ど
）
等
も
参
考
に
、

個
々
の
症
状
に
応
じ
て
医
学
的
に
判
断
す
る
よ
う
、
審
査
支
払
期
間
宛
に
依
頼
済
み
（
四
月
九
日
）」
と
あ
る
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
…
…
厚
生
労
働
省
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
令
和
二
年
四
月
分
に
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。https://w

w
w
.ssk.or.jp/oshirase/covid-19.htm

l

　

右
の
「
適
応
外
使
用

0

0

0

0

0

」
と
は
、「
す
で
に
国
内
で
承
認
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
を
、
承
認
内
容
の
範
囲
外
す
な
わ
ち
添
付
文
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
の
範
囲
外
で
使
用
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
堀
明
子
「『
適
用
外
使
用
』
を
考
え
る
」
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ

ｉ
ｎ
ａ
四
八
巻　

四
号
（
医
学
書
院
）（
二
〇
一
一
）https://w

w
w
.igaku-shoin.co.jp/m

isc/m
edicina/shohou-4804/　

関
連
通

知
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
九
月
三
日
付
保
発
五
一
号
・
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
理
事
長
宛
厚
生
省
保
険
局
長
通
知
「
保
険
診
療
に

お
け
る
医
薬
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」（
一
九
八
〇
）https://w

w
w
.jssoc.or.jp/other/info/info20200316-02.pdf

令
和
二
年
二

月
二
六
日
地
方
厚
生
（
支
）
局
医
療
課
長
・
都
道
府
県
民
生
主
管
部
（
局
）
国
民
健
康
保
険
主
管
課
（
部
）
長
、
都
道
府
県
後
期
高
齢
者

医
療
主
管
部
（
局
）
後
期
高
齢
者
保
険
主
管
課
（
部
）
長
宛
・
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
長
・
厚
生
労
働
省
保
険
局
歯
科
医
療
管
理
官

通
知
「
医
薬
品
の
適
応
外
使
用
に
係
る
保
険
診
療
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
〇
）https://w

w
w
.jssoc.or.jp/other/info/

info20200316-01.pdf

参
照
。

　

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
治
験
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、
二
一
〇
二
一
年
七
月
一
七
日
付　

化
學
工
業
日
報
「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
、

コ
ロ
ナ
治
験
実
施
へ
」
に
よ
れ
ば
、
大
村
教
授
が
興
和
に
依
頼
し
て
興
和
が
乗
り
出
し
、
実
用
化
後
の
治
療
薬
は
同
社
が
製
造
を
担
う
と

い
う
。

（
612
）　

足
立
信
也
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
・
第
一
七
三
回
国
会
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
会
議
録
・
平
成
二
一
年
一
一
月
二
七
八
日
一
一
～

一
二
頁
（
二
〇
〇
九
）。

（
613
）　

平
沢
勝
栄
委
員
・
第
一
八
〇
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
・
平
成
二
四
年
三
月
二
八
日
一
二
～
一
三
頁
（
二
〇
一
二
）。

（
614
）　

浜
田
昌
良
委
員
・
第
一
八
〇
回
国
会
参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
・
同
年
四
月
二
四
日
一
～
二
頁
（
二
〇
一
二
）。
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③　

医
療
体
制

　

特
措
法
案
に
は
、
第
三
章
・
発
生
時
に
お
け
る
措
置
と
し
て
「
医
療
等
の
実
施
の
要
請
」（
三
一
条
）、
第
四
章
・
緊
急
事
態
措
置

と
し
て
医
療
等
の
確
保
（
四
七
条
）、
臨
時
の
医
療
施
設
（
四
八
条
）
及
び
臨
時
の
医
療
施
設
開
設
の
た
め
の
土
地
等
の
使
用
（
四
九

条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、「
医
療
等
の
実
施
の
要
請
」（
三
一
条
）
を
も
含
め
て
検
討
す
る
。

（
α
）　

医
療
等
の
実
施
の
要
請
（
三
一
条
）

　

法
案
で
は
、「
知
事
は
…
…
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
関
係
者
に
…
…
患
者
等
に
対
す
る
医
療
を
行
う
よ
う
要0

請0

」
で
き
（
傍
点
引
用
者
。
三
一
条
一
項
）、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
…
…
要
請
に
応
じ
な
い
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
知
事
は
…
…
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
…
…
当
該
患
者
等
に
対
す
る
医
療
を
行
う
べ
き
こ
と
を
指
示
0

0

」
で
き
る
（
傍
点
引
用
者
。
同
条
三
項
）。

　

国
会
委
員
会
審
議
で
委
員
か
ら
、
ま
ず
平
時
か
ら
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
た
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

質
問
さ
れ（（61
（

、
政
府
は
、
現
行
の
行
動
計
画
で
は
「
地
域
感
染
期
以
降
の
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
感
染
症
指
定
医
療
機

関
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
医
療
機
関
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診
療
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
…
…
た
め
、
…
…
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
へ
の
入
院
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の
簡
易
な
陰
圧
装
置
、
人
口
呼
吸
器
…
…
外
来
に
お
け
る
院
内
感
染
症
法

防
止
の
た
め
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
設
備
、
さ
ら
に
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
対
す
る
運
営
費
な
ど
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
き
た
」
し
、
医
療
関
係
者
に
対
し
て
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
療
に
つ
い
て
の
研
修
…
…
に
よ
り
、
診
断
能
力
の
向
上
や

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
き
た
」
と
い
う（（61
（

。

　

法
案
三
一
条
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
要
請
と
指
示
の
違
い
」
を
問
わ
れ
て（（61
（

、
大
臣
は
、「
要
請
0

0

と
い
う
の
は
、
一
定
の
行
為
に

つ
い
て
相
手
方
に
好
意
的
な
処
理
を
期
待
す
る
も
の
で
…
…
医
療
関
係
者
は
法
的
に
医
療
の
提
供
等
を
行
う
べ
き
立
場
に
立
た
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
指
示
0

0

と
い
う
も
の
は
、
一
定
の
行
為
に
つ
い
て
方
針
、
基
準
、
手
続
等
を
示
し
て
そ
れ
を
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
い
い
、
医
療
関
係
者
は
法
的
に
医
療
の
提
供
等
を
行
う
義
務
が
こ
こ
で
は
生
じ
る
…
…
。
た
だ
し
、
罰
則
は
設
け
な
い（（61
（

」（
傍
点
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引
用
者
）
と
答
え
る（（61
（

。
関
連
し
て
「
医
師
法
十
九
条
の
一
項
に
も
応
招
義
務
の
規
定
が
あ
る
」
と
し
て
両
者
の
関
係
を
問
わ
れ（（62
（

、
政

府
は
、「
医
師
法
に
定
め
ら
れ
た
応
招
義
務
、
こ
れ
は
患
者
か
ら
の
個
別
具
体
的
な
診
療
治
療
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
の
義
務
で

…
…
本
法
案
［
三
一
条
］
に
お
け
る
要
請
、
指
示
、
こ
れ
は
行
政
か
ら
の
も
の
で
…
…
医
師
法
に
よ
る
応
招
義
務
と
は
制
度
的
に
別

な
も
の
」
と
答
え
る（（62
（

。
委
員
は
さ
ら
に
医
師
法
の
応
招
義
務
違
反
に
罰
則
は
な
く
て
も
民
事
損
害
賠
償
の
問
題
に
な
る
よ
う
に
、
三

一
条
三
項
の
指
示
を
「
断
っ
た
場
合
に
は
、
罰
則
は
な
く
て
も
後
々
［
民
事
］
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、

「
他
の
患
者
さ
ん
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
…
…
［
と
し
て
］
お
断
り
し
た
場
合
」
の
判
断
を
問
う
た（（62
（

。
大
臣
は
、「［
医
師
法
一

九
条
一
項
の
］
正
当
な
事
由
に
該
当
す
る
か
否
か
［
は
］
…
…
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
」
と
答
え
た（（62
（

。

　

法
案
三
一
条
四
項
は
、
二
項
（
及
び
特
定
接
種
に
係
る
三
項
）
の
要
請
、
四
項
の
指
示
の
い
ず
れ
も
「
当
該
医
療
関
係
者
の
生
命
及

0

0

0

び
健
康
の
確
保

0

0

0

0

0

0

に
関
し
十
分
に
配
慮
し
、
危
険
が
及
ば
な
い

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
必
要
な
措
置

0

0

0

0

0

を
（
（62
（

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
規

定
す
る
。
本
項
に
つ
い
て
国
会
委
員
会
で
委
員
は
、「［
医
療
関
係
者
に
］
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
に
措
置
を
す
る
義
務
が
［
行
政

に
］
課
さ
れ
て
い
る
の
に
、
何
で
［
六
三
条
に
損
害
］
補
償
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
ん
で
す
か
［
こ
れ
は
矛
盾
す
る
］」
と
問

う
た（（62
（

。
大
臣
は
「
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
な
配
慮
を
し
た
と
し
て
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
症
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
も
想
定
を
し
…
…
万
が
一
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
と
き
に
、
死
亡
、
罹
患
し
た
場
合
の
損
害
を
放
置
す
る
こ

と
は
必
要
な
場
合
に
十
分
な
医
療
関
係
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
…
…
補
償
に
関
す
る
規
定

を
設
け
る
こ
と
と
し
た
」
と
回
答
し
た（（62
（

。
医
師
で
も
あ
る
当
該
委
員
は
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、「［
行
政
は
］
危
険
が
及
ば
な
い
［
と
い

う
］
…
…
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
に
こ
れ
を
怠
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、［
補
償
で
は
な
く
］
国
家
賠
償
［
で
あ
り
］
…
…
［
そ

れ
を
］
一
定
額
の
低
い
補
償
金（（62
（

で
収
め
よ
う
と
い
う
の
は
…
…
お
か
し
い
［
。］
…
…
し
っ
か
り
と
賠
償
と
同
程
度
の
金
額
が
支
払

わ
れ
る
べ
き
」
と
批
判
す
る（（62
（

。

　

な
お
法
案
六
二
条
一
項
は
、
二
九
条
（
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
使
用
）
五
項
、
四
九
条
（
臨
時
の
医
療
施
設
の
た
め
の
土
地
等
の
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使
用
）
二
項
、
五
五
条
（
物
資
の
売
渡
し
の
要
請
）
二
～
四
項
に
つ
い
て
「
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
」
と
典
型
的
な
講
学
上
の

「
損
失
0

0

補
償
で
あ
る
。
同
条
二
項
は
、
三
一
条
の
要
請
又
は
指
示
に
し
た
が
う
医
療
関
係
者
へ
の
「
実
費
弁
償
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
右
委
員
の
指
摘
す
る
六
三
条
は
、
法
案
三
一
条
の
要
請
又
は
指
示
に
し
た
が
う
医
療
関
係
者
の
死
亡
、
負
傷
、
疾
病
罹
患
、
障
害

に
対
す
る
、「
損
害
0

0

補
償
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
区
別
し
て
い
る
。

　

本
法
案
六
三
条
に
関
し
て
尾
身
参
考
人
は
、「［
医
療
関
係
者
に
協
力
要
請
を
求
め
る
場
合
に
］
医
療
関
係
者
な
ど
で
事
故
等
が

あ
っ
た
場
合
に
法
的
な
補
償
が
さ
れ
る
こ
と
が
［
六
三
条
に
］
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
し
か
も
要
請
を
し
て
、
そ
の
要
請
に
従
わ

な
か
っ
た
場
合
の
罰
則
規
定
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を
評
価
す
る（（62
（

。

　

な
お
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の
と
き
の
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
っ
た
舛
添
議
員
は
、「
現
場
の
医
師
に
任
せ
た
方
が
よ
い
」
の
で
三

一
条
は
「
か
え
っ
て
邪
魔
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
［
条
文
で
あ
る
］」
と
い
う（（63
（

。

（
β
）　

緊
急
事
態
に
お
け
る
医
療
体
制

　

法
案
四
七
条
（
医
療
等
の
確
保
）
は
、
医
療
機
関
ま
た
は
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
製
造
・
販
売
業
者
は
「
医
療
又
は
医
薬
品
、
医

療
機
器
若
し
く
は
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
若
し
く
は
販
売
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す

る
。
こ
の
う
ち
医
療
の
確
保（（63
（

に
つ
い
て
、
国
会
委
員
会
審
議
で
委
員
か
ら
「
特
に
患
者
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
蔓
延
期
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
医
療
体
制
を
維
持
し
て
い
く
か
」
問
わ
れ（（63
（

、
政
府
は
、
現
行
の
行
動
計
画
で
は
、「
各
都
道
府
県
内
で
感
染
症

が
広
が
っ
て
い
る
地
域
感
染
期
に
は
、
原
則
と
し
て
、［
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
時
の
『
発
熱
外
来
』
を
改
称
し
た
］
い
わ
ゆ
る
帰

国
者
・
接
触
者
外
来
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
医
療
機
関
で
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診
療
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
」。

「
軽
症
の
入
院
患
者
に
は
退
院
を
促
し
、
重
症
者
の
治
療
に
必
要
な
病
床
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
臨
機
応
急
的
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
を
感
染
症
病
床
以
外
の
病
床
で
受
け
入
れ
た
り
、
定
員
を
超
過
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
な
ど
の
措
置
を
各
医
療
機
関
に
お

い
て
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
提
供
の
維
持
を
図
る
」
と
い
う
。
こ
れ
に
続
け
て
「
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
も
っ
て
し
て
も
、
病
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院
等
の
許
容
量
を
超
え
る
な
ど
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
に
対
す
る
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
な
い
場
合
に
は
、
法
案
の
四
十
0

0

八
条
0

0

に
基
づ
き
…
…
知
事
は
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
し
、
応
急
的
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
理
解
」
と
い
う（（63
（

（
傍

点
引
用
者
）。

　

右
の
法
案
四
八
条
（
臨
時
の
医
療
機
関
等
）
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
区
域
に
お
い
て
、
当
該
地
域
の
知
事
が
「
医
療
機
関
が

不
足
し
、
医
療
の
提
供
に
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
る
場
合
」
に
、「
患
者
等
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
の
施
設
で
あ
っ
て

知
事
が
臨
時
に
開
設
す
る
も
の
に
お
い
て
医
療
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
（
同
条
一
項
）。
こ
の
「
臨
時
の
医
療
施

設
」
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
、
建
築
基
準
法
、
医
療
法
の
一
部
適
用
除
外
に
な
っ
て
い
る
（
同
条
三
～
七
項
）。
さ
ら
に
四
九
条
は
、

臨
時
の
医
療
施
設
開
設
の
た
め
の
土
地
等
の
使
用
（
四
九
条
）
を
規
定
す
る
。

　

国
会
委
員
会
審
議
で
は
、
委
員
か
ら
、
ま
ず
は
「
医
療
提
供
体
制
が
パ
ン
ク
す
る
ほ
ど
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
診
察
な
し
で
坑
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
処
方
…
…
な
ど
、
医
師
法
の
規
制
を
外
す
規
定
は
設
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
質
問（（63
（

さ
れ
、
政
府
は
、
医
師
法

二
〇
条
に
よ
り
「
医
師
が
自
ら
診
察
を
せ
ず
に
処
方
箋
を
公
布
す
る
と
い
う
こ
と
は
原
則
的
で
き
な
い
［
が
］
…
…
現
行
法
に
お
き

ま
し
て
も
、
特
に
在
宅
の
療
養
患
者
…
…
電
話
等
に
よ
る
診
察
に
よ
り
ま
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
、
有
無
が
診
断
で

き
た
と
い
う
場
合
に
は
処
方
箋
を
発
行
す
る
こ
と
は
可
能
」
と
答
え
る（（63
（

。
ま
た
別
委
員
か
ら
の
「
在
宅
療
養
…
…
患
者
の
方
々
が
通

院
の
た
め
外
出
…
…
［
は
］
回
避
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
［
の
で
］
…
…
一
度
診
察
を
受
け
て
坑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
処
方
を

受
け
た
方
が
継
続
し
て
薬
の
処
方
を
受
け
る
、
そ
う
い
う
よ
う
な
場
合
と
か
…
…
慢
性
疾
患
…
…
の
薬
を
継
続
し
て
医
師
の
診
察
を

受
け
て
い
る
方
々
…
…
に
対
し
て
は
、
た
と
え
ば
フ
ァ
ッ
ク
ッ
ス
に
よ
っ
て
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
［
又
は
医
薬
分
業
の
薬
局
］

に
処
方
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
、
現
実
的
な
対
応
策
」
が
あ
る
と
の
指
摘（（63
（

に
対
し
て
、
政
府
は
、
現
行
の
行
動
計
画
で
も
、

「
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
医
師
が
電
話
で
診
察
を
行
い
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
に
よ
り
処
方
箋
を
発
行
す
る
こ
と
を
想
定
」
し
て

い
る
が
、
一
月
の
専
門
家
会
議
意
見
書
で
も
、「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の
処
方
が
で
き
る
具
体
的
な
場
合
と
し
て
慢
性
疾
患
等
を
有
す
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る
定
期
受
診
患
者
の
場
合
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
の
た
め
最
近
の
受
診
歴
が
あ
る
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ（（63
（

」
て
お
り

「
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
て
い
る（（63
（

。

　

そ
も
そ
も
四
八
条
の
「
臨
時
の
医
療
施
設

0

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
国
会
委
員
会
質
疑
に
は
見
当
た

ら
な
い
が
、
逐
条
書
は
「
医
療
機
関
以
外
に
お
い
て
医
療
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
既
存
の
医
療
機
関
の
敷
地
外
な
ど
に
設
置
し
た

テ
ン
ト
や
プ
レ
ハ
ブ
、
体
育
館
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
、
ホ
テ
ル
や
宿
泊
ロ
ッ
ジ
な
ど
宿
泊
施
設
な
ど
を
想
定
」
と
あ
る（（63
（

。
右

逐
条
書
に
あ
る
例
示
は
、
二
〇
〇
七
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
「
医
療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
記
載
の
域
を

出
ず
、
本
稿
二
（
1
）（
ハ
）
Ｂ
（
ｂ
）
で
医
療
施
設
の
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
私
が
提
示
し
、
し
か
も
四
八
条
で
十
分
実
現
可
能

な
「
野
戦
病
院

0

0

0

0

」
開
設
の
発
想
は
欠
落
し
て
い
る
。

　

右
の
四
八
条
、
四
九
条
（
開
設
の
た
め
の
土
地
等
の
使
用
）
の
流
れ
に
つ
い
て
、「
既
存
の
医
療
施
設
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
ど
う
し
て
も
だ
め
な
と
き
は
…
…
同
意
を
得
ず
に
土
地
等
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
は
、
ま
れ
だ
と
は
い
え
、
あ
り
得
る

と
思
う
」
が
「
事
前
に
、
緊
急
事
態
［
協
力
同
意
の
］
防
災
協
定
を
き
ち
っ
と
結
ん
で
お
け
ば
、
あ
る
日
突
然
、
嫌
が
る
人
の
土
地

を
強
制
的
に
使
う
、
ベ
ッ
ド
を
強
制
的
に
使
う
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
の
委
員
の
指
摘（（64
（

が
あ
り
、
政
府
も
「［
都
道
府
県

の
行
動
計
画
策
定
の
際
に
］
事
前
の
関
係
者
と
の
合
意
形
成
、
そ
う
い
う
も
の
に
も
努
め
て
い
く
べ
き
」
と
答
え
る（（64
（

。

　

最
後
に
、
古
川
委
員
は
、
三
一
条
関
連
の
発
言
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
内
容
的
に
は
四
八
条
関
連
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ

ル
の
と
き
に
、
医
療
現
場
の
声
が
吸
収
さ
れ
ず
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
き
に
、
国
内
で
…
…
医
療
が
満
杯
に
な
っ
た
と
き
に
、

ど
う
や
っ
て
医
療
関
係
者
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
吸
い
上
げ
て
、
す
ぐ
そ
こ
で
う
ま
く
や
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
全
く

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
…
…
大
き
な
欠
陥
」「
し
か
る
べ
く
修
正
が
…
…
必
要
」
と
結
ん
で
い
る（（64
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
本
法
案
へ
の
具

体
的
な
修
正
案
は
い
ず
れ
の
会
派
か
ら
も
提
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。
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（
615
）　

江
田
康
幸
委
員
（
公
明
党
）・
第
一
八
〇
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
・
三
月
二
三
日
六
頁
。
川
田
龍
平
委
員
（
み
ん
な
の

党
）・
同
国
会
参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
・
四
月
一
七
日
二
二
頁
は
、「
日
ご
ろ
か
ら
感
染
病
床
や
病
院
を
整
備
し
て
お
く
べ
き
」
と
質

問
す
る
。

（
616
）　

辻
厚
生
労
働
副
大
臣
・
三
月
二
三
日
六
頁
。
藤
田
一
枝
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
・
四
月
一
七
日
二
二
頁
。

（
617
）　

古
川
俊
治
委
員
（
自
由
民
主
党
）・
同
回
国
会
参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
事
録
・
四
月
一
七
日
一
五
頁
。

（
618
）　

罰
則
規
定
を
お
か
な
い
理
由
は
、「
医
療
従
事
者
要
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
強
制
的
に
業
務
を
行
わ
せ
た
と
し
ま
し
て
も
、
適
正
な

執
行
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
適
切
な
対
策
の
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
お
そ
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
。［
武
力
攻
撃
事
態
等

の
お
け
る
］
国
民
保
護
［
の
た
め
の
措
置
］
法
も
同
様
な
仕
組
と
な
っ
て
お
り
ま
す
」
田
河
慶
太
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
審
議
官
）・

同
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
・
三
月
二
三
日
一
五
頁
。
同
旨
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
一
一
～

一
一
二
頁
。

（
619
）　

中
川
正
春
国
務
大
臣
・
四
月
一
七
日
一
五
頁
。

（
620
）　

古
川
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
621
）　

田
河
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）・
同
日
同
頁
。

（
622
）　

古
川
委
員
・
同
日
同
頁
。

（
623
）　

中
川
大
臣
・
同
日
同
頁
。
篠
田
幸
昌
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
官
房
審
議
官
）・
同
日
同
頁
は
、「
一
例
を
挙
げ
て
申
し
上
げ
る
」

と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
の
疑
い
の
あ
る
患
者
が
あ
る
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
に
「
例
え
ば
当
該
医
療
機
関
で
は
特
別

の
感
染
防
止
［
策
］
が
取
ら
れ
て
い
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
地
域
の
医
療
体
制
と
し
て
そ
う
し
た
患
者
の
医
療
を
担
う
医
療
機
関
が
ほ
か

に
整
備
さ
れ
て
い
る
…
…
場
合
…
…
、
医
療
従
事
者
や
他
の
患
者
さ
ん
の
安
全
、
あ
る
い
は
一
般
市
民
へ
の
影
響
等
を
考
慮
致
し
ま
し
て

他
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
お
勧
め
を
す
る
、
直
接
の
診
療
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
…
…
一
般
的
に
は
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
で
あ

れ
ば
医
師
法
の
応
招
義
務
違
反
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
補
足
説
明
す
る
。

　

仮
に
委
員
の
質
問
の
趣
旨
が
、
法
案
三
一
条
三
項
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
の
（
行
政
上
の
制
裁
の
文
脈
で
の
）
医
師
法
一
九
条
違
反

の
成
否
で
は
な
く
、
当
該
患
者
と
の
関
係
で
の
医
師
法
一
九
条
を
媒
介
に
し
た
受
診
拒
否
の
医
療
機
関
の
民
事
責
任
の
成
否
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
れ
は
も
は
や
国
会
の
場
で
の
質
疑
の
範
囲
を
超
え
、
個
別
事
件
に
つ
い
て
の
司
法
機
関
の
判
断
の
問
題
で
あ
ろ
う
。



93

わが国コロナ・パンデミック危機管理前史（三）

（
624
）　

逐
条
書
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
可
能
な
限
り
適
時
に
提
供
す
る
こ
と
、
マ
ス
ク
、
防
護
具
を
支
給

す
る
こ
と
等
が
想
定
さ
れ
る
」
と
済
ま
せ
る
実
に
呑
気
な
表
現
で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
一

二
頁
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
が
感
染
症
の
「
危
険
が
及
ば
な
い
…
…
措
置
」
を
講
じ
る
こ
と
自
体
本
来
不
可
能
な
こ
と
だ
か
ら
、

法
文
の
表
現
自
体
に
問
題
が
あ
る
気
も
す
る
。

（
625
）　

古
川
委
員
・
四
月
一
七
日
一
五
～
一
六
頁
。

（
626
）　

大
臣
・
同
日
一
六
頁
。

（
627
）　

ち
な
み
に
本
法
案
成
立
後
の
特
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
五
政
令
一
二
二
号
）
二
一
条
に
よ
れ
ば
「［
法
六
三
条
一
項
に
よ
る
］
損

害
の
補
償
の
額
は
、
災
害
救
助
法
施
行
令
中
扶
助
金
に
係
る
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
628
）　

古
川
委
員
・
四
月
一
七
日
・
一
六
頁
。

（
629
）　

尾
身
茂
参
考
人
（
名
誉
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
事
務
局
長
、
前
・
自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）・
四
月
一

二
日
四
頁
。

（
630
）　

舛
添
要
一
委
員
・
第
一
八
〇
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会

0

0

0

0

0

会
議
録
四
月
四
日
四
六
頁
。

（
631
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
七
八
頁
に
よ
れ
ば
、「『
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
』
と
し

て
は
、
医
療
機
関
の
開
業
時
間
延
長
、
医
療
施
設
の
安
全
性
の
確
保
（
院
内
感
染
症
法
の
防
止
等
）、
救
急
患
者
等
の
搬
送
体
制
の
確
保

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
」
と
い
う
。

（
632
）　

江
田
委
員
・
三
月
二
三
日
六
頁
。

（
633
）　

辻
副
大
臣
・
同
日
同
頁
。
同
旨
・
外
山
千
也
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）・
同
日
一
一
頁
。

（
634
）　

川
田
委
員
・
四
月
一
七
日
二
二
頁
。

（
635
）　

篠
田
幸
昌
政
府
参
考
人
（
厚
生
労
働
大
臣
官
房
審
議
官
）・
同
日
同
頁
。

（
636
）　

江
田
委
員
・
三
月
二
三
日
六
頁
。

（
637
）　
「
処
方
箋
の
送
付
は
医
療
機
関
か
ら
薬
局
に
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
と
し
て
、
慢
性
疾
患
等
を
有
す
る
定
期
受
診
患
者
の
場
合

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
、
慢
性
疾
患
患
者
に
対
す
る
医
薬
品
が
必
要
な
場
合
）、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
様
症
状
の
た
め
最
近
の
受
診
歴
が
あ
る
場
合
）
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
484
）
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（
514
）（
資
料
3
）・
四
一
～
四
二
頁
。

（
638
）　

辻
副
大
臣
・
三
月
二
三
日
六
～
七
頁
。

（
639
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
一
八
二
頁
。

（
640
）　

竹
本
直
一
委
員
（
自
由
民
主
党
）・
三
月
二
三
日
一
一
頁
。

（
641
）　

田
河
政
府
参
考
人
・
同
日
同
頁
。

（
642
）　

古
川
委
員
・
四
月
一
七
日
・
一
六
頁
。


